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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　一、反乱だ!?　最近世の中物ぶつ騒そうで……









「おらおらおら。オレたちが甘あめェ顔してる間に、おとなしく出すもん出した方が身のためだぜ」

「でねぇと………………」

　うららかな朝の街かい道どうで。

　いきなり木こ陰かげから現あらわれて、月つき並なみなごたくを並べる、五、六人の盗とう賊ぞくたちを沈ちん黙もくさせたのは、あたしの攻こう撃げき呪じゆ文もんの一いち撃げき──

　ではなかった。

　背はい後ごの緑のその奥に、突とつ如じよ生まれ出た気け配はい。

　憎にくしみ、悲しみ、怒いかり、そして敵意。

　人間の持つ負ふの感情、すべてが混じりあったもの。

　瘴しよう気き──

「……な……なんだ……？」

　いきなり生まれ出たそれに、さしもの鈍どん感かん盗賊連中も気づいたか、おどし文もん句くを中断し、あわててあたりに視し線せんを走らせる。

　同時に、口の中で呪文を唱えはじめるあたし。

「き……気のせいか……？」

「いや……！　何かいるぞ！　近くに！」

　半なかば悲ひ鳴めいにも近い、盗賊たちの声が交こう錯さくする中で、気配は、どんどんとこちらに向かって近づいて──

　がさっ！

　ぐぉ……

「黒ブラス妖ト・ア陣ツシユっ！」

　ばしゅぼっ！

　おたけび一つ上げるいとまもあらばこそ。

　森のしげみを割わって出た、一匹のブラス・デーモンは、あたしの攻撃呪文一発で、ミもフタもなく、あっさり消しよう滅めつしたのだった。



















「……けどよー、このごろ多いよなー。あーゆーの」

　森の中ゆく細い街道。

　よく晴れた空なぞぼーっと眺ながめつつ、のん気な口調で言ったのは、あたしの旅の連れ、ガウリイだった。

　ブラス・デーモンを一撃でぶち倒し、びびりまくる盗賊たちを、やはり呪文でぶち倒し、連中のたくわえてたおたから根こそぎぶん取ったそのあとのことである。

「あーゆーの、って、さっきあたしが呪文でへち倒したデーモン？」

「そう。あーゆーの」

　ちらりっ、と肩ごしに後ろをふり返り、言うガウリイ。

　あたしもつられてふり向くが、さきほどデーモンに出くわした場所は、もはやはるか後ろに見えなくなっていた。

「……たしかに……以ま前えと比べると、多いことは事実ね……」

　ゆーうつな気分を隠かくそうともせず、あたしはため息混じりにつぶやいた。

　レッサー・デーモンにブラス・デーモン。魔ま族ぞくとしては最下級で、あたしもつい今しがた、なんの盛り上がりもなく、いともあっさりはり倒したが、実は決してあなどれる相手ではない。

　まがりなりにも『魔族』の名を持つものだけあって、並の戦士や魔ま道どう士しでは、倒すのはそれこそ命がけ。

　ま、あたしくらいの実力持っているならば、ンな相手の一匹程度、どーとゆーこともないのだが、不意を討うたれたり、群むれて来られたりするとさすがに油断はできない。

　幸さいわいなのは、デーモンたちの数がそれほど多くないこと──だった。

　ただしそれも、しばらく前までは、の話だが。

　ここしばらく──ざっと半年ほど前からのことだろう。ガウリイの言う通り、あちこちにそんな下級デーモンたちがひんぱんに出現し、それに伴ともなう被ひ害がいが各地で出はじめたのは。

　かくいうあたしたちもまた、夜の宿で、いきなしデーモンの襲しゆう撃げきを受けて、一撃必殺で返り討ちにしたら、あたりの建物にも被害出て弁べん償しようさせられたり、趣しゆ味みと実じつ益えきを兼かねて盗賊団のアジト潰つぶしに出かけたら、アジトが野の良らデーモンに襲おそわれて壊かい滅めつしてて、予定してた収入がなくなって、八やつ当たりで近くの山に竜ドラグ破・ス斬レイブかまして地形変えたら、近所のひとから苦く情じようが来たり、と、数々の恐おそろしい攻撃を受けたりしている。

　なぜそんな事件が最近増えたのか。その原因は、いまもってわからない。

　しかし。

　──何かが起こりつつある──

　その漠ばく然ぜんとした不安は、人々の心に、確実に根をひろげていきつつあった……




「……何か……あったわね……」

　町へと入る門のところ。門もん柱ちゆうの前に足を止め、あたしは口の中でちいさくそうつぶやいた。

　ライゼールの片かた隅すみに位置する町、テルモード・シティ。

　──まがりなりにも『シティ』というだけあって、たしかに大きな町で、バランス良く発はつ展てんしてきた──と言えば聞こえはいいが、早い話が、これといった特色のない町である。

　無む理り矢や理り特とく徴ちようをあげるなら──町をぐるりと囲かこった塀へい、くらいのものかもしれないが、これとて、そう珍めずらしいものではない。

　しかし、この町の特色の話はさておいて──

「どうした？　リナ？　こんなところで足止めて？」

「──これよ」

　けげんな顔で問うガウリイに、あたしは門柱を目で指さした。

　石でできた門柱には、一枚の紙が貼はりつけてあった。




　──旅行中の魔道士様各位

　急用なき方は、至し急きゆう、最も寄よりの魔道士協会まで顔を出されたし


魔道士協会評議会──









「……って、これがどーかしたか？」

　ごく簡かん単たんなその一文を読み終えて、やはり不思議そーに彼は問う。

　たしかに、単純に文面だけ読めば、『魔道士のひとは魔道士協会に寄よってね』という、それだけのものなのだが……

『この町の』ではなく『最寄りの』だというところがミソ。つまりこの通つう達たつは、この町だけでなく、もっと広こう範はん囲いにわたって出されている、ということである。

　広範囲に通達が出ていて、複数の旅の魔道士の力が必要。なおかつ、用件は全まつたく書かれていない。

　つまり──一いつ般ぱんの人間には知られたくない、重大な何かが起こったのではないだろうか、ということである。

　そう言えば、ずいぶん前に一度だけ、これと似にたような通達が出たことがあったが……

「……ともあれ、行ってみるっきゃないわね」

　言って、あたしはふたたび歩き出したのだった。




「あの──リナ＝インバースさん……ですね」

　後ろから声をかけられたのは、町の大通りでのことだった。

　魔道士協会で話を聞いて、近くのメシ屋でかるく昼食。いざ目的地に出発、と、表に出た、そのとたんのことである。

「……そう……だけど」

　答えてふり向いたその先には、佇たたずむ一人の女の子。

　……といっても、としはあたしと同じか少し上、といったところだろうか。ショート・カットの金ブロ髪ンドに、緑の瞳ひとみ。かなりの美人と言っていいが、黒い帽ぼう子しに黒マント。全身黒ずくめの、いかにも魔道士、といったいでたちと、思い詰つめたような表情が、魅み力りよくを半はん減げんしてしまっている。

「……あの……わたし、聞いちゃったんです。さっき、魔道士協会で、あなたのお名前を。

　あなた……お噂うわさに名高い、あのリナ＝インバースさん……ですよね」

「………どーゆー噂かは、あえて聞かないけど……」

「ほめてるんだかけなしてるんだか、よくわかんないような噂ばっかりですけど……」

　ぴくっ。

「………たぶん、そのリナ＝インバースよ」

　よけーなこと言う彼女のことばに、多少こめかみひきつらせながら、それでもあたしは極きよく力りよくれーせーにうなずいた。

「お願いがあるんです！

　わたしを……わたしをいっしょに、クリムゾンまで連れていってくださいっ！」

「──ちょっ……！」

　いきなり上げた大声に、あたしはあわてて彼女の右手をひっ摑つかみ、そばの路地へと引っぱり込む。

　あたりの人目をはばかりながら、声をひそめて、

「──ちょっと！　大声出さないでっ！　……『連れてってくれ』なんて言うからには、あなた、とーぜん知ってるんでしょ!?

　今──

　クリムゾンで何が起こってるか──」

「──ええ。もちろん」

　あたしの問いに、彼女はこっくりうなずいた。

　瞳の奥に、思い詰めた色を隠かくしたままで。

　──魔道士協会支部による反はん乱らん──

　それが今、クリムゾンの魔道士協会で起こっている事件だった。

　町の門の入り口に貼はりつけてあった、あの貼り紙──

　以前、ラグド王国という小国で、同じように、大だい臣じんやってた魔道士が、協会支部を抱だき込んで反乱を起こした時──その時も、あれと同じものが、大きな町に貼り出されたことがあった。

　その時には、あたしとその他一名の活かつ躍やくもあって、国王は無事。大臣は成せい敗ばい、と、なんとかことなきを得えたのだが……

　今回、事件が起きたのは、ライゼール王国の片かた隅すみにある、クリムゾン・タウン。

　事件の首しゆ謀ぼう者しやは、政治的にはなんの地位も持たない、クリムゾン魔道士協会の評ひよう議ぎ長ちようだった。

　あろうことか、クリムゾンを治おさめていた領ロ主ードを抹まつ殺さつ、町を武力支配してしまったらしいのである。

　とーぜんその話は、国の中ちゆう枢すう部ぶにも届とどき、なんでも、国王軍が討とう伐ばつ隊たいを出したとか。

　……国王軍まで出ばって来たとなれば、クリムゾンの反乱鎮ちん圧あつは、おそらく時間の問題だろう。

　しかし、魔道士協会としては、組そ織しきの信しん頼らい回かい復ふくのためにも、ぜひとも協会の力で解決をしたいところらしい。

　──というのが、ついさきほど、魔道士協会で聞かされた話である。

　そこで、戦力になる魔道士は、クリムゾンへ向かい、反乱の鎮圧に手を貸せ、というのが、協会からの要よう請せいだった。

　ただし──

　あちこちに不ふ穏おんな噂の立ちこめる今日この頃。余計な混乱を招まねかぬためにも、ことはあくまで内ない密みつに。正式発表は事件がすべて解決してから、というのが、協会、王国、共通の意い向こう。

　となればとーぜん、大通りのまん中で、立ち話できる話題ではない。

　しかし彼女のこのまなざし──どうやら、わけありのようである。

「……とにかく、話を聞かせてもらいましょーか。

　まず……そうね。あなた、名前は？」

「……アリア＝アシュフォード……」

　答えたのは彼女ではなく、しわがれた老人の声だった。

「────!?」

　思わずふり向いたその先──路地の奥には、佇む黒い影かげひとつ。

　黒のマントに、目ま深ぶかにかぶった黒フード。飾かざり気けひとつない黒ずくめで、フードの下のうつむき顔は、陰かげになっていてよく見えない。

　あたしもけっこう小こ柄がらな方だが、路地に佇むその相手は、猫背のせいもあってか、あたしよりさらに小柄に見える。

「……あなた……は……？」

　不安の色をにじませながら言う彼女──アリアの問いを、老人は無視して、

「……なるほど……そちらのが、あなたの目にかなった刺し客かくども、というわけですな……カイラス様を倒すための……」

「──それじゃああなた……!?」

「ゾナゲイン、と呼んでくだされ。

　それでは早さつ速そく──お手て並なみ、見せてもらいますぞ」

　……ひゅぅっ……

　薄うす暗ぐらい路地に、細い口笛のような音が響ひびいた。

　……事情のほどはよくわかんないが、はっきりしていることが一つ。

　すなわち、このじーさんが、あたしたちに宣せん戦せん布ふ告こくをしたこと、である。

　あたしは口の中で呪文を唱となえ、ガウリイは、腰の剣を抜ぬき放はなち──

『……なっ……!?』

　驚きよう愕がくの声を上げたのは、ガウリイとアリア、二人同時にだった。

　闇やみが──蠢うごめいている。

　それは、異い様ような光景だった。

　路地の奥、ゾナゲインのまわりにわだかまる闇が、波打つように、ざわざわと動いているのだ。

　──いや！

　闇ではない。

「……ひっ!?」

　それの正体を悟さとってか、アリアが小さな悲鳴を上げた。

　蠢く闇と見えたのは、どこからともなく現あらわれて、陰に潜ひそんだ、数十匹の鼠ねずみたち！

　最初からそこにいたわけではない。となると、じーさんの口笛で寄り集まってきた、ということになるのだが……

「そうするとこのじーさん……獣ビース使トマいスターか!?」

　しかしこーゆー状況で、いくら鼠を数十単位で集めても、こちらが対応を誤あやまらない限り、それほど怖こわくは……

　……みちっ。

　あたしの考えを中ちゆう断だんするかのように、小さな音が路地裏に響いた。

　何かの──きしむような音。

　あたしの横でガウリイが、踏ふみ出しかけた足をその場で止めている。

　そして──

　みちっ……みちみちみちっ！　みりっ！

「……う……あ……」

　だんだんと大きくなってゆく音の中、アリアの呻うめきが小さく聞こえた。

　きしみ、音を立てているのは、ゾナゲインのまわりに集まった、数十匹の鼠たち。

　──いや、それを、鼠と呼んでいいものか。

　つい今しがたまで、まぎれもない鼠だったものたちは、あたしたちの目の前で、異い形ぎようのものへと変へん質しつしつつあった。

　骨が、肉が、裂さけ、きしみ、新たな肉と骨が生まれる。

　両手のひらに乗る程てい度どの大きさだったものたちが、今やそれぞれ、ひとかかえほどの大きさに巨大化し、なおも大きさを増ましつつあった。

　はたしてこのあとどうなるのか、正直興きよう味みはあるのだが──とりあえず、ゆーちょーに見けん物ぶつしている場合じゃないことは確たしか。

　ならば──

「氷フリーのズ・矢アロー！」

　ゾナゲインにしかけるつもりで唱えた呪文を目標変更、変わりつつあるもと鼠たちに向かってぶっ放ぱなす！

　生まれ出た十数本の冷気の矢は、変形しつつあるもヽのヽたちを、ことごとくその場に凍こおりつかせる──

　はずだった。

　だがしかし。

　ふしゅっ。

　そいつらに命中したその瞬しゆん間かん。冷気の矢のことごとくが、空気が抜けるような音と同時に消しよう滅めつした！

「──まさかっ!?」

　驚愕のことばが、あたしの口をついて出た。

　あたしは知っている。ある連中に、氷の矢ぶちかませば、これと全く同じ現象が起きることを。

　すなわち──魔ま族ぞくに。

　とするとこいつら──

　答えは、すぐ目の前に現れた。

「……っくっくっ……どうじゃ？　めったに見られる光こう景けいではないだろう？　こういうのは」

　鼠から変形したレッサー・デーモンたちに囲まれて、ゾナゲインは、余よ裕ゆうの笑い声を漏もらしたのだった。




　ひゅごがぁっ！




　爆ばく音おんと火か炎えんがいきなりはじけ散ちる。

　人々の悲鳴は、一瞬の間を置いたあとだった。

　あたしたち一同三人が、路地を抜け出し、横へとよけた、まさにその時だった。

　レッサー・デーモンたちが放った炎の矢が、大通りのまん中で炸さく裂れつしたのは。

　時間のせいか、大通りにもあまり人は出ておらず、幸さいわいケガ人などはいなかったようだが……

「みんな逃げてっ！」

　同時だった。

　あたしがそう叫さけぶのと、裏うら路ろ地じから、レッサー・デーモンが、ぬうっ、と姿を現したのとは。

　ふたたび悲鳴がまき起こり、さして多くもない通行人たちは、あわててばらばら逃げてゆく。

　おーし。これくらいひらけた場所に来たなら、なんとか戦える。

「ガウリイ！　援えん護ごお願ねがい！」

　言って呪文を唱えるあたし。

「おうっ！」

　剣を携たずさえガウリイが疾はしる！　レッサー・デーモンの群むれに向かって！

　るぐぉぉぉぉぉぉぉぉぅっ！

　それを察さつ知ちし、レッサー・デーモンの一匹が、吠ほえ声とともに、体の前に、数十本の炎の矢を出現させる。

　しかし、デーモンがそれを解き放つより早く！

　ざんっ！

　一気に飛び込んだガウリイの剣が、そのデーモンの腹を薙ないでいた。

　ぐををををををををうっ！

　断だん末まつ魔まの悲鳴を上げて倒れるデーモンのその前で、生まれ出た炎の矢は、一瞬にして宙に散る。

　これで一匹！

「──すごいっ！」

　ガウリイの剣けん技ぎに、あたしの横でアリアが感かん嘆たんの声を上げた。

　しかし、感心するのはまだ早い。レッサー・デーモンはまだまだいるのだ。

　現にいまだ、路地の奥から大通りへと、レッサー・デーモンたちがぞろぞろ現れている。

　ガウリイの剣が二匹目を斬きり倒たおし──

　あたしの呪文が完成したのは、ガウリイが三匹目を倒した時のことだった。

「青ブラ魔ム・烈ブ弾レイ波ザー！」

　青い光が目標を貫かん通つうし、生きる者には衝しよう撃げき波はを、アンデッドやら魔族には、かなりの苦く痛つうを与える、という術じゆつである。

　ふつーにぶっ放しただけなら、デーモンが痛がってそれでおしまい、なのだが、今の一発は呪ブ力ー増ス幅トかけてある。

　あたしの放った青い光は、路地から顔を出したばかりのデーモン数匹をまとめて貫つらぬいて──

　ぎぐぁぁぁぁぁぁぁぁぁうっ！

　デーモンたちは、悲鳴とともにその場に倒れ伏ふした。

　それまでガウリイにのみ気を取られていたデーモンたちのうち何匹かが、こんどはこちらに目をつける。

「アリア！　離はなれてて！」

　言ってあたしは、腰のショート・ソードを引き抜くと、口の中で呪文を唱えながら地を蹴けった。

　ごぁうっ！

　ゆく手を塞ふさぐレッサー・デーモンが吠える。

　同時に生まれた炎の矢が、シャワーとなってあたしに向かってふりそそいだ。

　それをあっさり横へと跳とび、かわし、

「烈エルメ閃キア・槍ランス！」

　唱えた呪文を解き放つ。

　一撃が、レッサー・デーモンを直撃したのを視界の隅すみに捕とらえつつ、進路を変へん更こう、次の呪文を唱えはじめる。

　このレッサー・デーモンという奴、能力的には決して低くはないのだが、互たがいの連れん携けいなどというものはなく、魔力は高いわりに知能は低いのか、攻撃もかなり一本調子。あたしやガウリイにしてみれば、集団で出てきた場合は、油ゆ断だんのできる相手ではないが、逆に言えば、油断さえしなければ、それほど怖い相手ではない。

　やがて──

「塵アツシ化ヤー・滅デイスト！」

　ばしゅぅぁっ！

　最後のレッサー・デーモンが、あたしの呪文で無と化したのは、それからほどなくのことだった。

　さて、これで残るは、あのゾナゲインとかいう奴だけだが……

「ほほぅ。あれだけの数のレッサー・デーモンをこの時間で、か。なかなかやるのぅ」

　声は、上から聞こえた。

「────!?」

　ふりあおいだその先、建たて物ものの屋根の上に、佇む小柄な黒い影。

　……こっちがレッサー・デーモンたちと戦ってるうちに、浮レビテ遊ーシヨンか何かで登のぼったのか。

「見物してないで降りてきたら？　あたしたちのお手並み見たいんでしょ？　レッサー・デーモンじゃ力不足──となれば、あんたの出番なんじゃないの!?

　それとも──

　高い所に登ったはいいけど、こわくて降りられなくなったとか？」

「いやいや──単にわしは、高い所が好きなだけで、な。

　ほれ。昔から言うじゃろ。煙けむりとなんとやらは、高い所に登りたがる、とな」

　おどけた口調であっさりと、あたしの挑ちよう発はつを受け流す。

　……うーむ。ダテに歳とし取ってないかー……

　じーさんを見上げるあたしの横に、ガウリイが、ずいっ、と歩あゆみ出て、

「──なら、こっちからそっちへ行ってやってもいい──」

「却きや下つか。」

　じーさんからは目をそらさぬまま、あたしはガウリイの言葉をさえぎり、きっぱり言った。

　ガウリイは、相手をやや甘く見ているようだが──あたしは少し意見が違う。

　レッサー・デーモンやブラス・デーモンなどの下級魔族は、この世界にいる、自じ我がの乏とぼしい小動物などに、精アス神トラ世ル界・サ面イドから召しよう喚かんされた下級デーモンが憑ひよう依いして、その肉体を変形させるものである。

　ゾナゲインがさっきやってみせたのは、まずあたりから鼠たちを集め、それに、精アス神トラ世ル界・サ面イドから同時召喚したデーモンたちを憑依させ、レッサー・デーモンを一気に大量生産する、という大技。

　ちょいとウデのいい召喚術士でも一度に召喚できるデーモンの数は、よくて数匹──ということを考えれば、ゾナゲインのあの芸が、どれほどケタ外はずれなものかもわかるだろう。

　飛行呪文で屋根に登ることはたやすいが、空に浮いてるその間、こちらの自由度はかなり低くなる。もしも召喚術以外にも、ゾナゲインが隠かくし技わざを持っているなら、間違いなく、そこを狙ねらって攻撃してくる。

　そこであたしは、相手の方から下に降りてくるよう、カルく挑発してみたのだが──どうやらそれも、見み透すかされているようである。

　ならば──

「……どうした？　来てくれんのかな？」

「行かない」

　あざけりのことばをかけるゾナゲインに、あたしはきっぱり言い切った。

「……ふぅむ………来てくれんのか。

　それはさびしいのぅ……

　ま、別にわしは困こまらんがのぅ………」

　かわらず余よ裕ゆうの口ぶりで、

「しかし……それでは、お前さんがたの方が困るのではないかな？

　わしがその気になれば、この町にいる、すべての鼠や犬猫を、デーモンにしてやることもできるのだぞ」

「ふーん……じゃ、やれば。あたしはちっとも困んないから」

　あっさり答えたあたしのことばに、はじめてゾナゲインに、動どう揺ようの気け配はいが生まれた。

「……ふむ……

　わしのハッタリだと思うておるのか……？

　それともレッサー・デーモンなど、何百何千いようと敵ではない、とでも？」

「残念。どっちでもないわ」

　あたしは、指を一本、びっ！　と立て、

「あんたがこれからここで何をしよーとも、あたしたちは、無視してとっとと町出て行くから」

『……っなっ……!?』

　ガウリイとアリア、そしてゾナゲインまでもが声を上げていた。

「……ちょ……ちょっと待てぃっ！　それはどういう……!?」

　屋根の上でさわぐじーさんを無視して、あたしはきびすを返し、

「さ。ガウリイ。アリア。とっとと町出るわよ。

　じーさんが屋根の上で遊あそんでる間に、クリムゾン行って、その、なんとかって評ひよう議ぎ長ちようぶち倒すわよ」

　言ってすたすた歩き出す。

「こら待てっ！　待たぬなら……うー……

　待たぬなら、この町を破は壊かいしてもよいのだぞっ！」

「……何か言ってるぞ。あのじーさん」

「ほっときゃいーのよ。歳取ると、人間誰だれだってグチっぽくなるもんなんだから」

「……そーゆー問題なのか……？」

「けど……町を壊こわす、って言ってますよ」

「気にしないの。アリア。どーせ口だけなんだから」

　後ろなどふり向きもせずに言うあたし。

　むろん口から出まかせではない。根こん拠きよあっての発言である。

　あたしの挑発をあっさりかわしたあたりから考えても、ゾナゲインは絶対に、カッとなって突っ走るタイプの人間ではない。そしてあいつは最初に言った。あたしたちのお手並み拝はい見けん、と。

　ならば、あいつの本来の目的は、こちらの戦力の調ちよう査さ。あたしたちが背せを見せたからといって、腹はら立だちまぎれに町壊しまくるようなタイプの奴やつではない、ということである。

「ま……待てっ！　待てと言っておるにっ！

　いかんぞっ！　そういう無む責せき任にんな態たい度どはっ！

　これだから最近の若いもんは……」

　屋根の上でグチるじーさんを完全に無視して、あたしたち三人は、その場をあとにしたのだった。




「──さてと。

　それじゃあ聞かせてもらいましょうか。アリア。

　一体どういう事じ情じようがあるのかを……」

「……いや……事情説明するのはいいんですけど……なんでこんな場所で、なんですか？」

　声をひそめて問うあたしに、つられてアリアも声をひそめて問い返す。

　テルモード・シティを出てすぐの場所。

　あたしたちは街かい道どうを離はなれ、町のそばにある、さして大きくもない森の中へと入っていったのだった。

　あたしが足を止め、アリアにそう聞いたのは、森のやや奥に入ったところでのことだった。

「──決まってるじゃない。

　さっきのあの様よう子すだと、ゾナゲインとかってあのじーさん、屋根から降りたら、あたしたち追っかけて来そうな雰ふん囲い気きだったから。

　とーぜんそーなると、クリムゾンへ向かう街道のほう探すでしょーから、あたしたちがまっ正直にそっちに向かえば、見つかるのは時間の問題よ。

　かといって、『やっぱしクリムゾンには行かない』なんて言うわけにもいかないでしょーが。

　だから。

　とりあえず、このあたりに身をひそめて、じーさん先にやり過ごして、ついでに事情聞いてから、あとからゆっくり向かう、って寸すん法ぽうよ」

　言ってあたしは、マントを敷しき物ものかわりにして、草の上に腰を下ろす。
















「あ……なるほど……」

「……けどよリナ、あのじーさんが追っかけて来なかったら、これって、単に時間のムダになるんじゃあ……？」

　うなずくアリア。突っ込むガウリイ。

「……ンじゃ聞くけどガウリイ。

　時間のムダになるかもしれないから、って今すぐクリムゾンに向かって、あのじーさんに、レッサー・デーモン際さい限げんなくけしかけられる方がいいわけ？」

「い……いやそれは……」

「でしょ？

　──と、ゆーわけで。

　説明してもらいましょうか。アリア。

　あなたがクリムゾンに行かなくちゃあいけない理由。

　そして、ゾナゲインとやらが、あなたをマークしていた理由を」

「……ええ……」

　彼女もあたしと同じように、マントを下に敷き、腰を下ろす。

　しばし、何か考え込むかのように、黙だまって下を向いていたが、やがて顔を上げると、きっぱりとした口調で言った。

「姉さんを──助けなきゃあいけないんです」




　姉の名は──ベルといった。

　気だてのいい美人で、アリアにとっては自じ慢まんの姉だった。

　やがてベルにも恋人ができ、二人は幸せな結けつ婚こんをするはずだった。

　これで、『二人は結婚し、末すえ永ながく幸せに暮くらしました』となれば、おとぎ話の世界なのだが、不幸にも現実とゆー奴は、それほど素す直なおにできてはいなかったらしい。

　そんなベルを見み初そめて、いきなり言いい寄よってきたのが、やもめ暮らしをやっていた魔道士協会評議長のカイラスだった。

　カイラスは、政治的手しゆ腕わんには長たけており、協会の運営能力や、魔道士としての実じつ績せきは、たしかに高かったのだが、人間として評価するなら、決して及きゆう第だい点てんのつけられる男ではなかった。

　実際、魔道士たちからの評価は高いが人じん望ぼうは薄うすく、一度結婚したものの、女によう房ぼうに逃げられているとか。

　しかも当時、ベルが十九歳に対して、カイラスはすでに四し十じゆう過ぎ。この条じよう件けんで、ベルがカイラスになびくわけはない。

　しかしそれでもカイラスは、しつこくベルに言い寄り続けた。

　ベルは、もう婚こん約やく者しやがいるから、と断ことわったのだが──

　その婚約者が、おかしな事故で死んだのは、そんな時のことだった。

　町の人々は噂した。カイラスが、ベルを手に入れるために、事故に見せかけて、その婚約者を殺したのではないだろうか、と。

　噂の真相は、むろん誰にもわからない。

　しかし、そんな噂のある男に、ベルが好感を持つはずもない。

　誰もが、そう思った。

　だが──




「……姉さんがカイラスと結婚したのは、それからしばらくのことでした……」

　うつむいて、アリアはぽつりとそう言った。

　あまりここらへんの話は触ふれたくないのか、彼女はとぎれとぎれに、おおざっぱに話を進めていた。

「理由を聞いたけど……答えてくれませんでした……困こまったような顔をして……

　……それからは、あまり姉さんとは会わなくなったんですけど……

　噂で聞いたかぎりじゃあ、おせじにも幸せとは思えませんでした……」

　──そりゃそーだろう。

　黙だまって話を聞きながら、心の中でつぶやくあたし。

　ベルさんとやらが、何を考えてカイラスとやらと結婚したのかは知らない。ひょっとしたら、何かの間ま違ちがいで、カイラスに惚ほれてしまった、という可能性も、皆かい無むではないのだが……

　どうも話を聞いていると、カイラスというその男、気に入ったものは欲ほしがるが、手に入ってしまったものには興きよう味みをなくす、という、世の中によくいるタイプの奴のようである。

　たとえ結婚の動機がなんであれ、ンな奴といっしょになって、幸せな生活が送れるわけはない。

「……わたしもクリムゾンの協会で、いろいろ研究してたんですけど……ある日、協会に行こうと思ってたところに、使いのひとが来て……

　姉さんからの呼び出しでした。今すぐ会いたい、って。

　そんなこと、今までありませんでしたから、あわてて行ってみたんですけど……

　……そこで、姉さんから聞かされたんです……」

「──カイラスが、反乱起こそうとしてる、って？」

　あたしの問いに、アリアはこっくりうなずいた。

「たぶん、協会のみんなを巻まき込こむつもりだ。あなたは逃げて、このことを、ほかの町の協会に伝つたえてくれ、って……

　クリムゾンからいちばん近くて、大きな協会のある町、っていったら、すこし前まではサイラーグだったんですけど……

　サイラーグの町は、二年くらい前に、原因不明の壊かい滅めつをしてますし……」

『[image: ]っ……!?』

　アリアのことばに、思わず呻うめくあたしとガウリイ。

「？　……何か？」

「あ。いや。なんでもないなんでもない」

　実を言うと、そのサイラーグ壊滅事件に、あたしやガウリイも、きっちり関かかわっていたりするのだが……

　……うーむ……そー言えば、ことのいきさつの正式報告書、魔道士協会にまだ提てい出しゆつしてなかったっけ……

　ま……まあ、それはそのうち、とゆーことにして……

「……そーすると、その次に近かったのが、このテルモード・シティ、ってこと？」

　こちらの事じ情じようはさておいて、あたしはアリアに話の先を促うながす。

「はい……というか、ひょっとしたら、もっと近い場所に、協会のある町もあったのかもしれませんけど……

　わたしが確実に道を知っていて、間違いなく協会のある町、っていうと、ここしかなかったんです」

「なるほど……」

　たしかに、行ったこともないよーな町に向かって、途中で道に迷まよったり、目をつけた町に行ってみると協会がなかった、などとゆー展開は、シャレにならんわな。この場合。

「けど……わたしがこの町に着いてそれを知らせるより、先に……カイラスが動いたようなんです……

　この町になんとかたどり着いて、協会にことの次し第だいを報告して……

　カイラスが反乱を起こし、領ロ主ードを暗殺したこと。国王軍が動きはじめたことを知ったのは、その翌よく日じつのことでした……」

　彼女は、小さな小さなため息ひとつ。

「……町は完全に、カイラスの支配下にあるそうです……

　けど……カイラスがどれだけの力をたくわえているのかは知りませんけど……国王軍まで動いたからには、たぶん、町の鎮圧は時間の問題だと思うんです……

　でも、そうなったら、きっと姉さんも巻き込まれる……」

「……なるほど……ね。

　それで、国王軍より先にクリムゾンへ行って、なんとかしたい、と」

「……ええ……

　もちろん、一人でもそれができるならやりますけど……

　……わたしも、すこしくらいは攻撃呪文も使えますけど……使えないよりマシ、程度のものですし、それに今まで、戦いの経けい験けん、っていうものがなくって……」

　たしかに彼女、さっき、レッサー・デーモンたちとあたしたちとが戦っている間も、どうしてよいかわからずに、おろおろしているだけだった。

　そこそこ戦えるようになるのは、それなりの経験と、度ど胸きよう、というか、ふっ切りのようなものが必要なのだが、アリアはどうやらそのどちらも、まだ持ち合わせていないようである。

「……で、あなたをクリムゾンまで連れていってくれそうな人間が来るのを待ってて──

　あたしたちがそこに来た、と」

「虫のいいお願いだ、ということはわかってます。

　足手まといになることも、わたしがクリムゾンに行ったからって、どうにかなるものでもない、っていうことも。

　……けど……」

　言って、ことばを詰つまらせる。

「──それでも──お姉ねえさんを助けてあげたい──と──」

　あたしのことばに、アリアは無言でこっくりうなずいた。

　うーむ……なるほどー。

　あたしにも、郷く里にに姉ちゃんいるのだが、はっきし言って、そっちの方は、あたしをはるかにぶっちぎって強い。たとえ少々──いや、かなりのおーごとがあったとしても、笑って切り抜けるよーなひとである。

　それゆえに、正直言って、『姉を心配するキモチ』なんぞとゆーのは、ちっとも理わ解からんのだが……

「……ま……たしかに……」

　あたしは、ぽりぽりとうしろあたまを搔かきながら、

「今の話聞いてると、そのカイラスって奴、直接どつき倒したくなってきたわね。

　──けど──よ」

「……けど？」

　不安げな顔で問うアリアに、あたしはウインク送りつつ、

「あたし、そのカイラスって奴の顔知んないから、知ってる誰かに教えてもらわなくちゃ、ね」

「──それじゃあ──!?」

「行きましょ。いっしょに、クリムゾンに」

「──ありがとうございますっ！　リナさんっ！」

「リナ、でいいわよ。

　それじゃあ、もーちょっとしたら出発しましょーか」

「ええ！」

　言って、彼女はにっこりほほえんだ。

　──しかし、彼女は気づいているのだろうか。

　なぜゾナゲインが、彼女をマークしていたのか、という話題を、あたしが結局持ち出さなかったことに。

　カイラスは、アリアが町を出たことには気づいただろう。

　しかし、テルモードにいることは、たぶん知らないはず。

　にもかかわらず、ゾナゲインは来た。この町に。

　……むろんカイラスが、あちこちの町に手て駒ごまを送り込んだ、という可能性もあるが。

　だが、妙なのは、ゾナゲインの目的が、アリアの捕ほ獲かくや抹まつ殺さつではなく、彼女が目をつけた魔道士──つまりあたしたちの実力調べだった、ということである。

　実際町での戦いの時、レッサー・デーモンたちは、退ったアリアには見向きさえしなかったのだ。

　……どうやらこの事件には、まだ裏がありそうだった……




　当初、旅は、思ったより順調に進んだ。

　行く先々の村や町で話を聞くかぎり、やはりあたしの思おも惑わく通り、ゾナゲインのじーさんは、とっとと先に進んでいるようである。

　いやぁ。思わず大笑い。

　──と、言いたいところではあるが……

　だからといって、このまま永遠に、ゾナゲインと戦わずにすむわけもない。へたをすれば、敵の戦力層が一番厚あついクリムゾンでご対たい面めん、というパターンにもなりかねない。

　それに、マイナス要よう素そがもう一つ。

　テルモードを出て二日目くらいに、町で仕入れた情報によれば、国王軍の先せん鋒ぽう隊たいおよそ二百が、すでに通ったあとだとか。

　……まあ、たった二百で、クリムゾンに攻め込むとは思わないが、こちらものんびりしていられない、ということだけは確かである。

　そして──

「……やっぱり、そう毎日毎日順調な旅、ってわけにはいかないみてーだな」

　言ってガウリイが足を止めたのは、出発して四日目──

　森の中ゆく街かい道どうを、進んでいた時のことである。

「……え……？」

　つられて足を止めながら、いぶかしげな視線をガウリイに向けるアリア。

「つまり──お客さんが来た、ってわけよ。

　……気配を消すのはヘタみたいね」

「……こういうことには慣なれておらんからな」

　森の中から、あたしのことばに応こたえたのは、予想通りの声だった。

　生おい茂しげる緑の連つらなりを、かさ、とも揺ゆらさず、木々の間にわだかまる闇から浮かび出てきたのは、テルモードの町で出会った、黒ずくめ姿。

「やー。ごくろーさんだったわねー。ゾナゲインさん。

　あたしたちが、テルモードの町、出てすぐのところの森でひと休みしてたのに、ぜんっぜん気づかないで、ずいぶん先に行っちゃってたみたいだけど」

「なぁに。こうして会えたのだから、よしとするて」

　ナメた口調であたしの飛ばした挑発を、しかし今回もあっさり受け流す。

　やっぱしこいつ、それほどバカではなさそうである。

　この地点を、待まち伏ぶせの場所に選んだ、というのも、なかなか的てき確かくな判はん断だんである。

　森の中──

　身を隠す場所が多く、待ち伏せには最適、ということももちろんあるが、それ以上に、この場所は、ゾナゲインにとっては有利に働く。

　生い茂る木々。ひろがる大自然。

　当然、森の中には、小動物が無数に生せい息そくしている。

　それらすべてがゾナゲインにとっては、レッサー・デーモン量産の原料となりうるのだ。

　──だが──

　この場所、この条件。実は、あたしにとっても、決して不利なわけではない。

「……そーするとやっぱし、自分の力に自信ないから、今回も、レッサー・デーモンぽこぽこ呼び出して、あたしたちにけしかけるつもり？」

　またまた挑発するあたし。

　おそらくゾナゲインは、今度もあたしの挑発受け流し、レッサー・デーモンを呼ぼうとするだろう。

　その経けい過かのタイム・ラグを利用して、大技で一気に吹っ飛ばす！

　──しかし。

「いやいや。ご期待のところ申し訳ないが、あれは今回なしじゃ」

　ゾナゲインのひとことが、あたしの計算を、いともあっさりご破は算さんにした。

「町での戦いを見たところでは、お前さんたちにレッサー・デーモンなど、けしかけたところで、単なるいやがらせにしかならんようじゃからのぅ。

　……わしはまあ、それはそれでもかまわんのじゃが……

　そんなものを数出しても、戦いの邪じや魔まになるだけだ、なんぞと連れに言われての……」

「連れ──？」

　眉まゆをひそめて問うあたし。

「おうとも。

　紹介しよう。

　──これ。隠れておらんで出て来んか。グライモア」

　じーさんが言ったそのとたん。

　ぞわりっ。

　凍いてつくような殺気は、あたしたちの後ろに生まれた。

　──なっ……!?

　あわてて後ろをふり向けば──

　そこには、やはり同じく緑の連つらなり……

　──いや。

　木この葉が織おり成なす闇の中、何かが動いているのが見える。

　そしてほどなく。

　それは、足音ひとつ立てることなく、木こ陰かげから、昼の陽ひの下へと姿を現していた。

「蜥リ蜴ザー人ド間マン!?」

　アリアが思わず声を上げていた。

　たしかに──

　全身を覆おおう、枯かれ葉はの色した鱗うろこ。長々と伸のびた尻しつ尾ぽ。

　それらはすべて、リザードマンの特徴である。

　しかし──

　このグライモアとかいう奴、たとえ見た目がそのまんまリザードマンだとしても、並のリザードマンでないことだけは確実である。

　なにしろゾナゲインは、自分の呼び出す、ダース単位のレッサー・デーモンより、こいつ一人の方を頼たよりにしているのだから。

　現にこのグライモア、あたしたちの後ろに潜ひそみながら、全くその気配を感じさせなかったのだ。

「さてと……グライモアよ。お前はどちらと戦いたいかの？」

「剣士だ」

　ゾナゲインの問いかけに、淡たん々たんとした口調で答えるグライモア。

　瞬間──

　しゃぅっ！

　グライモアの両手の爪が、音を立てて伸びる。

　合計十本。長さはまちまち。長いものなら、ロング・ソードほどの長さで、短いものなら短ダ剣ガー程度。

　これが──こいつの武器か。

　あたしはゆっくりと、ゾナゲインの方に向きなおる。

「……なるほど。

　なら当然、わしの相手はお嬢じようちゃんか」

「そーいうことになるわね。

　……って、それはいいけど、人と話する時には、せめて相手に顔くらい見せるもんよ」

「おうおう。これは気づかんかったの」

　応こたえてゾナゲインは、むぞうさに、伏ふせていた顔を上げる。

「──へぇ」

　フードの下のその顔に、あたしは思わず、小さく声を上げていた。

「ふつーの顔してんのね」

「人間の顔をしとらんとでも思うたか？」

　黒いフードのその下で、白い髭ひげをたくわえた、老人の顔が苦く笑しようする。

　こいつってひょっとして、若い時は、けっこーハンサムだったんじゃあないだろーか。

「……ま、ちょっと、そーゆー展開期待してたけど……」

「残念じゃったな。期待にそえずに。

　……もっとも、別におぬしの期待に応えるために出てきたわけじゃあないんじゃがの」

「なるほど。そりゃそーね」

「さてと──話は尽つきそうにないが……

　そろそろ──始めるとするか」

「オーケイっ！」

　言ってあたしは、腰のショート・ソードを引き抜くと、口の中で呪文を唱えつつ、ゾナゲインに向かって突っ込んでゆく。

　同時に、後ろむきで森の中へと退ってゆくゾナゲイン。

　両手はかわらずマントの下。剣などのたぐいを取り出す様子はないが、油断は禁きん物もつ。いきなりマントの下から投げナイフが飛んでくる、などという可能性もあるのだ。

　ゾナゲインはあいもかわらず、後ろ向きのまま、あたしと一定の距きよ離りを置いて退さがってゆく。

　しかし──あたしはいつまでも、こんな追いかけっこを続けるつもりはないっ！

「氷フリーのズ・矢アロー！」

　完成した呪文を、ゾナゲインに向かって解き放つ！

　十数本の冷気の矢を飛ばす術で、一撃必殺の威い力りよくはないが、当たれば、うまくすれば相手は行動不能。そうでなくてもその行動力を、かなり殺そぐことができる。

　降り来る十数本の冷気の矢を、ゾナゲインは、木こ立だちを盾たてに、あっさりかわす。

　うーむ。やっぱしそうなったか。

　障しよう害がい物ぶつが多い森の中で、このタイプの術が当たりにくいのは先せん刻こく承しよう知ち。当たればラッキー、くらいのつもりでぶっ放した一撃である。

　──このまま数回、氷フリーのズ・矢アローで単調な攻撃をくり返し、ゾナゲインがあたしのことを、単なる力押しタイプの奴だと思いこみ、油断したところで勝負をかける、というのがあたしの作戦である。

　氷ヴア窟ン・蔦レイル──地を、壁かべを這はう氷の蔦つたで相手をからめ取り、凍こおらせる術で動きを止めて、そこに大技一発ぶちかまして仕し留とめるっ！

　とりあえず、次のフェイント用に、あたしは口の中で、氷フリーのズ・矢アローの呪文を唱え──

「氷ヴア窟ン・蔦レイル」

　木々の間に響ひびいたのは、ゾナゲインの声だった。

　ぅなにっ!?

　きぅんっ！

　ゾナゲインのいるその場所から、凍いてつく音さえ立てながら、氷の蔦が四し方ほうに伸びる。

　そしてもちろん──こちらにもっ！

　まずいっ！　先にやられたっ！

　あわてて大きく後ろに跳とぶが、氷の蔦はまだひろがりつつある。

　おにょれぃっ！

　あたしは手にしたショート・ソードを、さんっ！　と、地面につき立てた。

　氷の蔦が、ショート・ソードをからめ取る。生まれた一瞬のタイム・ラグのその間に、あたしはくるりときびすをかえし、ダッシュでその場を離れてゆく。

　森を抜け、やってきたのはもとの場所。そこではすでに、ガウリイと、グライモアとの戦いが展開していた。

　ぎっ！　ぎゅんっ！　ぎぃんっ！

　たてつづけに上がる金属音。

　防ぼう戦せんに回っているのは──ガウリイの方だった。

　見たかぎり、技はガウリイの方が上なのだが──グライモアの得え物ものは、長短長さの違う爪つめ十本。

　それが、一見ほとんどでたらめのような動きで、ばらばらに波は状じよう攻撃をしかけてくるのだ。

　ガウリイは、それらを捌さばくので手一杯。攻撃に移るチャンスを摑つかめないでいる。

　彼が間合いを取ろうとすれば、グライモアは踏ふみ込こみ、自分の一番有利な間合いを取っている。

　ガウリイの手にした剣は、素す性じようはよくわからないのだがかなりの力を持つ魔力剣。くわえて彼のウデがあれば、あんな爪、斬きり落とすことなど簡単そうに思えるのだが……

　グライモアが一歩踏み込み──

　ひゅんっ！

　風を裂さく音があたりに響いた。

　尻しつ尾ぽ！

　グライモアの長い尻尾が、ガウリイの足もとを狙ねらってうねる！

　しかし──

　その瞬間を狙って、ガウリイが後ろに退る！

　不安定な状態のグライモアは動けない。

　ガウリイの剣が閃ひらめく。

　ぎゅがぎぃんっ！

　一撃を受けた、グライモアの爪数本が、たまらずへし折れ、宙に飛ぶ！

　チャンス！

　あたしが思ったその時。しかしガウリイは、一歩退って間合いを外す。

　そして──

　しゅんっ。

　へし折れたグライモアの爪が、ふたたびもとの長さに伸びる。

　……なるほど……

　こりゃめんどーな相手だわ……

　呪文で援えん護ご、といきたいが、へたをすればガウリイもいっしょに巻き込むし、それに何より──

　ゾナゲインのじーさんが、それを許すとも思えない。

　現に気配は、あたしのすぐ後ろまで迫せまって来ていた。

　おーしっ！

「氷ヴア窟ン・蔦レイル！」

　相手の姿も確たしかめず、ふり向きざまに、あたしは近くの木の幹みきに手をついて、退りながら唱えた呪文をぶちかます！

　伸びゆく氷の蔦が、木の幹を、大地を、草を凍てつかせる。

　しかし──

　ふり向いたあたしの視界の中に、ゾナゲインの姿はない。

　にもかかわらず。

　気配だけは、依い然ぜんとそこに存在している。

　──どこだっ!?

　あたしはあわてて気配を探さぐり──

「──上っ!?」

　ふりあおいだその先、天に向かって伸びゆく木々のその間、高みに浮かんだ黒い影！

「氷フリーのズ・矢アロー」

　今度は逆にゾナゲインが、あたしに向かって冷気の矢を解き放つ！

「火フア炎イア・球ボール！」




　ぐごぉんっ！




　声と同時に飛び来た火球が、氷の矢とぶつかり、炸さく裂れつ。赤い炎をまき散らす！

　今の術は──アリア!?

　はじけた炎は木々の葉を焦がし、高みのゾナゲインをあぶる。

「ぐぅっ!?」

　炎の向こうで聞こえる苦鳴。

　おっしゃぁっ！　今だっ！

　あたしはいそぎ、呪文を唱え──

「青ブラ魔ム・烈ブ弾レイ波ザー！」

　呪文を唱えて炎の中へと解き放つ！

　ゾナゲインの姿は、炎のせいで見えないが、逃げる場所などどこにもないはずっ！

　蒼あおい光が炎を貫つらぬき──しかし、なんの手ごたえもなし。

　外れた!?

「氷フリーのズ・矢アロー！」

　ゾナゲインの声は、別の場所から聞こえた。

　いつの間にっ!?

　反射的に、近くの木の幹に身を隠すあたし。

　しかし──

「あぅっ!?」

　上がった悲鳴はアリアのものだった。

　──しまった！

　見れば、すこし離れた場所にいたアリアが膝ひざを折おり、地面にしゃがみ込んでいる。

　氷フリーのズ・矢アローに直撃されたか、その左足の、むこうずねから下のあたりが、霜しもを吹く氷に覆おおわれている。

　そしてそこからやや離れた、やはり森の端にゾナゲインの姿。

　こいつ、いつの間にどーやって移動した!?

　浮レビテ遊ーシヨンの術なら、もう少し移動に時間がかかるはずだが──

「森の中で火フア炎イア・球ボールとは──乱暴じゃのぅ」

　言いながら、ゾナゲインは、ゆっくりと、アリアの方に歩みよる。

　風に流れる小さな声は、まず間違いなく、ゾナゲインの呪文詠えい唱しよう。

　──まずいっ！　アリアを先に叩たたくつもりかっ!?

　彼女を見捨てるわけにはいかないが、今から呪文を唱えていては間に合わない！

　突っ込んで牽けん制せいしようにも、剣は森の中で氷づけ。

　となれば──

「青ブラ魔ム・烈ブ弾レイ波ザー！」

　ごぅんっ！

　唐とう突とつに。

　全くの唐突に、飛び来た蒼い光の衝撃波が、ゾナゲインの体を吹っ飛ばす。

「──っ!?」

　盛せい大だいに地面を転ころがって、それでもなんとか身を起こすゾナゲイン。

　憎ぞう悪おの色を含ふくんだ視線の向いた、その先には──

「いけねーな。じーさん。

　美人に優しくする、ってのは男の義ぎ務むだぜ」

　見知らぬ顔の男が一人。

　キザったらしいポーズを取って、ゾナゲインを眺ながめていたりする。

「……くっ……！」

　あたしと男を交こう互ごに眺め、さすがに不利を悟ったか、

「──グライモア！　退くぞっ！」

　ゾナゲインは声をはり上げた。




　ぎぃんっ！

　爪と刃が交こう錯さくする。

「──くっ!?」

　押し負けたか、はたまたバランスを崩くずしたか、相手に背を向けるように倒れ込んだのは、ガウリイの方だった。

　グライモアが爪をふり上げる。

　しかし──

「──グライモア！　退くぞっ！」

　ゾナゲインの声が響いたのは、この時だった。

　わずかに。

　グライモアの動きにとまどいの色が浮かんだ。

　瞬間、ガウリイは身をひねりざま、右手の剣で、グライモア目がけて斬り上げた！

　ぎんっ！

　だが、相手も甘くない。不安定な状態で放った一撃は、あっさりと、グライモアの右手の爪で受けられる。

　が──

　剣を振った、その勢いを利用して、ガウリイはさらに身をひねる。

　その左手が一いつ閃せんした！

「がっ!?」

　小さな悲鳴を上げてのけぞるグライモア。

　そのまま、どうっ、と、あおむけに地面に転がり、動かなくなる。

　その眉み間けんには、細く長い、針のようなものが突き立っていた。

　ほかでもない。

　さきほどガウリイにへし折られた、グライモア自身の爪だった。

　ガウリイは、倒れた時に、地面に落ちた爪を左手で拾い上げ、剣で牽けん制せいしておいて、その爪を投げ放ったのである。

　……狙ってやったのか、たまたまなのかは知らないが……

「…………」

　グライモアの絶ぜつ命めいを悟ると同時に、ゾナゲインは、無言のまま、森の中へと飛び込み、姿を消した。

　──ついでに仕留めてやりたいところだが、むやみな深追いはケガのもと。それに今は、アリアも心配である。

　あたしはアリアに駆け寄ると、氷フリーのズ・矢アローを受けた部分をたしかめる。

　幸い、ブーツとズボンのおかげで、それほど深しん刻こくな状態ではないが、とりあえず、ほったらかしにしておいてよい状況でもない。

「まずは……足、暖あたためなくちゃね……」

「おい、大丈夫か？」

　心配そうに声をかけてくる知らない男に、あたしは顔を向けた。

「──とりあえず手て当あてが先よ。

　あんたの自己紹介は──あとで聞くわ」




「ディラール、ってんだ。俺は、よ」

　たき火の中に、薪まきを一本ほうり込み、男はそう名な乗のった。

　とりあえず、そこいらの木ぎれ集めてたき火をおこし、それでアリアの足を暖めはじめ、ようやっとひと落ち着きした頃のことである。

　男は──としの頃なら二は十た歳ち過ぎ。黒い髪に黒い服。やや瘦やせぎすの男だった。

　……もーちょっと小ざっぱりした格かつ好こうをしていれば、ちょっとしたハンサムで通るかもしれないが、まばらに伸びた無ぶ精しようヒゲと、ヨレた服とがだらしない。

「……あの……さっきはありがとうございました」

　冷えた足をたき火で暖めながら、アリアは、ディラールに、ぺこりっ、と軽く頭を下げた。

　彼はぱたぱた手を振りながら、

「なーに。いいっていいって。

　ああいう場面に出くわしたら、美人を助けるってのが男の義務さ」

　カルい口調で言い放つ。

「ところで、きみの名前は？」

「アリア、っていいます」

「そっちの二人は、付き人？」

「……おい……」

　思わずジト目で突っ込むあたし。

「そんなところです」

「こらっ！」

「……と……というのは冗じよう談だんで……」

　あたしの剣けん幕まくに、アリアはあわててぱたぱた手を振って、

「手を貸してもらってるんです……わたしが、クリムゾンに向かうのを」

「クリムゾン!?」

　彼女のことばに、ディラールは目をかっ開いて、

「それじゃあ──ひょっとして、きみも協会の要請でクリムゾンへ？」

「きみもヽ──ってことは、あなたもそうなわけ!?」

　横から口をはさんだあたしに、彼は、じろりっ、と目を向けて、

「……言っとくけどな……美人と美男の会話に割って入らないよう気をつけるのは、そうでない人間の義務だぞ」

「なにぃぃぃぃぃっ!?」

「あああっ！　リナっ！　落ち着けっ！」

　思わず叫さけんで暴あばれかけるあたしを、あわてて抑おさえに入るガウリイ。

「あ。ご紹介します。

　こちら、リナ＝インバースさんとガウリイさんです」

　アリアが、笑顔であたしたちを紹介したその瞬間。




　ずざざざざざざざっ！




　ごっつい音立て、ディラールは大きく後ろに退る。

　完全に腰の引けたポーズのままで、あたしの方に目をやりながら、

「……リ……リヽナヽ……イヽンヽバヽーヽスヽ……

　いや、リナ＝インバースさヽんヽ……？」

「……そーよ……」

「あヽのヽリナ＝インバースさんですかっ!?」

「……『あの』ってのがまたまた引っかかるけど……たぶんそのリナ＝インバースよ」

「ひぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ！」

　ジト目であたしが答えたとたん、ディラールは、がばっ！　と手をついて、

「申し訳わけありませんっ！　知らぬこととは言え、数々の無礼な言動っ！　どーかお許ゆるしくださいっ！　命だけはっ！

　路銀、全部さし出しますからっ！」

「こら待てぃっ！」

　あたしに関かんするどーゆー噂を聞いとるんじゃっ!?　こいつはっ!?

「……あ……あの……ディラールさん。

　そんなにおびえなくても大丈夫です。

　噂ほどヒドいひとじゃあありませんから……」

　困った顔で言うアリア。どーでもいいが、あまりフォローになってない。

　ディラールは、わさわさわさっ、と四つんばいのままアリアに近づくと、わしっ！　とその両肩に手をかけて、真ま面じ目めな口調でひそひそと、

「……駄だ目めだよアリアちゃん。どんな事情があるか知らないけど、こんな人たちとつき合っちゃあ。

　リナ＝インバースが感う染つったらどうするんだい？」

「うつるかぁぁぁぁぁっ！」

「ああっ！　聞こえてたっ！」

　あたしのツッコミに、ふたたび走って離れるディラール。

　……こ……こいつはーっ……

「まあまあ。そう心配するなって。オレなんかもずいぶん、こいつといっしょに旅してるけど……」

　ガウリイは、陽気な口調でそう言って──

　そこでしばし、沈ちん黙もくした。

　ややあって。

　彼は、頭をぽりぽり搔かきながら、

「……いや……なんでもない……」

「沈しずんだ口調で言うなぁぁぁぁぁっ！

　そいじゃあまるで、あたしといっしょに旅してて、ロクな目に遭あわなかったみたいじゃないのっ!?」

「……聞くけどリナ……お前と旅してて、オレがいい目に遭ったことってあったか……？」

　……[image: ]っ……

　そーいえば……いや、けどでも……

「……ま……まあ、とにかく、よ」

　あたしは、ついっ、と視線をそらし、アリアの方に目を向けて、

「……アリアがちょっと、わけありでね……

　で、どーしてもクリムゾンに行かなくっちゃなんない、ってことになってるのよ」

「わけあり？」

「……ええ……」

　ディラールの問いに、アリアはふたたび、ぽつり、ぽつりと事情の説明をはじめた。




「……ふぅん……なるほどなー……」

　アリアの説明が終わったそのあと。

　いつの間にやら、またまたたき火のそばに寄ってきたディラールは、親指で、自分のあご先搔きながら、

「──けどよ、アリアちゃん。

　クリムゾンに向かうなら、一つ忠ちゆう告こくしといてやるよ。

　このまま街道ぞいに行くのはやめといた方がいいぜ」

「え？　どうして──ですか？」

「……ま、大体想像つくと思うけどよ、俺も一応魔道士でな。

　やっぱり協会の要よう請せいで、クリムゾンに向かってたんだよ。

　……駄だ賃ちんはスズメの涙なみだだけどよ、金欠だったし、協会の要請じゃあ、聞いといた方が得だからな。

　ところが──だ。

　ここから半日ほど行った先で、国王軍が居い座すわっててな。

　……なんでも、レッサー・デーモンやブラス・デーモンにゲリラ戦しかけられて、足止めされちまってるらしい」

　デーモンの攻撃!?

　ディラールのことばに、思わず眉まゆをひそめるあたし。

　ゾナゲインの仕し業わざ、と連想したくなるところだが、あいつはあたしたちを探し回っていたはずである。

　となれば──

　あいつと同等以上の能ち力からを持った相手が、カイラスの陣じん営えいにはいる、と考えた方がいいだろう。

　……どうやら国王軍も、楽勝、というわけにはいかなさそうである。

　などと思ったりするそのうちにも、ディラールはかまわず話を続ける。

「そこで、だ。連中、デーモンに対抗するために、お上かみの威い光こうカサに着やがって、通りかかった魔道士、片っ端から徴ちよう用ようしてやがるんだよ。

　しかもタダで、だぜ。

　俺も徴用されそうになったんだけどよ。えらそぶった、頭のおカタい軍人さんにコキ使われるなんざ冗じよう談だんじゃねえ。

　で、とっとととんずらこいて──

　こうしてあんたらに出会った、ってわけだ。

　……国王軍より先に行かなきゃならねえのなら、その国王軍に徴用されるわけにはいかねえだろ。

　だから、街道を行くのはやめた方がいいぜ」

　なるほど……それは確かに……

「……とは言っても、よ。

　この街道使わず迂う回かいとかしてたら、かなり遠回りになるわよ。

　クリムゾンまで着くのに、それこそ何日かかるか……」

　言って腕うでを組むあたし。

　国王軍に徴用されるのをいやがって遠回りをして、クリムゾンに着いたのは、すべて終わったあと──などということになったら意味がない。

「……ひょっとしたら……」

　ややあって。

　ぽつり、とそう言ったのはアリアだった。

「ひょっとしたら──なんとかなるかもしれません」








　　　二、ほれ進め！　目ざすは魔道士協会だ！









　クリムゾン・タウン──

　今まで実際に行ったことはなかったが、話に聞いたことはある。

　もともとは、大きな湖に浮かぶ無数の小島を、橋やなんぞでつないでて、それがいつの間にやら大きくなった町らしい。

　縦横に無数の運河が走り、主要な交通は、その運河に浮かぶ小舟の群むれ。

　町に建ち並ぶ建物は、すべて白に塗ぬられている。

　話を聞くからに、いかにも観光名所、といった場所だが──

　以前から、あたしには、どうしても解とけぬ疑問が一つあった。

　すなわち。

　それでなんで、町の名前が『紅クリムゾン』なのか、とゆーことだった。
















　しかし──

「……なるほど……それで『紅クリムゾン』ね」

　その日。

　山の上から、遠くに町を見下ろしたその瞬しゆん間かん、あたしの疑問はきれいに氷ひよう解かいしたのだった。

　時刻は夕方。ちょうどまさに、山の端はに夕ゆう陽ひが沈しずむ頃ころ。

　オレンジ色の陽を受けて、運河の水面が紅色にきらめき、すべての建物が、燃えるようなあざやかな紅くれないに色づく。

　なるほどたしかにこれならば、クリムゾン・タウンと呼ぶにふさわしい。

「ここを……少し下ったあたりです」

　後ろのしげみをかき分けて、出てきたアリアが口をひらいた。

　──一いつ旦たん山に登って水路を使う──

　それが、彼女の提案だった。

　街道をそれ、横道に入り、一見何の関係もなさそうな山に登れば、国王軍に出会うことなく、クリムゾンへの水源近くに出る、というのがアリアの説明だった。

　……正直、水路を使う、なんぞという案は、国王軍やカイラスたちも思いつくんじゃあないか、と思っていたりもしたのだが、実際ここに着くまでに、国王軍にも敵にも全然会わなかった。

　クリムゾンは、もともと湖だけあって、いくつかの水源を持っている。

　そのうちの一番大きなものが、この山を通るもので、なんでもアリアは、小さい頃には、姉さんといっしょに、よくこの水源まで『探険』をしたという。

　……それがこういう形で役に立つとは……ラッキーというかアンラッキーというか……

「それじゃ……早速行こうかい」

　言いながら、ディラールは、なれなれしくアリアの肩に手をまわしたりする。

　そう。

　なんのかんのと言いながら、結局のところこの男も、あたしたち一同について来ることになったのである。

　一旦協会からの依い頼らいを受けた以上、反ほ古ごにすることはできないが、国王軍が待っている、街道ぞいに行くこともできない。

　ならば残った選せん択たく肢しは、あたしたちとともに行くことのみ──

　……と、いうのがディラール自身の説明だったが、あたしが見る限りでは、アリアにちょっかいかけたいがため、という以外に見えなかったりするのだが……

「……あ……あの……ディラールさん……」

「ん？　ああ。

　ふっ。こわいのかい？　アリアちゃん？」

「嫌いやがっとるんじゃぁぁぁっ！」

　ごげっ！

　あたしの靴くつ底ぞこが、ディラールの顔面を踏ふみ倒す。

「……ったく……

　だめよ。アリア。こーゆーテの奴やつは、いやならいや、って、はっきりしないと、どんどんつけ上がるから」

「……は……はあ……」

　あたしの親切な忠告にあいまいにうなずくアリア。

「……あたたた……あんたは……ちょっとはっきりしすぎだと思うんだが……」

「それがあたしのいいところっ！」

「………………」

　きっぱり言ったあたしのことばに、ディラールは、ヤな顔をしたまま沈ちん黙もくした。

「ま、とにかくアリア、その『水源』とかに案内して」

「わかりました」

　あたしのことばにうなずいて、アリアは先頭きってしげみを分け進む。

　しばし歩み行くそのうちに、どこからともなく聞こえる水音。

「──ここです」

　アリアが足を止めたのは、そこからさらにしばらく歩いたあたりのことだった。

「……ここです……って……」

　ガウリイは、困った顔であたりを見回し、

「……滝たき……に、見えるんだけど……」

「ええ。滝です」

　すずしい顔で答えるアリア。

　そう。

　どわどわと、くそやかましい音を立て、大量の水がガケ下へとなだれ落ちる。

　あたしたちが顔を出したのは、その滝の横、ちょうど中ほどの高さのところにつき出したガケの上だった。

　……ちなみにここから下まででも、二階建ての建物くらいの高さあるんですけど……

　川、というより渓けい谷こくだろう。碧みどり色いろの大量の水が、ガケの間をとうとうと流れている。

「……まさか……飛び込め、なんて言うんじゃないだろーな……？」

　おそるおそる問うガウリイに、アリアは苦笑を浮うかべつつ、ぱたぱた手を振りながら、

「まさかぁ。この先にもこんな滝が、あと二つ三つあるんですから。そんなことしたら死んじゃいますよ」

　……なるほど……国王軍やカイラスたちが、こっち方面ノーチェックだったのはそーゆーことか……

「ここを、どうにかして下っていけば、すぐにクリムゾンです」

　ほほう。ここを……

　………………

「──って、ちょっと待てぃっ！」

　あたしは、ずずいっ、とアリアに詰め寄り、

「『どヽうヽにヽかヽしヽてヽ』……って、あんた、まさかその方法考えてなかった、なんて言い出すんじゃあないでしょーねっ!?」

「い……いえいえ、方法はいくつかある、っていう意味です。

　水面の上を浮レビテ遊ーシヨンで進むとか、谷にそって山道を下りてゆくとか……

　山道の方は、楽な道とは言えませんけど……わたしでも子供の頃に、ちょくちょく登っていたくらいですから、それほど無茶なコースでもないと思います」

「……却きやつ下かね。残念ながら」

　アリアの提案を、しかしあたしはあっさり否定した。

「……え……？」

「そのどっちかの方法で先に進んだ場合、まず間ま違ちがいなく、カイラスの一派に見つかるでしょうね。

　クリムゾンに住んでたアリアがこの道知ってる、ってことは、同じ町に住んでたカイラスも、この道は知ってる、って可能性は高いわ。

　この場所──絶対、ン十人、ン百人が通れる道じゃない。当然、国王軍は、かりにこの道のことを知ってても、通るわけはない。

　だからこそ、カイラスたちも、このルートには戦力とか置いてないみたいだけど……

　けど、もっと町に近づけば、戦力──とはいかなくても、偵てい察さつの人間くらいは置いてると考えた方がいいわ。

　そこに、たとえ夜の闇やみにまぎれて行動するにしても、浮レビテ遊ーシヨンでふよふよ浮かんで行ったり、しげみがさがさかきわけて、進んで行ったりしようもんなら、絶対相手に見つかるわ。

　そーなったら、とたんに戦力さし向けられて……

　おしまい、とは言わないけれど、楽な話にはならないことは確かよ」

「……け……けどそれじゃあ……？

　まさか、今さら後戻りして、別の道を探す、なんていうのは時間がかかりすぎますし」

「……ふぅん……」

　唸うなって、あたしは滝の下をのぞき込む。

　どわどわ音を立てながら流れ落ちる、深い碧色の水。

「……ね、アリア、ここの川って、やっぱしかなり深いわけ？」

「え？　ええ……たしか、滝さえなければ、ちょっとした船で行き来できるくらいの深さはあるはずです」

「なるほど……

　なら、方法は決まったわね」

「どうするんです？」

　問いかけるアリアに、あたしは、はるか下の水面を指さして、

「水の中を行くのよ」

　どわどわどわどわどわ。

　しばし、滝の音だけがあたりに響ひびき──

『ぬえぇぇぇぇぇぇぇぇっ!?』

　ガウリイとアリアとディラールと。三人の悲ひ鳴めいが同時にこだました。

「こら待てリナっ！　まさかそれって、泳げ、って意味かっ!?」

「無茶ですっ！　この先にもまだ滝があるって言ったじゃあないですかっ！」

「こんなところに飛び込むくれーなら、敵と戦う方がまだマシだろーがっ！」

「っだぁぁぁぁぁっ！　泳ぐかぁぁぁぁぁっ！」

　一斉にわめき立てる三人を、あたしは声を上げ、沈黙させて、

「誰も『泳げ』なんて言ってないでしょーがっ！

　死ぬわよっ！　ンなことしたらっ！

　……風の結けつ界かいまとって高速飛行する『翔レイ封・ウ界イング』って術があるんだけど、それ使って水の中進もう、って思ってんのよ。あたしは。

　風の結界張ってるから、中で息できるし、川に十分な深さがあるなら、水の中進めば、外からは見えないはずよ」

　……むろん、普通の翔レイ封・ウ界イングでは、あたしを含ふくめて合計四人、運ぶことなど不可能なのだが、昔とある相手から買い上げた呪タリ符スマンで、魔ブ力ー増ス幅トかけるなら、不可能ではないはずである。

「──なるほど！　そういうことですか！」

「それなら、とりたてて異論もねーぜ」

　あたしの提案にあっさりうなずくアリアとディラール。

「……そうかー？　なんか……それもじゅーぶん乱暴な気はするけどなー……」

　ガウリイだけが一人、ぶつぶつ言ってるけれど、それは無視。

　……実はここだけの話、今回に限って言えば、ガウリイの危き惧ぐが正しかったりするのだが……

　そんなことなどおくびにも出さず、あたしはにこにこ笑顔で、

「さ、そうと決まったら早速出発よ。みんなで命いのち綱づなつけて……水の中で、荷物や武器落とさないよう、注意してね」

　言って、あたしもてきぱき準備を進める。

　……断るまでもないとは思うが、以前にゾナゲインとの戦いで、氷づけになったあたしのショート・ソードはもちろん回収済み。名剣、というわけではないが、決して安ものの剣でもない。

　水の中で取り落とさないように、鞘さやと柄つかとを紐ひもで縛しばり、なおかつその紐をズボンのベルトにまわして固定する。

　命綱も、同じくズボンのベルトにくくりつけ──

　どうやらほかの三人も、大体用意ができたようである。

「さて──それじゃあそろそろ行きますか？」

　あたしの問いかけにうなずく三人。

　応えてあたしもうなずくと、口の中で呪じゆ文もんを唱となえはじめた。

　そして──

「翔レイ封・ウ界イング！」

　風の結界に包まれて、あたしたち四人は、流れゆく川面に向かって身をおどらせた。




「うそつきぃぃぃっ！　リナさんのうそつきぃぃぃぃっ！」

「しゃべるなっ！　アリアちゃんっ！　舌した嚙かむぐっ!?」

　風の結界のその中には、アリアとディラール、二人の声が響きまくっていた。

　……ま……悲鳴上げたくなるのも、わからんでもないのだが……

　風の結界に包まれたままで水中を進む──

　ことばにすれば、ただそれだけのことではあるが、おせじにも、遊覧船に乗るような、ゆったりとした道行きとは言えない。

　水の中といっても、ただ平坦な川底が連なっているわけもなし。岩あり、浅あさ瀬せあり、深みあり。

　なおかつそこを水が流れているのだ。流れの方向や緩かん急きゆうは、ほぼ完全に予測不可能。

　そんな中を、翔レイ封・ウ界イングで移動しているのである。

　──いや。まっ正直な話、単に流されてるだけ、と言っても過言ではない。

　滝などから落っこちた時には、多少落ちる速度の調整とかしてみたりもするが、それ以外の時となれば、ほとんど川の流れのままである。

　その『乗り心ごこ地ち』が一体どれほどのものか──もはや言わずもがなである。

　この、ちょっとしたサスペンスに、二人が悲鳴を上げる気持ちもわからんではないのだが……

　けど『うそつき』呼ばわりはやめてもらいたいもんである。あたしはただのひとことも、『揺ゆれない』とか『安全だ』などとは言ってない。

　わめく二人と対照的に、口を開いていないのはガウリイだが、肩越しに、ちらりとそちらに目をやれば、口をつぐんだその表情が『しょせん人生なんてこんなもん』などと語っていたりする。

　……ま、ともあれこうなれば、クリムゾンに着くまで、なんとかしんぼうしてもらうしかない。

　この川下りをはじめてから今までに、滝とおぼしきところを、三つばかり通って──というか、落ちている。アリアの話によるならば、そろそろクリムゾンの近くにまで来ているはずなのだが──

　この状況では、顔をちょっと出してあたりを偵察、というわけにはいかない。

　水上の状況を見ようと思うなら、とーぜん風の結界ごと、水面に浮かぶ必要があるわけだが、ンなことすればとことん目立つ。敵がいれば、一発で発見されることうけあいである。

　となれば、水の中の様よう子すであたりの状況を探さぐるしかない。

　おそらく、町に入れば、水の流れもゆるくなり、川の土手にも、人の手の加わったあとが見えるはずである。

　陽がほぼ完全に沈んだせいで、視界はかなり悪くなっているが、月の光が明るいのか、近くの様子ならなんとか見て取れる。

　……そう言えば、さきほどからなんとなく、流れがゆるくなってるような気がするのだが……

　あたしは術をコントロールしながら、左右に視線を走らせ──

「…………………………………………」

　あたしたちの横──

　右手の方に目を向けたまま、思わずあたしは沈黙した。

「……リナさん？」

　その様子に気づいてか、つられてアリアもそちらに目をやり──

「………………」

　やはり沈黙したりする。

　目が──あった。

　風の結界のその向こう──水の中から、こちらを見つめる目がひとつ。

　大人のにぎりこぶしほどの大きさはあろうか。

　それがぴったりと、こちらの結界に貼はりつくように、同じスピードで進んでいるのだ。

　はっきし言って、異様、というより、とことんコワい。

　目の本体の姿は、はっきりとは見えないのだが、大きな影かげが、水の中にゆらめいているのだけはわかる。

「……え……と……」

　アリアは、こちらに顔を向け、

「……魚……でしょうね……」

　声も笑顔も引きつっている。

　……違うと……思うな……

　あたしはそれを声には出さず、かわりに、無言で、術の移動速度を上げる。

　右側に併へい走そうしていた『目』が後ろへと離れ──




　じゃびゅぅっ！




「うぅわっ!?」

　異様な音と、ディラールの悲鳴はほとんど同時に聞こえてきた。

　見れば、風の結界の後ろの方をつき破り、侵しん入にゆうしてきた、数本の緑色の触しよく手しゆが、まるであたしたちを探すかのようにのたうっている。

「何だっ!?」

　ガウリイは、狭せまい結界のその中で、器用に剣を引き抜くと、その緑の触手を斬きって捨てる。

　なるほどっ！　敵さんも、運河だらけのこの町で、水中をノーマークにするほど甘くないかっ！

「見つかったわっ！　上がるわよっ！」

　こうなった以上、水の中を進むのは、百害あって一利なし。あたしは術の高度を上げ、水面に浮かび──

　がぐんっ。

　浮かび上がろうとしたその瞬間。何かがぶつかったような衝しよう撃げきが風の結界を襲おそう。

「リナさんっ！　上っ！」

　アリアの声に見上げてみれば、風の結界に覆おおいかぶさるかのように、水中をゆく、異様な形の影ふたつ。

　水面を背に、黒いシルエットしか見えないが、少なくとも、お魚さんでないことだけは確かである。

　その二つの影が、ゆらりっ、とゆらめき──

　ざしっ！

　鋭えい利りな刃物のようなヒレが二つ、風の結界の上部を切り裂さき、入ってきたのはその時だった。

「なんとぉっ！」

　あわててそれを剣ではじくガウリイ。

　しかし──いくらガウリイのウデが超絶級とは言っても、足場すらないこの状況で、充分にウデがふるえるわけはない。はじかれたヒレは一旦、ひるんだように引っ込みかけたが、ふたたび内部へと侵しん入にゆうしてくる。

「アリアっ！　氷フリーのズ・矢アローっ！」

「……え……？　でも、氷フリーのズ・矢アローって……」

　あたしの指示に、意味が理わ解からずとまどうアリア。かわりにディラールが呪文の詠唱をはじめた。

　そして──

「氷フリーのズ・矢アロー！」

　ディラールの冷気の矢は、風の結界の中ではなく、外ヽに出現した。

　すなわち。結界の上に貼りつく二つの影のいる場所に。

　──むろんこの影たちに、氷フリーのズ・矢アローが効きくかどうかはあたしは知らない。

　しかし、確実に、水を凍こおらせることはできるのだ。

　冷気の矢は、出現と同時に水を凍らせる。氷は二つの影にはりつき、その行動を封じ込める！

　上にいた影たちの動きが止まった。

　結界を割ったヒレが、影といっしょに後ろに流れゆく。

　おっしゃっ！　これで上はフリーっ！

　あたしは気力をふり絞しぼると、風の結界を上昇させ、水面を割って、夜空の下へと飛び出した！

　満天の星々。

　月の光に水しぶきがきらめく。

　夜空をゆく翼つばさの群れ。

　黒く佇たたずむ町並み。

　──そこはすでに、クリムゾン・タウンの内部だった。

　……………………………って……

　翼ヽのヽ群ヽれヽ!?

　あたしはあわてて目を転じる。

　夜ゆく翼──といえば、定番はコウモリかフクロウ、というところなのだろうが、クリムゾンの夜空にはばたいているのは、しかし、そのどちらでもなかった。

　翼の形は、たしかに多少コウモリに似てはいた。

　しかし──羽根が似ているからといって、槍やりを持った、細部を造り忘れた等身大人形のようなシロモノを、普通コウモリとは呼ばない。

　そういったふうな形をした奴一体が、翼の生えたレッサー・デーモンに似たシロモノ十数匹を従えて、目も、口も鼻もない顔を、じっとこちらに向けているのだ。

　おにょれっ！　水中部隊の次は飛行部隊かっ!?

　とりあえず、このままでは、あたしは自由に動けない。術をコントロールして、近くの道に降り立つと、あたしは術を解かい除じよした。

　同時に──

　ざばぁっ！

　水音を響かせて、運河からはい上がってくるいくつもの影。

　全身を覆ううろこのようなものが、月の光に、ぬらりっ、と輝かがやく。

　それはちょうど、レッサー・デーモンと魚、双方の特とく徴ちようを組み合わせたようなシロモノだった。

　手に、足に。さきほど風の結界に割って入ってきたのと同じ形のヒレが生えている。

「ちいっ！」

　そいつらが姿を現すと同時に、剣を携たずさえ、ガウリイが疾はしる！

「ちょっとガウリ……」

　びたばたっ！

　ことばも終わらぬそのうちに、ばったり倒れるあたしとガウリイ。

　あたしは、がばぁっ！　と身を起こし、

「命綱つけてること忘れるなぁぁぁっ！」

「す……すまんっ！」

　ガウリイはあわててはね起きると、剣のひと振りでロープを断ち切り、あらためてダッシュをかける。

　あたしたちも、剣の鞘と柄を縛った紐を解ほどき、命綱を切り外しにかかった。

　ざんっ！

　ガウリイの剣が月光に閃ひらめき、一匹の、半魚半デーモンを斬り倒す！

　ゆおぉぉぉぉぉぉるぉぉぉぉ……

　すこし離れた場所にいた、別の一匹が夜空に細い遠とお吠ぼえを上げる。

　瞬間。その目の前に、数十本の冷気の矢が出現した！

　──これはっ！

「ガウリイ！　退くわよっ！」

　言ってあたしはきびすを返し、走り出す。

　今現在、敵は、半魚が数匹に羽根つきレッサー・デーモンが十数匹、くわえて羽根つき人形である。勝てない相手だとは思わないが、全部倒すには時間がかかる。そして、時間がかかればそのぶんだけ、敵の増ぞう援えんがやって来るはず。

　今はとりあえず、態勢を整えるための時間が欲しい。

「……お……おい！　リナ！」

　あわててあとをついて来るガウリイ。アリアとディラールも、むろんいっしょに走り出す。

　ざあっ！

　同時に響く、大気を揺らす羽ばたきの音。

　後ろに殺気を覚えつつ、あたしは呪文を唱えながら路地に飛び込んだ。

　ふりあおげば、建物と建物の間に見える星空を背に、いくつもの羽根が夜空を舞まい踊おどっている。

　──やっぱし、羽根がジャマして、細い路地には入れないか──

　とはいえ、それで安心するわけにはいかない。おそらく上から攻撃呪文が来る！

　るぐぉぉぉぉぉぉぉぉん！

　上空で、デーモンたちの吠え声が響き──

　同時にあたしは、唱えた呪文を解き放つ！

　そばの家の壁に、たんっ！　と手をつき、

「黒ブラ魔スト・波ウエ動イブ！」

　どがぁっ！

　ド派は手でな音を立て、壁かべにでっかい穴あながあく。

「こっちへ！」

　言って飛び込むあたしに続き、三人も、穴から家の中へと飛び込んだ。

「ひとの家を……」

　アリアの抗議の声も終わらぬそのうちに。

　どどどどどどどぅっ！

　轟ごう音おんとともに、路地にまき起こる砂すな煙けむり。

　おそらく上のデーモンたちが、何かの攻撃呪文をぶっ放したのだろう。むろんあたしは、それを見越して、家の中へと飛び込んだのだが。

　アリアはこの家の心配をしていたようだが、たぶんここは無人だろう。理由は、外から見た時に、明りが漏もれていなかったこと。眠るには早い時間だし、かといって、明りなしで過ごすには暗すぎる。

　あたしのその予想を裏付けるかのように、飛び込んだ室内には家具もなく、人の住んでいる気け配はいはない。

　この町で騒ぎが起こって逃げ出したのか、それとももともと住んでいなかったのかは知らないが。

　ともあれ──問題は、このあとどうするか。

　むろん敵も、あたしたちが、ここに入ったことに気づいただろう。ほどなく何かしかけてくるはず。

　数をたよりに突入してくるか。

　──いや、たぶん──

　あたしは、口の中で呪文を唱えはじめた。




　──やがて──

　デーモンたちの放つ魔力攻撃が、その家を吹っ飛ばしたのは、それからしばらくあとのことだった。




　……ズ……ン……

「……やっぱしね……」

　重い響きを遠くに聞きながら、あたしは、闇の中で小さくつぶやいた。

「やっぱり……って……」

「連中、あの家ごとあたしたちを吹っ飛ばしたつもりなのよ」

　アリアの声に、あたしは答えた。

　……しかし、この状況で話し続ける、というのもいまいちやりにくい。あたしは口の中で呪文を唱え──

「明ライテりイング」

　……ぽぅっ……

　あたしの生んだ、小さな魔法の明りがあたりを照らし出した。

　とりあえず、四人とも無事のようである。

「……なあリナ、もうちょっと場所ひろげられないのか？　いくらなんでも狭いぞ。これは」

「しかたないでしょーが。とっさのことだったんだから。

　……まあ、もうちょっとひろげるけど……そんなに大きな場所取れないわよ。

　なんせ、土の中なんだから」

　空あき家やに飛び込んだあのあと──

　あたしは、デーモンたちが、こっちを家ごと吹っ飛ばそうとしていることを察して、地ベフイ精ス・ブ道リング──トンネル掘ほりの呪文を使って床に穴を掘り、地下に逃のがれたのである。

　その気になれば同じ術で、ちょっとした部屋くらいの広さを確保することはできるが、支ささえもなしに穴をひろげると、今度は土ど砂しや崩くずれの心配も出てくる。

　……とはいえ、ミミズじゃあるまいし、このくそ細いトンネルで、一列になったまま話をする、というのもなんか間抜けである。

　あたしは口の中で呪文を唱え──

「地ベフイ精ス・ブ道リング」

　あたしのコントロールに従って、あたりの土が、ぽこぽこえぐり消えてゆく。

　……けどよく考えたら、この、えぐられた分の土って、一体どこに消えてるんだろーか……？

　ふとそんなことが気になるが、今はンなこと考えている場合ではない。

　ともあれ──

　やがてほどなく、そこには、なんとか四人が車座になって座れるほどの空間ができあがった。

「……しっかし……参ったわね……こりゃ……」

　最初に口を開いたのは、ほかでもない、あたし自身だった。

「本ほん拠きよ地ちだけに、戦力あるだろーとは思ってたけど……ああぽこぽこ、違うタイプのデーモンが出てくるとはね……」

「デーモン……って、あの半分魚みたいな奴とか、羽根生はえた奴とかか？」

　眉まゆをひそめて問うディラールに、あたしはこっくりうなずいて、

「あの、羽根の生えた人形みたいなのはどーか知んないけど……ほかの羽根生えてた奴と、半分魚みたいなのとは、たぶんレッサー・デーモンの親しん戚せき──というより、ちょいと毛色の変わったレッサー・デーモンそのものだと思うわ。

　さっき、あの半分魚みたいな奴、ひと声吠えるだけで、氷フリーのズ・矢アローを出現させたわ。

　よく、レッサー・デーモンがやるみたいに、ね」

　これは、単にあたしの想像なのだが──

　ゾナゲインが、鼠ねずみを核にレッサー・デーモンをつくり出したのと同じような方法で、魚や、鳥を核にすることによって、水中戦用や空中戦用のレッサー・デーモンたちをつくり出したのではないだろうか。

　あたしのことばに、ディラールは、親指の先であご先搔かきながら、

「……なんか……えらいところへついて来ちまったよーな気が……

　これなら、国王軍にタダでコキ使われてる方が、少なくとも安全ではあるわな……」

「……すいません……変なことに巻き込んで……」

　しょんぼりとつぶやくアリアに、ディラールはあわてて、

「あ……！　いやいや！　アリアちゃんが気にすることなんてねーよ！

　俺おれは別にそういうつもりじゃあ……

　ただ、よ。こーいう荒あら事ごとは、きみや俺みたいな繊せん細さいな人間には向かねーんじゃないか、

って言ってるんだ」

「……ほほーう」

「どういう意味だ……それは……」

　横から突つっ込こむあたしとガウリイ。

「あ！　いや別に！　あんたらが無神経とか、そういう意味で言ってるんじゃねーから！」

　……こいつ……絶対いつか、口で身を滅ほろぼすタイプだな……こりゃ……

「ともかくー問題は、これからどう動くか、よ。

　……けど、あれだけぽこぽこデーモンが出てくるんなら、いっそ町ごと吹っ飛ばしちゃった方が早いよーな気も……」

「やめてくださいリナさんっ！　それだけはっ！

　町にはまだ人もいるんですっ」

「そ……そうだぞっ！　いくら敵倒すためだっつっても……思い直せ！　な！　な！」

　あたしのことばに、顔色変えて、必死の口く調ちようで言うアリアとディラール。

「本気にしてどーすんのよっ！　単なるカルい冗じよう談だんよっ！」

「……そのわりには目がすわってたよーな……」

「横からいきなしいらんツッコミするなぁっ！　ガウリイっ！

　……ともかく、よ。

　敵の本拠地いきなし襲って、とりあえずカイラスだけぶち倒す、ってセンで行くなら、どういう方法で、相手の本拠地まで行くか、って問題があるわけだけど……

　アリア、今あたしたちがいる場所と、カイラスのいる場所の位置関係わかる？」

「……カイラスがいるのは、たぶん魔道士協会だと思いますけど……

　問題は、わたしたちがいる場所です。

　わたしも、町を隅すみから隅まで知っているというわけじゃあありませんし……昼間ならまだ、多少の見当はついたかもしれませんけど……」

「つまり、ここがどこかよくわかんない、と……」

「……すみません……役に立てなくて……」

　申し訳なさそーに身をすくめる。

「あ。気にしなくていーって。

　けどそうすると、まずはこっちの位置確認ね。それじゃあさっそく……」

「……なあリナ、今、上に顔出すのはマズいんじゃねーか？」

　呪文を唱えようとしたあたしに、珍しく、うがった意見を言うガウリイ。

「……ま、確かにね。まだ地う上えには、連中がうろうろしてるでしょうし。

　けど、たとえここで時間つぶしたって、運が悪けりゃ、敵のまっただ中に出ることにかわりはないわ。

　それに──

　こっちとしても、あんまし時間稼かせぎしていられる状況じゃないし」

　あたしたちが飛び込んだ家を、デーモンたちがぶち壊こわした時、おそらくこの穴の入り口はふさがっただろう。となればとっとと動かないと、このまま窒ちつ息そく、などということにもなりかねない。

　もしもそうならなかったとしても、敵がちょいと慎しん重ちような奴で、あたしたちの死体を確かめようとガレキを漁あさって、死体ではなく、この穴の入り口を見つけたら、連中は一体どう出るか──

　あたしなら、迷まよわず水を流し込む。

　どちらにしても、このままじっと待っていては、状況は悪化すれども良くならず。

　あたしは口の中で呪文を唱え──

「地ベフイ精ス・ブ道リング！」

　たむっ！　と壁に手をつくと、土がほこほこ削けずり消え、長いトンネルが延のびてゆく。

「とりあえず──

　てきとーにトンネル掘って、ある程度進んでから、地上に顔出してみる、ってことでいいわね？」

　あたしの問いに一同は、同時にこっくりうなずいたのだった。




　──とはいえ──

「地ベフイ精ス・ブ道リング！」

　この、単純作業というのも……

「地ベフイ精ス・ブ道リングっ！」

　なかなか……ヤになるもんである。

「さらに地ベフイ精ス・ブ道リングっ！」

　えんえんと、同じ呪文をかけ続け──

　土の中に、じっとりと水が滲にじみ出してきたのは、どれくらい掘り進んだ頃のことだったろうか。

　明りをかざしてみれば、あんのじょう、下はじっとりとぬかるんでいた。

　ちなみに光源は、引き抜いたショート・ソードの先っぽにかけた明ライテりイング。一旦生み出した魔力の明りは、効果時間が切れるまで、基本的に消すことができないのだが、こういうふうにしておけば、明りを消したいその時には、剣を鞘に納おさめればオッケー、というわけである。

「……水が出てきたわねー……」

「もともとが湖、って土地ですから。上には運河も走ってますし。

　──そうそう、間違って運河につき当たったりしたら悲ひ惨さんですから、ちょっと深めに進んだ方がいいかもしれませんよ」

「なるほど。りょーかい」

　あたしは次の地ベフイ精ス・ブ道リングで、さらにやや下に向けて掘り、ぬかるむ地面を這はい進み続けた。

「……けど……たまんねーな……こりゃ……」

　後ろの方から、ディラールのぼやきが聞こえてくる。

「服がびしょびしょだぜ……気色悪いったらありゃしねー」

「……ぼやかないのディラール。あたしやアリアだって、文もん句く言わずに進んでんだから」

「いや、そりゃそーだけどよ……もーちょっと楽な方法ってねーのか？」

「見つかっても、追手はみんな、あんたがどーにかしてくれる、って言うなら、地う上えを歩いてもいいんだけど？」

「……いや……それはさすがに……

　──わかったよ！　ぼやかねーで黙って進みゃーいーんだろっ！」

「そのとーり」

　言ってあたしは何度目かの呪文を唱えはじめ──

「……なあ、ところでリナ」

　ガウリイが声をかけてきたのは、呪文を唱えはじめた時のことだった。

「さっきから、ちょっと気になってたんだけど……って、聞いてるか？」

　むろんあたしは聞いている。単に呪文詠えい唱しよう中なんで、返事ができないだけである。

「さっきから、地面の手ざわりが違ってるんだけど……」

　……あのなぁ……

「地ベフイ精ス・ブ通リング」

　とりあえず、唱えた呪文でトンネルを掘り、またまたずりずり這い進みながら、

「手ざわり違うの当たり前でしょーが。下、ほとんど泥どろみたいになってるんだから」

「……いや、そーいう手ざわりの違いじゃなくって……」

「それじゃあどーいう……」

　言ったその瞬間。

　ぼこんっ。

　床についたはずの右手が沈しずんだ。

　──へ？

　そのとたん。




　ぼごずしゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！




　あふれ出した大量の水が、あたしたちを、問答無用で押し流していた。




「……う……うくーっ……」

　坤うめいてまばたき二、三回。

　最初に目に入ってきたのは、一面のヒカリゴケだった。

　体のあちこちを確かめながら身を起こす。幸い、ケガとかはしていないようである。

　そばには、倒れてノビてるガウリイ。

　あたりをざっと見渡せば、そこには、えんえんたる水の連つらなり。

　湖の中には、掘ほっ建たて小屋が建つかどうか、といったほどの小さな島がいくつも点在しており、あたしとガウリイが引っかかっていたのも、その中の一つだった。

　アリアとディラールの二人も、近くにある別の島にうち上げられている。

　そして──天てん井じようには一面のヒカリゴケ。

「……地底湖……？」

　つぶやいたのは、あたしではなく、やはり今しがた気がついたのか、小島の上に半身を起こしたアリアだった。

　──そう。

　あたしたちが今いるここは、クリムゾンの地下にひろがる地底湖だった。

　……こんなもんがある、なんぞということは、あたしも今はじめて知ったけど……

「……あてて……おい、一体何がどーなってやがるんだ？」

　あたしは、やはり身を起こしながら問うディラールに視線を送り、

「たぶん……この湖に続く水脈が、地面の下通ってたのね。

　で、あたしたちは、そのちょっと上を通ってて……」

「……床が抜けた、ってわけか」

「そーゆーこと。

　……ほれ、ガウリイ、いつまで寝てんのよ」

「……う……うー……」

　あたしがゆさゆさ揺さぶると、ガウリイは、小さく呻うめいて身じろぎし──

　がばぁっ！　といきなし身を起こす。

　あたりをきょろきょろ見回すと、あたしに、ひたりっ、と目を止めて、

「さっきの話だけど、薄うすっぺらい板の上進んでるような感じだったんだぞ」

「……そ……そぉ……」

　言ってあたしは困った顔で、ぽりぽり頭を搔かいたのだった。




「わたしも……はじめて知りました。町の下に湖があるなんて……」

　とりあえず、浮レビテ遊ーシヨンの術で、全員が一つの小島に集まって。

　アリアはあたりを見回しながら、半なかば呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

　ヒカリゴケの生む明りというのは、さしてそう明るいものでもない。くわえて、湖面と天井とをつなぐ、何本もの石の柱が視界の一部をさえぎって、当然、見通しはあまりよくないのだが──

　そんなこんなをさし引いても、湖の片端が見えないというのは……

　……ひょっとしてこの地底湖って、クリムゾンの町そのものより大きいんじゃあ……？

　ま、たしかに、自分たちが住み慣なれた町の地下に、こんな場所があるなどと知ったアリアの驚おどろきはわからないでもないのだが。

　しかし今、それより問題なのは──

「……ってことは当然、このま上が町のどのあたりになるのか──なんて見当はつかないわね……」

「……すいません……これはさすがに……」

「だから、あやまることなんてないって。

　全員、たいしたケガとかがなかったことから考えても、そんなにえんえんと流されてたわけじゃない、ってことは確かだけど……

　……けど、こーなったら仕方ないわね……

　そいじゃあじみちに、どっかから、またまたえんえんと穴掘りを……」

　ざわりっ。

　はるか後ろにその気配が生まれたのは、その時だった。

「────!?」

　思わずふり向いたあたしの目に映うつったのは──あいもかわらず静かな湖面。

「……どうしました？」

　尋たずねるアリアに答えずに、あたしは口の中で呪文を唱えはじめた。

　今感じ取ったあの気配──決して気のせいなどではない。

　その証しよう拠こに、動物並の知能とカンを兼かね備そなえたガウリイもまた、何かを感じ取ったらしく、剣を引き抜き、じっと湖面を見すえている。

　そして──

　……ゆらりっ……

　見えてきたのは、水の下にゆらめく影。それも、一つや二つではないっ！

　あいつらかっ!?

　瞬間。

　ざばぁっ！

　静かな湖面をつき破り、はね上がったのは、さっき出会った魚フイツシユデーモンたち！

　ヒカリゴケの生むあえかな光に照らされて、ウロコがぬらりっと光を放つ。

　デーモンたちが宙ちゆうに舞った、その瞬間を狙ねらいすまして──

「氷フリー結ズ・ブ弾リツト！」

　あたしのぶっ放した冷気が、湖面の一部を凍こおらせる。

　あるものは、凍った湖面の上に落ち、またあるものは、体の半ばを氷に封ふうじられる。

「うおおおおおおっ！」

　そのデーモンたちに向かってガウリイが疾はしる！　氷の足場をものともせずに！

　しかしデーモンたちも、黙ってやられてくれるわけはない。

　ひゅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅっ……

　薄うす暗ぐらい地底湖に、デーモンたちの声がこだました。

　同時に、デーモンたちの前に出現したのは、十数本の冷気の矢！

　──じゃないっ!?

　ひじゅんっ！

　風を切り裂く音を立て、それらは、こちらに向かってつき進む！

　ガウリイは、走るペースを落とさずに、飛び来るそれのうち数本を斬り飛ばす。

　びぢゃっ！

　同時にそれは、無数のきらめく飛し沫ぶきとなって宙に散る。

「水!?」

　後ろでディラールの叫ぶ声。

　そう。デーモンたちのつくり出したそれは、冷気ではなく水の矢だった。

　しかし、水といっても馬鹿にはできない。

　ぢゅんっ！

　そばを過ぎゆく水の矢の一本が、あたしのマントに、いともたやすく穴を開けた。

　高圧、高速で射うち出される水の矢は、シャレになどならない破壊力を生み出す。

「アリア！　ディラール！　呪文で湖凍らせて足場ひろげてっ！」

「お……おうっ！」

「わかりましたっ！」

　後ろも見ずに、言って呪文を唱えるあたし。

　この間にガウリイは、デーモン二匹を斬り倒している。続いて三匹目へと向かい──

「────!?」

　いきなり彼は足を止め、大きく右に跳とぶ。

　ほとんど同時に──

　じゃっ！

　湖面の氷を貫つらぬいて、数条の水の矢がふき上がり、ガウリイがいた空間を薙なぎ裂さいてゆく。

　氷の下にいる、別の奴やつからの攻撃である。

　湖の底にいる相手の姿は見えないが、一体あと何匹いるのか……しかし今はとりあえず、目についた奴を片っ端から倒していくっきゃないっ！

「覇ダイ王ナス氷ト・河ブ烈レス！」

　水底にゆらめく影に呪文一発！　とりあえずこれでさらに一匹！

　ガウリイの方に目をやれば、こちらも、氷の上に出ている奴は、あらかた片づいたようである。

　おーしっ！　一旦もいっかい小島まで退しりぞいて、デーモンたちを水の上に誘さそい出すっ！

　あたしが、ガウリイに声をかけようとしたその時。

「きゃぅっ!?」

「アリアちゃんっ！」

　ざばぁっ！

　後ろで起こる二人の悲鳴！　続いて盛大な水音ひとつ！

　ふりむいた先には、顔色変えて佇たたずむディラールと、水面に漂ただよう氷の破は片へん。

　アリアの姿はどこにもない。

　──まさか──

「アリアちゃんが！　落ちちまった！」

　ディラールの悲痛な叫さけびがこだまする。

「なんとか……なんとかならねーのかよ!?」

　水の中に敵がいないのなら、翔レイ封・ウ界イングで突っ込んで、アリアを探し、助け出す、というテも使えるのだが……

　たとえ彼女を見つけたとしても、助けるには、風の結界を解く必要がある。それからアリアを捕まえ、浮き上がる。それだけの時間、敵がただ、黙って見ていてくれるわけがない。

　いや、そもそも敵が、落ちてきた彼女を見過ごしにするだろうか。

　……となれば……アリアはおそらくもう……

「──あの子は!?」

「…………」

　戻ってきたガウリイに、あたしとディラールは、ただ、沈黙で答えるしかなかった。

　デーモンたちの攻撃は、今は一時止まっているが──

　ざばぁっ！

　水音は、向かって右の方からした。

　一同は、とっさにそちらをふり向いて──

「────!?」

　すこし離れた小島の上。

　そこにいるのは、今までに見たことのない奴だった。

　たとえて言うなら──青緑色の水死体。

　しかし、むろん単なる水死体やらゾンビではない。まるで水ぶくれしたかのように、ぶくぶくとふくれ上がった体の、足先には大きなヒレが生えており、カギ爪づめの伸のびた手の指の間には、水カキのような膜まくがある。

　そして──人間なら、鼻と口とがある場所には、緑色の触手が、無数にうにょうにょう

ごめいている。

　おそらく──クリムゾンの町に入る時、運河であたしたちの風の結界を破った緑の触手は、おそらくこいつのだったのだろう。

　はっきし言って、気色悪いことこの上ない相手である。

　問答無用で攻撃呪文の雨なぞ降らせてやりたいところだが、そうもいかない理由があった。
















　すなわち──

　そいつの腕に抱えられているアリアの存在だった。

「……まだ生きているぞ……今はな……」

　口の中に食べ物をふくんだままのような、くぐもり、濡ぬれた声でそれは言った。

「……う……」

　それのことばを証明するかのように、アリアは小さく身じろぎして、ゆっくりと目を開く。

「……あ……？

　……い……一体……え!?

　いやぁっ！」

　ようやく自分が置かれている状況に気づいてか、必死にもがいてみるものの、彼女を抱いたそれの腕は、びくとも動かない。

　そいつは、空いている方の片手で、呪文を唱えさせないためか、アリアの口もとを押さえた。

「……けど……よくわかったわね。あたしたちが、こんなところにいる、なんて」

「……このナロフを舐なめてもらっては困る……上の水路で我々の襲撃を受けた以上、貴様らが、運河を利用してカイラス様のもとへ向かうとは思えん……

　かといって……町の中を歩いてゆくとも思えん……

　ならば……残された道はここしかあるまい……」

　……へ……？

「……ふーん……

　ナロフ、って名前なわけね。あんた。

　クリムゾンの水中警備の責任者、ってとこだろーけど……

　どーやら、自分でいばってるほど頭はよくないみたいね」

「……なんだと……？」

　読めない表情で問うナロフに、あたしは大きく胸を張り、

「残ヽさヽれヽたヽ道ヽ──ってことは、ここのどこかから協会に行ける、ってことね！

　それをわざわざ教えてくれるなんて、見かけのわりには親切ね！」

「……なに……？

　まさかきさまら……知らなかったのか……？」

「そーゆーことっ！　あたしたちはただ単に、たまたまここまで流されてきただけなのよっ！」

「……こっちも、いばって言えるようなもんじゃあないような気がするんだが…」

　後ろでガウリイが、ぽそりっ、と漏もらしたツッコミは無視。

　しかしあたしのことばにも、ナロフは表情ひとつ変えず──って、表情変えてもわかんないかもしんないけど、

「……なるほどな……しかしここで、貴様たちを始末すればそれで済むことだ……

　言っておくが抵抗はするな……

　抵抗すれば、この女がどうなるか……わかるな……？」

　ざぁっ！

　ナロフのことばを合図に、あたしたちのいる小島をとり囲み、浮かび上がってくるフィッシュ・デーモンたち、その数ざっと十匹程度。

　……これくらいの数ならば、倒せないこともないのだが……問題は、アリアが人質に取られてる、ということである。

　こーいう時は……舌先三寸あるのみっ！

「……ふっ……笑わせてくれるわね。

　聞くけど、あたしたちが抵抗しなけりや、あんたがアリアを無事に放ほう免めんしてくれる、なんて保証がどこにあるわけ？」

「……保証はこのナロフがしてやろう……貴様たちさえ始末できれば……たとえこの女一人を逃がしてやったところで……カイラス様を傷きずつけることはできぬからな……」

　いけしゃぁしゃぁと言うナロフ。

　あたしは、声をやや大きくして、

「じょーだんっ！　人質取ってる当人に、『保証する』って言われて、はいそーですか、なんて素直に信じる奴なんていないわよっ！

　アリアを逃がしてもたいした害はない、なーんて言うけど、約束破ってあとでアリア殺しても、あんたたちにとっちゃあ、それこそぜんっぜん害はないんだから！

　何より、触手なんか生えた青緑色顔してるよーな奴に……」

　ことば半ばに、あたしは、すいっ、と半歩横によける。

　同時に。

「氷フリーのズ・矢アロー！」

　ディラールの放った冷気の矢が、直線上に着弾し、ここと、ナロフのいる小島をつなぐ、細い氷の橋を完成させた！

　その橋の上をガウリイが疾る！

「なにっ!?」

　ナロフが驚きよう愕がくの叫びを上げたその瞬間。




　ざんっ！




　大きく跳んだガウリイの剣が、ナロフの頭を断たち割っていた。

　ナロフと話をしていたあの時──

　あたしは、後ろで、ガウリイとディラールが、何やらひそひそ話をし、続いてディラールが呪文を唱えはじめたことに気がついたのだ。

　そこであたしは声を大きくし、ナロフの注意を引きつけて、ディラールの呪文詠唱が終わったのを見計らって脇わきへとよけた、というわけである。

　悲鳴一つも残さぬまま、大きくのけぞり、倒れゆくナロフ。

　その腕の中から、ガウリイがアリアをもぎ離す。

　ざばぁぁぁぁぁっ！

　音を立て、ナロフは水の中へと没した。

　ゆおおおおおおおおおおおんっ！

　その水音を合図に、あたしたちを包囲したデーモンたちが一斉に叫ぶ。

　四方から、あたしとディラールを狙ねらう水の矢！

　命令者を失って、適当に攻撃をはじめたかっ!?

　しかし、こうなることも予想ずみ！

　あたしはディラールのそばに走り寄り、地面に手をつく。

　デーモンたちが、水の矢を放ったその瞬間。

「地ベフイ精ス・ブ道リング！」

　唱えておいた呪文を、自らの足もと目がけて解き放つ！

　がぐんっ！

　いきなり足もとの地面が消え去り、あたしとディラールの二人は、短い距離を落下した。

　トンネルを、巻き貝のカラのような状態で掘ることで、足もとに、ちょっとしたクレーターを出現させたのである。

　そのクレーターで身を低くした二人の頭上を、無数の水の矢が虚むなしく行き過ぎる。

　おーし。こうなればこっちのもんである。

　あたしは口の中で呪文を唱え──

「黒ブラス妖ト・ア陣ツシユっ！」

　どぅむっ！

　穴のふちから顔をのぞかせざまに放った攻撃は、一匹のフィッシュ・デーモンを粉ふん砕さいしたのだった。




　戦いは、あたしたちに有利に進んでいた。

　全員がクレーターに陣じん取どって、ちょくちょく顔を出しては呪文をぶちかます。

　不用意に突進してきたデーモンは、ガウリイの剣が切り倒す。

　これをひたすらくり返すだけで、敵の数は着実に減っていった。

　なにしろ、小島のまわりの湖面には、あたしたちの術で氷が張っている。

　なおかつあたしたちがいる場所は、地面より、やや低いクレーターの底。

　デーモンたちが、あたしたちに攻撃を当てるには、氷の上を這はいずって、ある程度までこちらに近づく必要があるのだ。

　そこを迎げい撃げきすればよいのだから、油断さえしなければ、まず、こっちがやられる心配はない。

　もしもナロフが生きていれば、少しは作戦を考えたかもしれないが、今となっては、デーモンたちは、猪ちよ突とつ猛もう進しんあるのみだった。

　やがて──

「……静かになりましたね……」

　ぽつりっ、とアリアがいったのは、何匹のデーモンを倒したあとだっただろうか。

「……そうね……」

　答えてあたしは、クレーターのふちから、そぅっと頭をのぞかせ、あたりを見渡した。

　そこにはもはや、デーモンたちの影は見えない。

「……いないわね……」

「……やっと片づいたかよ……」

　ディラールは、小さく息を吐ついて立ち上がる。

「油断しちゃだめよ。たしかに姿は見えないけど、まだどこかに隠かくれてる可能性はあるわ」

　言ってあたしも立ち上がり、あらためてあたりを見回してみる。

　とりあえずあたりには、デーモンの姿も気配もない。当面の敵は排はい除じよしたと考えてもいいだろう。

　ならば──

　あたしは、みんなの方をふり向いて、

「さっきの青緑色のが言ってたのを信じるなら、ここのどこかに、協会へ抜ける道があるはずよ。

　そこを探し出して乗り込む、ってことでどう？」

「どう……って……けどよリナ、探すったって……」

　あたりをぐるりと見回して、あまり気乗りのしなさそうな顔で言うガウリイ。

　たしかに、ここの地底湖は広い。その『道』とやらが、どーいったものなのかは知らないが、探し出すのは決して簡単ではないだろう。

　むろん、普通のやり方ならば、の話だが。

「……それによ……そこにも当然、敵とかいるんじゃねーか？」

「当たり前でしょ。ディラール。

　……ンじゃ聞くけど、あんたは、地う上えに戻って、空から襲いかかって来まくるデーモンと戦いながら、協会に向かう方がいい？」

「……いや……そーいう乱暴なのはちょっと……シュミじゃねーな……」

「でしょ？

　と、ゆーわけで。

　あたしに任せて。考えがあるのよ。

　アリア、ディラール、風の結界とか浮レビテ遊ーシヨンとか、使えるわね？」

「……ええ……まあ……」

「それくらいは当然だぜ」

「オッケー。そいじゃあ、あたしが浮レビテ遊ーシヨンかけて、四人で浮かび上がるから、二人はそのまわりに、二重に風の結界張って」

「……なんでそんな面めん倒どうくせーことするんだよ？　浮レビテ遊ーシヨンだけでいーじゃねーか」

「理由はすぐわかるわよ。とにかく、行くわよ」

　言ってあたしは呪文を唱え、ガウリイ、アリアと手をつなぐ。ディラールはアリアの手を取って──

「浮レビテ遊ーシヨン！」

　増ブー幅ストつきの浮レビテ遊ーシヨンで、四人はふわりっ、と浮かび上がった。

　続いてアリアとディラールが呪文を唱え、まわりに二重の風の結界を完成させた。

　おーし。これで準備完了。

　あたしは術をコントロールして、ふよふよと宙を漂ただよいはじめた。

　おせじにも、あたりがよく見えるとは言えない。ヒカリゴケも、洞どう窟くつ一面まんべんなしに生えているわけではなく、コケの生えていない、地じ肌はだむき出しの黒い部分が、まるで開いた穴のように見えるところもある。

　これで、どこにあるかも、どんな形をしているのかもわからない入り口を探し出す、というのは、まず不可能なのだろうが──

「……なあ……あんたの連れのことばじゃねーけど、これでその道とやら探す、ってーの、無理なんじゃねーか……？」

　ディラールがグチりはじめたのは、動きはじめて、それほども経たぬうちのことだった。

「だいじょーぶよ。心配しなくても。

　それより、グチにかまけて、風の結界手ぇ抜かないでね」

「そいつぁわかってるけどよ……本当に大丈夫なのか？

　さんざんうろうろしたあげく、『やっぱり無理だった』じゃあ、シャレになんねーぜ」

「わかってる……」

　がぐんっ！

　衝しよう撃げきが、風の結界をつき動かしたのはその時だった。

「リナ！　後ろだ！」

「オッケー！」

　ガウリイの声に、術をコントロールして、後ろを向きつつ下降にうつる。

　すこし離れた場所に、やはり小島が一つあり、まん中から、天てん井じようへと繫つながる柱が立っている。

　その小島の下のあたりから──

　がっ！　がぐんっ！

　飛び来る何本もの水の矢が、あたしたちを包む結界を揺ゆらす。

　──あそこかっ！

　目をこらせば、湖面のあたりに、いくつかの影がうごめいている。

　そちらに向かって突っ込むあたし。

「おいっ!?　こらっ!?　あんたっ！　何する気だっ!?」

「リナさんっ！　無茶ですっ！」

「悲鳴上げてないで！　結界しっかりねっ！」

　目標の小島はどんどん近づいてくる。それにつれて、敵の姿もだんだんはっきり見えて来る。

　フィッシュ・デーモンが二匹と……そして……あれは？

　その時。

　飛び来る水の矢に混じって、一本の、赤い光の矢が生まれた。

　────!?

　いやな予感が背中を走り抜ける。

　あわてて進路を変えようとしたその時。

　赤い光が解とき放たれた。

　づんっ！

　それはあっさり、二重に張った風の結界をつき破り──

　まずいっ！

　びぅんっ！

　赤い光があたしに届とどく、その直前。

　それを斬りはじいたのは、ガウリイのかざした剣だった。

「リナ！　オレを先に下ろせ！」

「……お……下ろせって……」

「いいから！」

「……わ……わかったわ！

　ディラール！　アリア！　あたしの合図で風の結界解いて！　解いたら、炎フレアの・矢アローか氷フリーのズ・矢アロー、一発だけ敵にぶちかまして！　わかった!?」

「……で……でも……」

「いいのかよ!?　おい!?」

「いいからっ！

　ガウリイ！　準備いい!?」

「おうっ！　いつでもやってくれっ！」

　あたしは敵の方へと目をやる。デーモンたちが斉射した水の矢が、風の結界ではじけ散り、ふたたび赤い光が生まれた。

「今よっ！」

　結界が消える。

　赤い光が放たれた。

　あたしは、ガウリイを柱の方へとつき飛ばす。

　反動で離れる、ガウリイとあたしたち。

　離れたあとのその空間を、赤い光が貫いた。

　ガウリイはそのまま宙を舞い──

　がっ！

　柱に剣をつき立てる！

　石柱を削けずり、落下スピードを殺しつつ、柱の下──敵のまっただ中へと向かってゆく。

　むろん敵も、それを無視してくれるほど甘くない。ガウリイを見上げて──

『氷フリーのズ・矢アロー！』

　アリアとディラール、二人の呪文が完成したのはこの時だった。

　上のガウリイに気を取られていたデーモンたちのまっただ中に、冷気の矢が降りそそいだ！

　むろんこの術ではデーモンたちには効果はない。しかし、ガウリイから注意をそらすには充分。

「アリア！　浮レビテ遊ーシヨンを！　ディラール！　もっかい風の結界！」

「……え？」

「おうっ！」

　ディラールは迷わず、アリアは一瞬とまどってから、あわてて呪文を唱えはじめる。

　一方デーモンたちは、多少混乱していたが、それでもそのうち一匹が、降り来るガウリイを見上げて鳴き声を上げる。

　デーモンのまわりに出現する水の矢。

　まずいっ！

　デーモンは、ガウリイ目がけてそれを解き放つ！

　しかし！

　ぎゅりっ！

　いきなりガウリイの落下コースが大きくカーブし、その水の矢をあっさりかわす。

　なるほど！　剣を石の柱につき立てる角度を変えて、落下コースを変えたのか！

　時々かしこいぞっ！　ガウリイ！　本能でやっただけかもしんないけど！

　ともあれガウリイは、なんとか敵のまっただ中に降り立った。

　そして、こっちも──

「封ウイ気ンデ結イ・界シー呪ルド！」

「浮レビテ遊ーシヨン！」

　二つの呪文が完成する！

「何があっても呪文に集中！　いいわねっ！」

　言ってあたしは浮レビテ遊ーシヨンを解除。次の呪文を唱えはじめる。

　地上では、ガウリイと敵との戦いが開始されている。ガウリイの腕なら、デーモンの二匹程度、あっさり斬り倒してもいいはずなのだが、どうやらデーモンではない一匹に苦戦をしているようである。

　……これは……とっとと手助けに行かないと……

「火フア炎イアー・球ボール！」

　あたしは、呪文をアレンジして唱えた術を解き放つ。

　この呪文の本来のスタイルは、両手のひらの間に生まれた光球を解き放ち、光球は、何かに接触した時点で爆発し、炎をまき散らす、というものである。

　しかし、今回あたしがやったのは──

　火フア炎イアー・球ボールの光球は、あたしたちのやや後ろ──風の結界の外に現れた。

　おしっ！　行くぞっ！

「ブレイク！」

　あたしが、ぱちんっ！　と指を鳴らしたその瞬間。




　どごばぁぁぁんっ！




　風の結界のその外で、赤い炎が炸さく裂れつした！

「うきゃぁぁぁぁぁぁっ!?」

「どわぉあああああっ！」

　アリアとディラールの悲鳴が、風の結界の中に渦うず巻まく。

　爆ばく圧あつに圧おされて、風の結界は、かなりのスピードで、戦場目がけて突っ込んでゆく！

　そして。




　ざばしゃぁぁぁぁぁぁっ！




　あたしたちの結界は、小島の手前の湖面に、盛大なしぶきを上げて突っ込んだ！

　さすがにこちらに注目するデーモン。

　ディラールが、張っていた風の結界を解く。

　同時に──

「黒ブラス妖ト・ア陣ツシユ！」

　どぅぁっ！

　あたしの呪文が、デーモンのうち片方を無へと帰きす。

　むろん、落ちてゆきつつ、結界の中で呪文を唱えていたのである。

「アリア！　浮レビテ遊ーシヨン解除！」

「あ……はいっ！

　あわてて術を解く彼女。

　ぱしゃんっ！　と水音を立てて、あたしたちの膝ひざほどまでが水にひたる。

　もう一匹のデーモンは、つっかかってくるかと思ったが、後ろの方に退ひいてゆく。

　あたしはゆっくりと、小島の方へ歩みを進めた。

　いっしょに歩き出すアリアとディラール。

　ガウリイは、フィッシュ・デーモンではない一匹と、にらみ合ったままである。

　──それは、まさしく異い形ぎようのものだった。

　白くふくれ上がった巨大な肉にく塊かい。

　ひとことで言えば、そういった感じの存在である。

　人の身長をはるかに上回る大きさの、崩くずれかけた球形。

　透すき通るように──というよりむしろ、不健康に白いその肉塊の、ほぼ人の胸ほどの高さのところに、端たん整せいな──彫像のように端整な、金色の髪かみの青年の顔がひとつ、まるで場ちがいなレリーフのように存在している。

　しかし、それが決して飾かざりなどではないことを示すかのように、青年の顔は口を開いた。

「──はじめまして。私のことは、アイレウスとお呼びください──」

　それはまぎれもない、人間の、男の声だった。

「状況はだいたい知っています。

　けれど──ナロフは、意外と脆もろかったですね。

　……あのかたも、実は結構強かったんですが……

　人質を取るなどという、姑こ息そくな手段など取らずに、正々堂々と勝負なさればよかったんですよ……」

　アイレウスは、まるで世間話でもするかのような、淡たん々たんとした口調で言う。

「──あれではあまりにも可か哀わい想そうですからね。

　そこで、ナロフにも、少し活躍の場を与えてあげようかと思っているんですよ」

「……どういう意味だよ？　そりゃ？」

「こういうことですよ──」

　ディラールのことばにアイレウスは満面の笑えみを浮かべ──

　ぐみゅりゅっ。

　青年の頭のすぐ横の、肉塊が盛り上がり──

「……ぐ……！」

　アリアが思わず、嫌けん悪おの呻うめき声を上げる。

　アイレウスの、青年の頭の横からは──

　二つに断ち割られたままの、ナロフの頭が生え出していた。








　　　三、紅くれないの　水都に死闘くりひろげ









　りゅぎぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！

　縦たてに割わられたそのままで、ナロフの頭は声を上げた。

　口のまわりに生はえた触しよく手しゆがうねうね動きまわる。

　……こいつ……ナロフの死体を取り込んだのか!?

　ナロフが生前、どれだけの能ち力からを持っていたのかは知らないが、少なくとも、気色悪さがパワーアップしていることだけは間違いない。

　しかしこいつの実力おひろめにつき合ってやる義ぎ理りはないっ！

　あたしは口の中で呪文を唱となえ──

「烈エルメ閃キア・槍ランス！」

　あたしやアイレウスが動くより早く。

　いきなり後ろから、呪文をぶっ放したのはディラールだった。

　相手の精神に直接ダメージを与あたえる術で、レッサー・デーモン程度なら一撃で倒す。

　地に生えた肉にく塊かいのようなアイレウスに、これをかわす術すべはない！　ディラールの放はなった光の槍やりは、まともにアイレウスを直撃した！

　しかし──

　青年の顔は表情一つ変えず、横から生えたナロフの頭も、変わりなく声を上げ、触手を蠢うごめかせ続けている。

　──と。

　ぼろりっ。

　烈エルメ閃キア・槍ランスが直撃した肉塊の一部が、かさぶたがはがれ落ちるかのようにこそげ落ちる。

　そして。

　ぎぉるぉぉぉぉぉぉぉぉ！

　ひと声高くナロフの頭が鳴いた。

　ぎぅんっ！

　空間がきしんだ音を立て、いくつもの光が虚こ空くうに生まれる！

　──うげっ!?

「よけてっ！」

　あたしは呪文を中断し、みんなに声をかけると、ダッシュでその場を離はなれゆく。

　同時に相手の放った光が四方へと散ちる！

　飛び来る光球のうち数発から、あたしはなんとか身をかわし──




　[image: ]ぁぢゅっ！




　一瞬、耳に痛みが走るほどの、はげしい音が響ひびき渡わたった。

　わき起こる熱気と、もうもうたる水すい蒸じよう気き。

「みんな！　無事!?」

「大丈夫だ！」

「……なんとか……」

「一応生きてるぜ！」

　もうもうたる水蒸気の向こうから、三人の声が返ってくる。

　どうやら全員無事のようだが……

　それにしても、いきなしエラい術をぶちかましてくれたもんである。

　今、アイレウスが放ったのは──おそらく、暴ブラ爆スト・呪ボム。

　ひらたく言うならば、火力を数倍にアップした火フア炎イアー・球ボールを複数同時にぶっ放す、という、かなりシャレにならない術である。

　外れた光球が湖面に炸さく裂れつし、その熱で水蒸気を生んだのだ。

　しかしこれでは、相手の姿もみんなの姿も見えはしない。敵も条件は同じ──と言いたいところだが、とっくに人間やめてる奴に、その理屈が通じるかどうか。

　それに加えて、あたしには、不利な要素がもうひとつ。

　さきほどここまで流された時に、明ライテりイングをかけて松たい明まつがわりにしていたショート・ソードを、どこかで落としてしまっているのだ。

　敵に対する決定打にはならずとも、攻撃をうち払ったり、牽けん制せいなどにはあると便利なのだが……

　ともあれ、失くしたものを、ここでうじうじしててもはじまらない。あたしは、とりあえず呪文を唱え──

　────！

　いきなり、なんの理由もなく。

　あたしは不吉な予感を覚え、半なかば反射的に左に動く。

　そして同時に。

　がづっ！

　霧の中からわき出した何かが、あたしのショルダー・ガードの右先をかすめて行った。

「──くっ!?」

「うおっ!?」

　ほとんど同時に、どこかで起こる、ガウリイとディラール二人の声。

　やはりこの霧を目くらましがわりに使うつもりかっ!?

　しかし──そうはさせないっ！

「魔デイム風・ウイン！」

　ぶごぅっ！

　あたしの唱えた強風の術が、よどんだ霧をふき飛ばす！

　視界が晴れたそこには──

　変へん貌ぼうを遂とげたアイレウスの姿があった。

　地に根ざした肉塊と、そこにはりついた、青年の顔とナロフの頭は変わらぬまま──

　その全身から、数十もの腕が生え出していた。

　腕──といっても、むろん人間のそれではない。ちょうど枯かれ枝えだのような、いくつもの節のある、異様に長い腕である。

　なるほど、さっき霧の中で伸びてきたのはこれか。

　視界が晴れるとほとんど同時に。

「火フア炎イアー・球ボール！」

　どぅむっ！

　ディラールの放った呪文が、アイレウスの体の一部を焼きつくす。

　同時に突っ込んでゆくガウリイ。

　そのガウリイに向かって、アイレウスの腕が伸びてゆく。

「──くっ！」

　その腕を、ガウリイの剣が薙なぐ！

　アイレウスの腕が斬きられて宙に舞まう──かと思いきや。

　ぎぃんっ！

　しかし、腕は硬かたい音を立て、横にはじかれただけだった。

　どうやら見かけと違ってかなりの強度を備そなえているようである。

　それに──

　さきほどディラールが、火フア炎イアー・球ボールで焦こがした体の一部も、ダメージを受けた部分がぼろぼろはがれ落ち、その下から、新たな肉（？）が盛り上がってきている。

　……さきほどの烈エルメ閃キア・槍ランスを受けた時と、全く同じ状態である。

　おそらく──こいつは、体のほとんどが、いわばトカゲのシッポのような、切り離し、再生可能な部分でできているのではないだろうか。

　もしもそうだとするならば、どこかに必ず、再生不可能な部分もあるはずである。

　そしておそらく、そここそが、こいつの弱点のはずなのだが……

　ぎぃうぃぃぃぃぃぃぃぉぉぉぉっ！

　ふたたびナロフの頭が叫さけぶ。

　人間の耳にはただの雄お叫たけびとしか聞こえないこれこそが、おそらくは、呪文の詠えい唱しようになっているのだろう。そして、無数の触手の動きが、呪文の印を切っているのではないだろうか。

　ともあれ、相手が、シャレになんない術を持っていることがわかってる以上、唱えさせるわけにはいかないっ！

「冥ヘル魔ブラ槍スト！」

　アリアの術と──

「獣ゼ王ラス牙・ブ操リ弾ツド！」

　あたしの術とが、全く同時に放たれた！

　アリアの放った一撃は、アイレウスの腕を砕くだいて青年の顔に。

　そして一方あたしのは、腕をよけつつ進み、ナロフの頭を粉ふん砕さいした！

　おっしゃぁっ！　とりあえずこれで、呪文詠唱は中断させたっ！

　しかしアイレウスの動きには、すこしの変化も見えはしない。五、六本の腕でガウリイの足止めをしながら、あたしやアリアやディラールに、散さん発ぱつ的てきな攻撃をしかけて来る。

　幸い、腕のコントロールがいいかげんなのか、狙ねらいが甘あまく、動きが単調なせいで、戦い慣れていないアリアでも、なんとかかわせているようだが……

　しかし、相手を倒せないことには話にもならない。

　アリアが潰つぶした青年の顔の部分も、やはりぼろりとはがれ落ち、その下から肉が盛もり上がると、ほどなくふたたび青年の顔が再生する。

「──無む駄だですよ……」

「……そんなっ……!?」

　再生した青年の顔のつぶやきに、驚きよう愕がくの声を漏もらすアリア。

　……うーむ。戦い慣れしてないこと丸わかり……

　たしかにこの青年の顔、という奴は、いかにも『ここが弱点だぁぁぁっ！』と言わんばかりの場所なのだが、再生タイプのこんな奴が、ンなわかりやすい弱点を、むき出しにしているわけはない。おそらくあの顔は、相手の注意をそこに引くための、擬ぎ態たいのようなものだろう。

　そしてその隣となりで、あたしが叩たたいたナロフの頭も再生しつつあった。

　こちらは、本来の自分の体でないせいか、再生速度がやや遅いが、このままならば、いずれ復活し、またまた呪文を唱えはじめることうけあいである。

　それまでに、なんとか仕し留とめたいところなのだが……

　おそらく、奴の本当の弱点は、体の奥のどこかなのだろう。

　普通の術で攻撃しただけなら、ダメージ受けた部分を切り離されて終わりだし……

　……と、待てよ……これならば……

　あたしは、腕の攻撃をかわしつつ、口の中で呪文を唱え──

「魔ブラ烈ム・弾ブレ波イザー！」

　増ブー幅ストをかけた、青い光を解とき放はなつ！

　どっ！

　レッサー・デーモンさえぶち倒す蒼あおい光が、アイレウスの体を貫かん通つうした！




　……お……おおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ……

　薄うす暗ぐらい地底湖に、断だん末まつ魔まの叫びが響き渡る。

　枯れ枝にも似たいく本もの腕が、かさかさと、乾かわいた硬かたい音を立て、小島の上に力なく垂たれた。

　貫通タイプの術ならば、どこかにある弱点を貫くことも可能か、と、ぶっ放したのだが、どうやら効きいてくれたらしい。アイレウスの体は、まるでかわいた土塊のように、ぼろぼろと崩くずれ落ちてゆく。

「………なんとか……やったみたいだな……」

「……まーね」

　小さくひとつ息をつき、言うガウリイにうなずくあたし。

「……と、ゆーことで。

　たぶん、ここの小島のどっかに、上への道があるはずよ」

「……こら待てぃ……」

　さらりと言ったあたしのことばに、ジト目で横から口をはさんだのはディラールだった。

「さっき、道を探すいい案がある、って言ってたの……まさか、こヽれヽのことかっ!?」

「そーよ」

　やはりさらりと答えるあたし。

　つまり、である。

　道のそばには、そこを守ってる敵がいるはず。ならばこちらが、わざとふらふら姿を見せれば、敵はおそらく攻撃してくるだろう。

　すなわち。

　ふらふらしていて、敵が攻撃してきた所、そこがすなわち通路の場所、というわけである。

「正気かぁぁぁぁっ!?　ンな目茶な作戦立てやがってっ！」

「まーまー。とりあえず、みんな生きてるんだからいーじゃない[image: ]」

「……あ……あのなあ……」

　拳こぶしふるふるふるわせながら、ディラールが、なおも何やら反論しかけたその時。

「──リナさん！」

　アリアが声を上げたのは、島の中央の石柱の、ちょうど裏側のあたりだった。

「……これじゃないでしょうか？」

　見に行ったあたしに、アリアが指さしたのは、柱のちょうど根もとのあたりに、ぽっかり開いた穴だった。

　……とはいえ……

「………小さいぞ。これ……」

　困った顔でつぶやくガウリイ。

　──たしかに。

　穴はかなり深そうだが、大きさは、あたしがショルダー・ガードを外して、なんとか這はい進めるかどうか、といった程度である。もしこれが、どこかに通じていたとしても、ガウリイやディラールは、間違いなく入れないだろう。

「……なんか……違うんじゃねーか？　あのナロフとかって野郎が『道』とか言ってたからには、最低限、あいつが通れるくらいのもんだと思うんだけどよ……」

　なかなかうがった意見を言うディラール。

　実際、こんなくそ狭せまい通路を、あのナロフやフィッシュ・デーモンたちが通れるわけもない。

　……と……待てよ……

　つーことはひょっとして……？

　あたしは口の中で呪文を唱え──

「明ライテりイングよ！」

　生み出した魔法の明りを、水の中へとほうり込む。

　……ぱぅっ……

　明々と照てらし出された水の中──

　あたしの想像した通り、いまいる小島のその下に、ぱっくりと、大きな水中洞どう窟くつが口を開けていた。




　……ぴとん……ぴと……

　漏もれ落ちる水音が、ひっきりなしに響いている。

　よどみ、湿しめった空気があたりを満みたしていた。

　──翔レイ封・ウ界イングで、水中から洞窟へと入り、しばらく進むそのうちに、通路には水がなくなった。

　そこであたしたちは術を解き、こうして歩み進んでいる、というわけである。

　ここがその通路だとするならば、この先にも、敵が待まち伏ぶせていると思った方がいいだろう。アイレウスと戦っている間にどこかに姿を消した、フィッシュ・デーモン一匹も、こちらに逃げ込んだ──あるいは、敵てき襲しゆうの報告のために戻った、と考えるのが自然である。

　……単に移動のことだけを考えたなら、歩くより宙を行った方がよっぽどいいのだが、敵の襲撃があった時のことを考えると、やはり歩きの方が得とく策さくだろう。

　ちなみにここも、壁や天井にヒカリゴケが生えており、明りを用意する必要はなかった。

　──とはいえ……

「……けど……えらく長いなー……ここ……」

　うんざりとした口く調ちようでガウリイがそう言ったのは、歩きはじめて、かなり経たったあとのことだった。

　足場が濡ぬれているせいで、あまりペースが上げられない、というのもある。まわりの景け色しきが変わらぬせいで、実際より長く感じる、というのもむろんあるだろう。

　しかし、それらを抜きにしても、通路はとことん長かった。

　おそらくは、地底湖の、そのまたさらに下を通っているのではないだろうか。

「……けどよ……これだけ歩きまわって、『やっぱりここは、通路じゃなくて、単なる洞窟でした』とかって話なら、シャレになんねーぞ……」

　疲つかれた口調で言うディラール。

　……まあ、疲れるのも無理はないけど……

　あたしたちがクリムゾンの町に入ったのが、ちょうど日暮れの頃である。外が見えないせいもあって、今が一体いつなのか、はっきりとしたことは言えないが、おそらく真夜中ではないだろうか。

　つまりあたしたちは、地底湖に流されて、多少気を失っていた時間も多少あるものの、それ以外はほとんどノン・ストップで動いているのだ。これで疲れていないなら、はっきし言って人間ではない。

　アリアなんぞも、よほど疲つかれているのだろう。この洞窟に入ってから、ひとことも口をきいていない。

　とはいえ、こんな状況で、ひと休みできるわけもなし。

　こーなれば、とっとと敵の本ほん拠きよに乗り込んで、サクっと片づけるしかない。

　……いっそのこと、魔道士協会にたどり着いたら、本気で建物ごと竜ドラグ破・ス斬レイブあたりでぶっ飛ばす、とゆーのはどーだろーか。

　……って……協会に、アリアのお姉ねえさんがいるかもしんないのか……
















　ま、先のことはともあれ──

「……ここがその通路だ、ってことは、とりあえず間違いなさそうよ……」

「……なんでンなことわかるんだよ……？」

「とーぜん……道がつくってあるからよ」

「道って……今、オレたちが歩いてる、ここか？」

　ディラールにかわって、今度はガウリイが問う。

「そーゆーこと。ほれ。上見ると、鐘しよう乳にゆう石せきとかぶら下がってるでしょ。

　となるととーぜんその下には、やっぱし逆さツララみたいなのができてるはずなのに、床はわりとペったりしてる。

　つまり誰かが、通りやすいようにしてる、ってわけよ。

　……と……ついでに言うと、どーやら目ざす場所も近いみたいね……」

　言ってあたしは、通路の先を目で指した。

　通路の両端に、大小いくつもの壺つぼが並んでいた。

「……たぶん、ここを物置きとして使ってるのね……で、物置きになってる、ってことは、そばに使う奴がいる、ってことよ。

　──って、そう言えばアリア、あんたもここの協会にいたはずだけど、地下の通路とかのことって、聞いたことなかった？」

「……さあ……地下が倉そう庫こになっている、って話は知ってましたけど……そっちは、それ専門に管理するひとがいましたから……実際に入ったことはないです……」

　やはり、かなり疲れているらしく、とぎれとぎれに答える彼女。

　……ふむ……？

　もし地下室とここがつながっているのなら、噂うわさにくらいはなってもいいような気がするのだが……？

　それとも、この地下道に、どうしても秘ひ密みつにしておかなければならない何かがあったとか……？

　ともあれそれは、前に進めばわかること。

　などと思いつつ進むうちにも、あたりに転がる壺やら、わけのわかんない道具やらの数はだんだん増えてくる。

　──そして──

「大当たり──ね」

　言ってあたしが立ち止まったのは、一枚の扉とびらの前だった。

　さらに長々と延びる洞窟の壁に、えらく場違いな、金属製の扉がしつらえてあった。

　地下の拡張工事とかをしている時に、たまたまこの洞窟に通じてしまい、一応間に扉をつけた──

　おそらく、そんなところではないだろうか。

　いかにもにわか造づくりといわんばかりに、扉の周囲は、石やら何やらで埋うめ固めてあった。

　扉の向こうに、敵のいる気け配はいはないが──気配を殺せるような相手が潜ひそんでいる可能性もある。

「……さて……いよいよね……

　開けるわよ……」

　こくりっ、と誰かののどが鳴った。

　不意打ちに備そなえて、無言で剣を抜き放つガウリイ。

　ディラールは、口の中で、何やらぶつぶつ呪文を唱える。

　あたしは、扉にかけた手に力をこめて──

「……あ。やっぱしカギかかってる」

「おぉいっ！」

　思わず呪文を中断してまでツッコむディラール。

　しかしまあ……ふつーカギかけるわな。こーゆー場所って。

「……んー……ちょっと待ってね……

　どーやら、掛かけ金がねタイプのカギみたいね。

　それなら……と……」

　あたしはカギをいろいろ調べてから、ショルダー・ガードの下に隠かくした、薄刃のナイフを取り出すと、扉と扉の間にさし込む。

　そのまままっすぐ上にはね上げて──

　──きんっ。

　小さな金属音と手て応ごたえ。

　どーやら、掛け金が外れたようである。

　おーし。

「……今度こそ……行くわよ」

　言ってあたしは扉を押した。

　……きぃぃぃぃぃぃぃぃっ……

　金属のきしむ重い音。

　扉は、ゆっくりと、中へと開いて行った。

　──とりあえず、開けたとたんの不意打ちというのはなかったようである。

　が──

「……なんか……えらく狭せまくねーか……？　協会の地下にしちゃあ……？」

　あたりを見回し、つぶやくディラール。

「それに、妙に生活くさいものも置いてあるんだが……」

　ガウリイの指し摘てきに目をやれば、薄暗い部屋の片隅に、どう見ても、調理器具やら掃そう除じ用具にしか見えないものが置いてある。

　……たしかに……広さは、ふつーの家庭の部屋よりちょいと広い程度。天井からは、明りのついてないランプがひとつ、ぶら下がっており、あたりに置いてあるものも、半分以上は、あきらかに生活用品である。

　……これって……一体……？

　とりあえずあたしは呪文を唱え──

「明ライテりイングよ！」

　魔力の明りを生み出し、天井へと放つ。

　こうやって、明るいところで見てみれば──

　……やっぱしふつーのご家庭の地下室みたいなんですけど……

　しかも、部屋の奥には階段見えるし……

「……なんか……違うところに来てるよーな気がするんだが……」

「……ま……まあ……とりあえず階段上がってみましょ」

　ガウリイの指摘を笑ってごまかすと、あたしはすたすた奥の階段へと向かう。

　そのあとに、黙だまってついて来る三人。

　幅はばも狭くてやたら急な階段を、上がった先には、一枚の扉。

　かんたんなカギがかかっていたが、あたしは、ふところから取り出した針金一本、ドアのカギ穴に突っ込んで、いともあっさりそれを外す。

　あたりに人の気配がないことを確かめて──

　……きぃ……

　扉の向こうは、まっすぐ延びる廊ろう下かだった。

　歩あゆみ出たあたしに、ガウリイ、アリア、そしてディラールの順で続く。

「……ここ……協会じゃありません……」

　半なかば呆ぼう然ぜんとした表情で、アリアはつぶやくように言った。

　……あ……やっぱし……

　たしかに、えらく立派な石造りの、けっこー大きい建物ではあるが、構造からしてどう見てもふつーの屋や敷しきである。

「……けっ……なんだよ。ハズレかよ……」

「そうすると、下の洞窟、もっと奥に行くのか？」

「……んー……たぶんそーでしょーねー」

　口々に言って、きびすを返し、地下への階段を──

「……ここ……カイラスの屋敷です……」

　ぴたっ。

　三人の足を止めたのは、やはり呆然としたままのアリアのつぶやきだった。

「──ほ──ほんとなのっ!?」

「たぶん間違いありません。

　ここに来たのは一度きり──カイラスが反乱を起こす前、姉さんに呼ばれた時のことですけど──

　間違いありません。見覚えがあります」

　尋たずねるあたしにきっぱりうなずき、やおら彼女はすたすた歩き出す。

「──ち……ちょっと!?　アリア！　どこ行くのっ!?」

「姉さんの部屋です」

　歩む早さは変えぬまま──いや、むしろ少しずつ早足になりながら、ふり向きもせずに答えるアリア。しかたなく、あとをついてゆくあたしたち。

　……なるほど……『道』と言われて、こっちは『魔道士協会への』通路とカン違いしたのだが、実際は、カイラスの屋敷へと通じる道だったわけである。

　むろんナロフは、こっちのカン違いに気づいていたはずだが──まあ、あいつにしてみれば、それをわざわざ教える義ぎ理りはないわな……

　どこに敵がひそんでいるかもしれない屋敷の中を、アリアは恐おそれるふうもなく、むぞうさにずんずんつき進み──

　やがて、ひたり、と足を止めたのは、一枚の扉の前でだった。

　すうっっ、と大きく息を吸い、扉に手をかけ──

　あたしたちが、待ったをかけるいとまもあらばこそ。

　ばたむっ！　と、けっこう派手な音を立て、彼女は扉を引き開ける！

　──そして──

「……姉さん……」

　つぶやいた彼女の声はかすかにふるえていた。




　テラスの窓からは、月の光がさし込んでいた。

　月光のほかには明りもない、広い部屋には、天てん蓋がいつきのベッドとミニ・テーブル。ベッドの脇わきには、揺ロツりキン椅グ・子チエアがひとつ。

　そして、ロッキング・チェアの傍かたわらには──

　アリアとよく似にた面おも差ざしの女性がひとり、立ちつくしていた。

　月の光に、長い銀しろがねの髪がきらめく。

「……アリ……ア……？」

「姉さんっ！」

　叫んでアリアは駆かけ寄よると、姉の──ベルさんの胸の中に顔を埋うずめた。

「アリア……どうしてこんなところに……？」

「姉さんを……姉さんを助けに来たの。

　カイラスの反乱を聞いて、国王の軍隊が、この町に向かってるのよ。

　もしこの町が戦場になるようなことになったら……

　だから……

　だから、助けに来たの！」

　姉との再会に、張っていた気がゆるんだのだろう。アリアの声は涙なみだにかすれていた。

　ベルさんは、そんなアリアの頭をやさしく撫なでながら、視線をそっとあたしたちに移し、

「──そちらのかたたちは──？」

「彼女の護ご衛えい──みたいなもんよ。

　けど今はとりあえず、自己紹介より、この場を離れるのが先よ。

　いつ連中がやって来るか、わかんないし」

　あたしのことばに、アリアは、はっ、と顔を上げ、

「……そ……そうね……姉さん、わたしたちといっしょに来て」

「そういうわけにはまいりませんなぁ」

　いきなり。

　廊下の奥から響いた声は、聞いたことのあるものだった。

「──ゾナゲイン!?」

　言ってふり向いた、あたしの視線のその先には、あいもかわらずマントにフードの小こ柄がらな影。

　さらにくわえてその横には、黒髪で、としの頃、四十ばかりの一人の男が佇たたずんでいた。

　銀糸で縫ぬい取りをしたシブいマントと、身につけた、数々の宝ジユ石エルズの・ア護ミユ符レツトが、貧ひん相そうな小悪党ヅラに似合っていない。

　……って、この状況で出てくる、ってことはひょっとして……

「まさか……あんたがそのカイラスとかって奴……？」

「──そういうことだ。

　ここまで来たことは誉ほめてやるが……それもこれまで。ここが貴様らの墓場だと思え」

　ぷっ。

　思わず小さくふき出すあたしに、カイラスは、不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆをひそめ、

「……何がおかしい？」

「あんたのその言い回しに決まってるでしょーが！」

　あたしは廊下のまん中に仁に王おう立だちになると、右手で、びしっ！　とカイラスたちを指さして、

「典型的な小悪党ヅラで、典型的な三流悪役ばりばりのセリフ吐はくんだから。

　ンなんじゃあ、子供だって鼻で笑うわよ」

　カイラスの眉まゆが、さらにぐぐいっ、とつり上がるが、ここで感情にまかせてモノ言えば、ふたたびあたしの反撃があると思ったか、必死で怒りをこらえつつ、

「……なかなか……言ってくれるな。小娘。

　しかし、月並みだろうがなんだろうが、ここで貴様らが死ぬ、ということに変わりはないっ！」

「……さーて。そいつはどーかしら……ね！」

　言ってあたしは壁かべ際ぎわへと寄る。

　同時に。

「火フア炎イアー・球ボール！」

　後ろで呪文を唱えていたディラールが、赤い火球を解き放つ！




　っごぅぉんっ！




　爆音と炎が廊下を舐なめた。

　押し寄せる炎を、あたしたちは、開いた部屋の扉を盾にしてやりすごす。

　地下でナロフと戦った時と同じフェイントである。くわえてまっすぐな廊下というこの条件下では、今のから逃れることは、まず不可能なはずである。

　──が。

　ひゅんっ！

　どがっ！

　まだ晴れやらぬ爆煙を、裂さいて飛び来た光の矢が、盾にした扉を直撃、粉砕する！

　扉の陰かげからあわてて飛び出し、あたしは呪文を唱えはじめる。

　煙の晴れたその先には、廊下のはるか向こうの方に、佇むゾナゲインとカイラスの姿。

　──あの一瞬であれだけの距離を!?

　思ったその瞬間。

　ざわっ。

　おかしな音が聞こえると同時に、ゾナゲインの姿が、あたしの目の前にあった。

　異様なまでの速さで、廊下を一気に駆かけてきたのだ。

　あたしはとっさに、いつものクセで、あるはずのない腰の剣に手を伸ばしかけ──

　がっ！

　硬い音は、頭のすぐ上で響いた。

　駆け寄ったガウリイが、あたしに向かってふり下ろされた、黒い何かを受け止めたのだ。

　──黒い──何か──

　それは、蜘く蛛もの脚のようなものだった。

　猫ねこ背ぜの老魔道士の背中からは、五、六本の、巨大な蜘蛛の脚のようなものが生え出していた。

「──ふぅむ。さすがグライモアを倒しただけのことはあるわい」

　言いながらゾナゲインは、蜘蛛の脚を動かして、後ろに退って間合いを取る。

　さすがに人間やめてるとはいえ、ガウリイと接近戦する気にはなれないか。

　ならば──

　あたしは唱えた呪文を──

「青ブラ魔ム・烈ブ弾レイ波ザー！」

　ふり向きざま、後ろに生まれた殺気目がけて解き放つ！

　蒼い光は、いつの間にやら廊下の奥に現れた、緑の服を着た女を直撃……

　直撃したと思った、まさにその瞬間。

　[image: ]ぁっ！

　女の放った蒼い光が廊下に満ちた！

　どんっ！

「くっ!?」

　同時に、たたきつけられるような衝撃が全身を襲う。

　これは……威力は落ちてはいるものの、まちがいなく青ブラ魔ム・烈ブ弾レイ波ザー！　まさか、あたしが放ったのを、拡かく散さん反はん射しやしたのか!?

　光が消えたそのあとには、例の緑の服の女が──

　──いや……

　あらためて相手に目をやって、あたしははじめて、自分のかん違いに気がついた。

　緑の服を着ているのではない。

　顔も、体も、髪も、手足も。

　全身が、まるでエメラルドのような、透すき通った緑色の何かでできているのだ。

　こんな奴まで出てきたとなると……これはちょいと不利である。

　このまま一気にカイラスを倒し、ジ・エンドといきたいところだったのだが……さすがにそううまくはいかないようである。

「みんな！　部屋の中へ！」

　言って、アリアとベルのいる部屋の中へと駆け込む一同。

「アリア！　ベル！　逃げるわよっ！」

　言ってあたしは呪文を唱える。

　こーなったらベル連れて外に出て、大技一発で、屋敷もろとも敵吹っ飛ばすっ！

「逃がすな！　追え！　ゾナゲイン！　ミュカレ！」

　──ひたりっ。

　廊下から響いたカイラスの声に、唐とう突とつにアリアは足を止めた。

「……あ……今……？」

「何やってんだアリアちゃん！　行くぜっ！」

　言ってディラールは、テラスの窓を蹴けり開ける。

「……あ……」

　あわててふたたび走り出すアリア。

　ガウリイは、扉のところに現れたゾナゲインと対たい峙じして──

「──待て！　行くなっ！」

　叫んだ時には、アリアとベルとディラールはすでに、テラスにいた。

「────？」

　三人が立ち止まったその瞬間。

　どんっ！

　ま上から伸び来た鎌かまのようなものが、ディラールの右胸を貫いていた。




　ゆっくりと。

　ディラールは、テラスの上に倒れ伏ふす。

「──ディラールさんっ!?」

　アリアの悲痛な悲鳴が響いた。

　同時にあたしとガウリイも、テラスに向かってダッシュをかける。

　ひゅんっ。

　テラスへと出たそのとたん、夜風を切って向かい来た何ヽかヽを、ガウリイの剣がなぎ払う。

　あたしは片手で倒れたディラールをかかえ、もう片方でアリアの手を取った。

　ガウリイがあたしの肩にしがみついたのをたしかめてから、あたしは唱となえていた呪じゆ文もんを解放する！

「翔レイ封・ウ界イング！」

　増ブー幅スト版の翔レイ封・ウ界イングで、とりあえずこの場から逃げ出す！

　しかし、術が発動しようとした、まさにその時！

「きゃっ！」

　聞こえたのは、ベルさんの上げた悲鳴だった。

　見れば、ベルさんの右足を、枯かれ枝えだのようなものが摑つかんでいる。

　──あれは──

「姉さん！」

　ベルさんの手を摑むアリアの手が──離れた！

「逃げて！」

　完成した風の結界から引きずり出されながら、ベルが発したことばがそれだった。

　そして四人は宙に舞う。ベルさんを残したそのままで。

「……姉さ……！」

　のどもとまで出かかった悲鳴を、アリアは必死で押し殺す。

　──戻って姉さんを助ける──

　そう言いたいところなのだろう。本当は。

　しかし、ディラールをほうっておくにはいかない。

　その思いがあったのだろう。

　──だが──

　抱えた手の中で、ディラールの体は、すこしずつ、体温を失ってゆく。

　──あたしは──知っている。

　人の死とは──こういうものなのだ、と──




　廃はい屋おくの中は──闇やみと、カビ臭くさい空気、そして、沈ちん黙もくだけがあった。

　誰だれも、口をきこうとはしない。

　あたしも。ガウリイも。アリアも。

　──あのあと──

　さらに追撃をかけてきた空中部隊をなんとかまいて、この廃屋に身をひそめたのは、かなり経たってからのことだった。

　しかしそれは──すでに、ディラールの命の灯ひが尽つきたあとのことだった──

　廃屋の地下室に術で穴を掘ほり、簡単な埋まい葬そうを済ませたあと──

　あたしたちは、ただこうして、闇の中でじっとしていた。

「……わたし……」

　ぽつりっ、とアリアがつぶやいたのは、どれくらい経った時のことだったろうか。

「……どう……したら……いいんでしょう……？」

　その声には、何の感情もこもってはいない。

　ただ、ぽつり、ぽつりとことばが口からこぼれるのみ。

「……姉さんも……助けられなくて……ディラールさんも……死なせて……」

「……あなたのせいじゃあ……」

「わたしのせいですっ！」

　言いかけたあたしのことばを遮さえぎって、強い口調で彼女は言──いや、叫さけんだ。

「わたしが……

　わたしがしっかり手をにぎっていれば、姉さんを助けられたのに！

　わたしがクリムゾンに行きたい、なんて言いださなかったら……ディラールさんも……ディラールさんも……！」

「……ディラールのことについてなら──むしろ、責任があるのはあたしの方ね……

　外にあいつがいることに気がつかなくて、作戦の組み立てかた、間違えたんだから……」

　自じ嘲ちようの笑みでつぶやくあたし。

「……あいつ……って、知ってるのか？　外にいた相手が何なのか？」

　闇の奥からのガウリイの問いに、あたしは、見えないと知りつつこっくりうなずいて、

「たぶん……アイレウスよ……地底湖の小島で戦った……ね……」

「……生きて……いたんですか……？」

　アリアがぽつりと問いかける。

「生きていた──と、いうよりも、地下で倒したのは、あいつの一部だったのよ……たぶん……

　カイラスの家から、翔レイ封・ウ界イングで飛び出した時……あたし、ちらっとふりかえって見たのよ……屋や敷しき全体が、ツタみたいなので覆おおわれてて……ところどころに丸い塊かたまりがくっついてたわ……」

「──まさか──!?」

　ガウリイの声に、あたしはやはりうなずいて、

「そう……たぶんアイレウスよ……あいつ、動物というより、植物に近い性質してるんじゃないかと思うのよ……地下から地上まで、どこかでつながってて……」

　あれが屋敷全体を包んでいたせいで、結果、気配が拡かく散さんされ、あたしやガウリイも、その存在に気づくのが遅れたのだ。

　──むろん、屋敷を覆っているそれが、アイレウスと同じ能力を持った別の奴やつ、という可能性もあるのだが、ディラールに一撃をくわえた、鎌かまのようなもの──あれはちょうど、フィッシュ・デーモンのヒレと同じ形をしていた。

　アイレウスの能力、そして、地下でフィッシュ・デーモン一匹が姿を消したことを考えあわせると、同じ能力を持った別の奴、と考えるよりは、フィッシュ・デーモンを吸きゆう収しゆうしたアイレウス自身と思った方がいいのではないだろうか。

　もしもこの想像が当たっているならば……えらくやっかいな相手ではある。

　一体どこが弱点なのかもわからない。屋敷ごと吹ふっ飛ばせば、たぶんなんとかなるとは思うが、それとてあくまでも『たぶん』。

　動物は、頭をつぶせばまず終わりだが、植物は、根っこやら、枝一本から再生する種類のものもある。アイレウスが、植物に近い属ぞく性せいを持っているなら、吹っ飛ばしたあとのかけらから再生する可能性も、ゼロではないのだ。

「……ともあれ……やっかいな連中ではあるわね……

　カイラス自身がどれくらいのもんかは知んないけど、アイレウスに、羽根人形と羽根デーモンたち。ゾナゲインに、ミュカレとかってのがいたし……」

「……そのこと……なんですけど……」

　敵の数を、指折り数えてつぶやくあたしに、アリアは横から口をはさむ。

「……わたしがここの協会にいた時……同じ時くらいに入ってきた女の子がひとりいました……共同研究でいっしょになってから、友だちになったんですけど……

　………………名前を……エリディア＝ミュカレっていいました……」

「……え……？」

　思わず小さく声を上げるあたし。

「……それで……思い出したんです……地下倉庫の管理をしていたひとの中に……アイレウスとかって名前のひとがいたことを……」

「──まさか──それじゃあ!?」

　闇の中、あたしのことばに、アリアはただ、沈黙で答えた。

「……聞くけど……そのミュカレとかアイレウスとかって、カイラス派の奴だったの？」

「いえ……アイレウスの方は名前を聞いたおぼえがある、といった程度でしたから、よくわかりませんけど……

　エリディアの方は、露ろ骨こつにカイラスを毛け嫌ぎらいしてました……」

「──なあ、それって、どういうことなんだ？」

　問うガウリイに、あたしは小さく息を吐つき、

「……つまり……カイラスは、協会の人間を合キ成メ獣ラに改造して、部下として操あやつってる……ってことよ……」

「でも……そんなことできるんでしょうか？　カイラスの専門は、魔道技術の一般応用でしたから、攻撃・回復呪文から、呪術、魔法の道具、そしてキメラの技術まで、多た岐きに亘っていましたけど……逆に言えば、それぞれの分野に、そんなに深い造ぞう詣けいがあるわけじゃあないと思うんです……

　そのカイラスに、あんなキメラをつくり出したりする技術があるとは思えないんですけど……」

「つまり──ほかに黒幕がいる、と？」

「可能性は……あるんじゃないかと思います。ただ、わたしも、カイラスのことをよく知っている、というわけではありませんから……

　ひょっとしたら、わたしが知らないだけで、キメラに関する知識がけっこうあるのかもしれませんけど……」

「……なるほど……ね……」

　あたしは、あいまいにあいづちを打った。

　──しかし──カイラスの屋敷を見た印いん象しようから言うならば、キメラを研究している人間という気はしなかったのだが……

　キメラを研究している人間というものは、たいがいが、自分の家の地下とかに、やたらと広い研究室とかを持っていたりするものなのだが……

　──と、念のために言っておくが、これは別に、あたしの偏へん見けんとかではない。

　キメラづくりというのは、その性質上、どうしても広い空間が要いるのだが、ほかの研究者もいる魔道士協会の施し設せつ内で、好き放題にスペースが取れるわけもない。

　それに、協会に研究施設を置いていると、同分野を研究している魔道士に、技術や理論を盗まれる、ということもままある。

　それで結果として、キメラ研究をしていて、なおかつ財力に多少なりとも余よ裕ゆうのある人間は、自宅のどこか──もっぱら邪じや魔まにならない地下などに、それ専用の研究室を設けているのが普通なのだ。

　……むろんあたしとて、カイラスの屋敷を隅すみから隅まで見たわけではない。ひょっとしたら、あたしたちが出たのとは別の場所に地下研究室があったり、意表をついて二階とかに研究室があったりするのかもしれないが……

　しかし、もしそうだとしても、もう少しそれらしい痕こん跡せきとか雰ふん囲い気きが、多少はあるだろうと思うのだが……

　まさか、協会の施設を使って、みんなをキメラにしたわけでもあるまいし……

「……それで……リナさん……エリディア……ミュカレのことですけど……

　彼女……なんとか、もとに戻もどす方法はあるんでしょうか……？」

「…………………………」

　アリアの問いに、しかし、あたしは答えられなかった。

　あたしの知りあいに、かつてある男の手によってキメラと化され、人間に戻る方法を探し回っている奴がいるのだが……今はどうなっているかは知らないが、少なくとも、だいぶ苦労をしてたようである。

　別の知りあいのことばを借りれば、『ミックスジュースのつくりかたを知っていても、そこからオレンジ・ジュースだけを取り出すことはできない』ということなのだ。

　それに──ミュカレの場合は、間違いなく心まで操あやつられている。単に傀く儡ぐつの術とかで操られているだけならば、カイラスを倒せばなんとかなるかもしれないが、洗せん脳のうなどの方法で、精神構造そのものをいじくられていた場合──

「……無理……なんですね……」

　暗闇に響く沈んだアリアの声。

「……あたしも、そんなにキメラにくわしいわけじゃないから……はっきしとは答えられないけど……簡単じゃないことだけはたしかね……」

「……そう……ですか……」

　そして──彼女は沈黙した。

「……なあ……それでもそろそろひと眠ねむりした方がいいんじゃないか」

　それを待っていたかのようにガウリイが口を開く。

「とりあえず、体力と気力たくわえなくちゃな。

　──明日、着けるつもりだろ？　決着」

「……ええ……そうね……」

　あたしはこっくりうなずいて、

「……眠りましょ……アリア……今は……

　そして明日こそ……

　ベルさんを取り返して、カイラスを叩たたくのよ」




　そして、翌日の夕刻。

　廃屋の窓まどから漏もれる光が、茜あかねの色に染そまる頃ころ。

　あたしたちは、行動を開始したのだった。

　向かうはカイラスの屋敷。

「……方法は？」

「運河を使って水路で行くわ」

　問うガウリイに答えるあたし。

「地う上えを行くと、空中部隊に見つかるし、地中は、進んでる方向がわかりにくいから、きのうみたいなトラブルがあるおそれがあるわ。

　水中は、きのうの戦いでナロフがいなくなって、フィッシュ・デーモンたちの数も減っているはずよ。

　……向こうもそれくらい考えてるかもしんないけど、地上を行くよりはリスクが少ないはずよ。

　ここから地面にトンネル掘ほって、運河につなげて……

　それから翔レイ封・ウ界イングで、水の中を、まっすぐカイラスの屋敷を目ざす──

　アリア、案内、お願いね」

「──はい──」

　力強くうなずく彼女。

　あたしもひとつうなずくと、呪じゆ文もんを唱となえはじめた。




「──来るぞっ！」

　ガウリイが声を上げたのは、カイラスの屋敷がま近に迫せまった時のことだった。

　紅くれないに染まった水の中、何かが近づいてくるのが見える。

　──あれは──

　アイレウスの触しよく手しゆ。

　ざしゅぶっ！

　風の結界を切り裂さいて、数本の鎌かまのようなものが迫り来る。

　ぎぃんっ！

　左手であたしにしがみついたまま、右手の剣をふるい、攻撃をはじくガウリイ。

　そして──

「氷フリー結ズ・ブ弾リツド！」

　結界の外にアリアが術をぶちかます！

　水が凍こおりつき、鎌つきの触手の動きを封じ込める。

　きのうディラールが、フィッシュ・デーモンたちにやったのと同じ戦法だが、ちゃんとおぼえてて使うところがなかなかエラいっ！

「もうすぐですっ！　リナさんっ！」

「オーケイ！　上に出るわよっ！」

　あたしは術をコントロールし、水面を割って空へと躍おどり出た。

　──そこは、カイラス邸ていのすぐそばだった。

　あいもかわらず、屋敷全体を、アイレウスの蔦つたがびっしりと覆い、空にはちらほらと飛行部隊の姿も見える。

　かまわずに、あたしはまっすぐカイラスの屋敷に向かって突っ込んでゆく！

　後ろから追いすがる飛行部隊。ゆく手から伸びる、アイレウスの鎌触手！

　このままテラスから屋敷の中へと突っ込みたいところだが……！

「火フア炎イアー・球ボール！」

　アリアの術は、風の結界の後ろで生まれた。

　そしてそのまま、前へと進み──

　どぉんっ！

　風の結界に触ふれて、爆発、四散する！

『んどわひぃぃぃっぃ!?』

　その爆ばく圧あつにあと押しされて、あたしたちの風の結界は、加速し、触手をふり切って、テラスの窓をぶち破り、屋敷の中へと突入した！

　……いや……これもたしかに、あたしが昨日やった戦法ですけど……

　ちょっとふっ切れすぎだぞ。アリア。

　とりあえず術を解かい除じよして、床へと降おり立つあたしたち。

「──なあ……アリア」

　ガウリイは、困った顔で、あたしの肩を、ぽんっ、と叩き、

「言っとくけど……こいつの悪いところまで真ま似ねすると、人生踏ふみ外はずすからな」

「……どーゆー意味よ。ガウリイ」

「……いやその……

　とにかく進むぞっ！」

　ごまかすなぁぁぁっ！　とか、ツッコミ入れたいところだが、とりあえず今はガウリイの言う通り、かけあいをやっている場合ではない。

　あたしたちが突入したのは、狙ねらった通り、ベルの部屋ではあったのだが──そこに彼女の姿はなかった。

　おそらくは、どこかの部屋に移されたのだろう。

「行くわよっ！」

　言ってあたしは、部屋の扉とびらを蹴けり開け、廊ろう下かへと飛び出す。

　問題は、ベルがどこへ移されたか、なのだが……

「アリア！　ベルさんがどこに閉じこめられてるか、心当たりある!?」

「ありませんっ！」

「オッケー！

　なら、しらみつぶしに調べるわよっ！」

　根こん拠きよも何もない、ただカンだけで、あたしは廊下の一方に向かって走り出す。

　あとをついて来るアリアとガウリイ。

　目につくドアを片っ端から蹴り開けて、順々に進むそのうち、あたしたち三人は、玄げん関かんホールへとやって来た。

　そして、そこには──

「……やれやれ……乱暴が過ぎるのではないかな……？」

　さわさわと、静かな足音を立てて姿を現したのは、背中から脚を生やしたゾナゲイン。

　……きしっ……

　床のきしみに、ホールをとり巻く階段の方に目をやれば、無言のミュカレを伴ともなって、ゆっくりと降りてくるカイラスの姿があった。

「ほほぅ……また来たか……

　人数は一人減っておるようだがな……」

「姉さんはどこっ！」

　カイラスのひとことに神経を逆さかナデされたか、怒りの声を上げるアリア。

「ベルか？　……まあ、この屋敷の中だ、とだけ言っておこう。

　もっとも……

　それを知ったところで、お前たちにはどうすることもできまい？」

「いーえ。なんとかしてみせるわ」

　言ってあたしは、ずいっ、と一歩前に出る。

「──アリア、冷静にね。

　こぉんな三流悪役にヘタな挑発されてアツくなってちゃあだめよ」

「……だ……！」

「──その三流悪役に──」

　カッとなって叫さけびかけたカイラスのことばを遮さえぎって、ゾナゲインは冷静な口調で、

「──むざむざ仲間を殺されたのは、どこの誰かな？」

「…………！」

　声を上げかけたアリアを、あたしは手で制し、

「──どうやら挑発合がつ戦せんは、たがいに時間の無む駄だみたいね……」

「そうじゃな……なら……

　とっとと始めるか！」

　言うなり、床を疾はしるゾナゲイン。

　剣を構えて対たい峙じするガウリイ。

　ガウリイが、一撃をくわえようとした、その刹せつ那な！

　ゾナゲインは、大きく上へと跳とんだ！

　そのまま空中で、くるりっ、と半回転して──

「青ブラ魔ム・烈ブ弾レイ波ザー」

　唱えていた呪文を解き放つ！

　狙いは──

　ミュカレ!?

　かっ！

　ミュカレの全身が輝かがやいた。

『────!?』

　かなり威い力りよくは落ちたとはいえ、光とともに、衝しよう撃げき波はが、あたしを、ガウリイを、アリアを貫つらぬく！

　……これは……ちょっと効きいたか……!?

　ゾナゲインは、一いつ瞬しゆん動きの止まったガウリイの後ろに着地すると、ふり向きもせぬまま、脚の二本をガウリイに向かってふり下ろす！

　だがガウリイも、攻撃の気配を察してか、やはりふり向きもせずに前へと出て、攻撃をかわし、そのままダッシュし、カイラスたちの方へと向かう！

　その前に立ちふさがるミュカレ。

　そして──

「氷アイシのクル・槍ランス！」

　ミュカレの背に向かって、カイラスが術を解き放つ！

　ぶぉうっ！

「──ぐっ!?」

　ミュカレによって拡散され、ブリザードと化した冷気に吹きつけられて、あわてて大きく退さがるガウリイ。

　こんな術まで拡散するのか!?

　攻撃魔法を拡散放射するミュカレを盾たてに、自分は高みの見物とは……なかなか、カタい戦法を取ってくれる。

　攻撃魔法をぶちかませば、ミュカレが受けて、こちらに拡散放射するし、かといって、直接攻撃をしかけようと近づけば、カイラスが呪文を放って、やはりミュカレが拡散放射する。

　……むろん、方法がないわけではない。いくらミュカレでも、どんな呪文でも拡散放射できるというわけではないだろう。

　ある一定以上の破壊力のある術をぶち込めば、たぶんミュカレを破壊することはできるはず。

　しかし問題なのは──その『ある一定以上』というのがどの程度なのかわからない、ということである。

　たとえば、竜ドラグ破・ス斬レイブあたりをいきなりぶちかませば、さすがに耐たえられるはずもないだろうが、さすがにこんな場所であんなもんをぶっ放すわけにもいかない。

　かといって、もう少し弱いところで、覇ダイ王ナス雷ト・撃ブラ陣スとか獣ゼ王ラス牙・ブ操リ弾ツドとかを放って、万一にでも反射拡散されでもしようもんなら……

　まがりなりにも、純魔族でさえ一撃で葬ほうむり去る術である。拡散されて、多少威力が落ちるとはいえ、ンなもの食らおうもんなら、こっちはひとたまりもない。

　それに、ミュカレが、アリアのもと友だちだと聞いた以上、ぶち倒すのは寝ざめも悪い。

　となれば、多方向からの同時攻撃で、カイラスをいきなり叩く、というのがやはり一番か……

　おしっ！　ならば……

「ガウリイ！　ゾナゲインの方お願い！」

「わかった！」

　答えて彼はきびすを返し、ゾナゲインの方へと向かう。

　あたしも、カイラスたちから目を離さぬまま、次の呪文を唱えはじめた。

「……どうやら、どうあってもわしと戦やりあいたいようじゃのっ！」

　言いながら、ガウリイの剣の一撃を、数本の脚で受け止めるゾナゲイン。

　剣と脚とがぶつかりあい、双方の動きが止まったその一瞬。

　ひゅっ。

　口くち笛ぶえのような音と同時に、ゾナゲインの口から吐き出された糸が、ガウリイの手にした剣にからみつく！

「──くっ!?」

　ガウリイが呻うめいたその瞬間。

「氷アイシのクル・槍ランス！」

　横あいからアリアが、ゾナゲインに向かって呪文を放つ！

　あわてて蜘く蛛もの脚で床を蹴り、ゾナゲインは、ガウリイの頭上を越えた。

　剣にからまる糸はそのまま。動きの制約されたガウリイは不利だが──

　今だっ！

　あたしは、ゾナゲインの落下地点に向かってダッシュをかける。

　その動きに気づいたゾナゲインに、一瞬のためらいが生まれた。

　あたしを迎むかえ撃うつか、それともガウリイを攻撃するか──

　瞬間。

「炎フレのア・槍ランス！」

　走りつつ、あたしは唱えていた呪文を、カイラス目がけて解き放ち、それと同時に息を止めた。

　あわててカバーに入るミュカレ。あたしの術を受け止めて、反射的に、こちらに向かって拡散放射する！

　刹せつ那な、あたしは目を閉じる！

　ごぅっ！

　強烈な熱気があたしを包んだ。

　そして同時に──ゾナゲインを。

「──っがぁっ！」

　ゾナゲインの悲鳴が響いた。

　──そう。あたしの今の攻撃は、カイラスを不意打ちすることではなく、ゾナゲインを巻き込むことにあったのだ。

　この炎フレのア・槍ランス、本来ならば、相手をあっさり黒コゲにするほどの威力があるのだが、今回は、あたしがわざとパワーをセーブしたのと、ミュカレに拡散されたのとで、肌がちりつく程度のものになっていた。

　とはいえ、肌がちりつく程度の熱気を吸い込めばどうなるか。

　息を止め、目を閉じていたあたしと違い、ゾナゲインは、まともに肺はいを焼かれたらしく、苦く悶もんの表情を浮かべている。

　そして──

　ざむっ！

　その陰にいて、術の反射の影響をまぬがれた、ガウリイの剣の一撃が、ゾナゲインの背を貫いていた。

「…………………………………………っ！」

　声にならない悲鳴を上げて、背中の蜘蛛の脚がばたつく。

　そこに──

「振ダム動・ブ弾ラス！」

　反射範はん囲いの外にいた、アリアの呪文がつき刺ささる！

　さすがにこれは、ひとたまりもあろうはずがない。

　ゾナゲインの、背中の脚が数度ひくつき──そして、完全に動かなくなった。

「……さて、それじゃあまず一人、ってことで」

　言ってあたしはカイラスに、不敵な笑えみを浮うかべてみせる。

「……くっ……！」

　憎ぞう悪おにゆがんだカイラスの顔には、ありありと、焦あせりの色が浮かんでいた。

　あたしは余裕の表情で、あたりをぐるり、と見回して、

「……これだけどたばたやってても、羽根の生えた奴も、屋敷にはりついてるアイレウスとかって奴も、手助けに来る様子はない……

　──ってことは、あいつら、外回り専用なわけね。

　なら、あんたを守るのは、呪文拡散しか芸のないミュカレ一人だけ──

　……そろそろ覚かく悟ごした方がいいみたいね。カイラスさん」

　ナメきった口調で言い放つ。

　──あたしがこーいう言い方をすれば、カイラスはおそらく、アイレウスやら飛行部隊を戦力に加えるために、外へと飛び出すだろう。

　しかしそれこそあたしの狙い目。カイラスが外に出たその時を狙って、屋内では使えない、無差別広範囲型の呪文をぶっ放し、一気に決着をつけるっ！

　カイラスさえ、なんとかたたき潰つぶせれば、ミュカレやアイレウス、飛行部隊とわざわざ戦う必要もなくなる。

　──しかし。

「……く……くふ……」

　カイラスはふくみ笑いを漏もらしつつ、ゆっくりと、ミュカレの傍かたわらに歩み寄り、

「……なるものか……

　わしの……わしの望みを……

　貴様らなぞに、潰されてなるものかっ！」

　言うなり、右手で、ミュカレの頭を後ろからわし摑づかみにする。

　──何を──




　ぎんっ！




　硬かたい音が響いた。

　緑色の破片が宙に散る。

「──エリディアっ！」

　そして、アリアが悲鳴を上げる。

　──カイラスは、その手で、ミュカレの頭を握にぎり砕くだいていた。

　……な……

「……くふ……ふ……」

　頭を失い、くたりっ、と倒れ込むミュカレの体を、後ろから抱だきかかえるカイラス。

「何のつもりよっ!?」

「けはっ、決まっておるだろうが。こうしないと混乱するからだよ」

　あたしの問いに、カイラスは、わけのわからんことを言う。

　その目はすでに、正気の色を失っている。

　……一体何をやりたいのかは知らないが……

「──体が!?」

　最初にその異変に気づき、声を上げたのはガウリイだった。

　一瞬、何のことだかわからず、ガウリイの方をふり向くあたし。

　彼の視線はまっすぐに、カイラスの方を向いている。

　あたしはふたたび視線を戻し──

　そして、ようやく気がついた。

　──ゆっくりと──

　抱きかかえられたミュカレの体が、カイラスの体の中に沈んでゆきつつあることに。

　まさか──ミュカレを吸収している!?

　ということは、カイラス自身も、すでに人間ではない、ということか。

　やがてほどなく、ミュカレの体は、完全に、カイラスの中へと埋まい没ぼつする。

「きききはははははははははははは！」

　そして──

　カイラスの、常じよう軌きを逸いつした哄こう笑しようが響く──
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「氷フリーのズ・矢アロー！」

　響ひびく哄こう笑しようを遮さえぎって、一撃を放ったのはアリアだった。

　──こらちょっと待てぃっ!?

　降り来る十本近い冷気の矢を、カイラスはよけるそぶりすら見せず、まともに受ける！

　そして──

　ぶぉっ！

　ミュカレの時と同じように、冷気がこちらにふきつける。

　──いや、冷気というよりも、ちょいと冷たい風、くらいなものだろうか。

「……やっぱり……」

　呻うめくように言うアリア。

　なるほど。カイラスが、ミュカレの能力を吸きゆう収しゆうしたのかどうか、念のため、威い力りよくを弱めた氷フリーのズ・矢アローをぶちかまし、確認した、というわけか。

「けはははははは！　無む駄だだ！

　わからんのか!?　わしはミュカレの力を手に入れたのだということが！

　貴様らの術などもはや、わしには効きかんっ！」

　単に試ためされただけだ、ということにすら気づかずに、哄笑を上げ続けるカイラス。

　……しょせんはやはり、三流悪役か……

　しかし、脳ミソの中身は三流でも、ナメてかかると痛い目を見る。

　──カイラスが、今までに吸収したのはミュカレだけとは限らないのだ。

　いや、むしろ、他にもいろいろな奴やつを吸収し、変な能力を身につけていると考えた方が　自然だろう。

　……って………………？

　この時。

　あたしの脳のう裏りを、ふと、ある疑問がかすめて過ぎた。

　──とはいえ、今はそのことを、深く考えている場合ではない。

　まず第一の問題は、どうやってカイラスを倒すか、だが……

「言っておくが、わしが身につけたのは、ミュカレの力だけではないぞ！

　見せてやろう！　お前たちに！」

　言うなり──

　ごあああああっ！

　カイラスは、獣けものじみた叫さけびを上げる。

　同時に虚空に生まれ出たのは、十数本の冷気の矢！

　この力は！　レッサー・デーモン!?

　出現した冷気の矢は、ひと息に、カイラス自身につき刺ささる！

　まずいっ！

　ごぅっ！

　あわてて退さがるあたしたちを、ひりつくような冷気が叩たたく！

「……くっ……!?」

　ガウリイは小さく呻きながらも、剣を携たずさえ、カイラスに向かって床を蹴ける。

　──だが！

　ごぉあぁぁぁっ！

　後ろに退りつつ、ふたたびカイラスが吠ほえる！

　そして吹きつける冷気の嵐！

　……こいつ……自分の能ち力からの使い方を知ってるっ……！

　冷気の矢を、単に解とき放つだけならば、ガウリイは、剣であっさり切り払はらうかよけるかするだろう。しかし、拡かく散さんした冷気の嵐として放たれれば、これはさすがにどうしようもない。

　──むろん、拡散しているぶん、ダメージはないに等しいのだが、これをたてつづけに何発も受けたらどうなるか？

　すこしずつ、しかし確実に体温を奪うばわれ、気がつかぬうちにだんだんと、動きもにぶくなってくる。

　もしも体が思うように動かなくなったところで、冷気の矢を直接放たれれば、おそらく、たとえガウリイとて、それをかわすことは無理だろう。

　カイラス……セリフ回しと、悪役としての器うつわは三流だが、魔道士としては及きゆう第だい点てん、というところか。

　となればこちらも、戦いかたを考える必要はある。

「ガウリイ！　アリア！　こっちへ！」

　言ってあたしは、ホールから伸のびる廊ろう下かの一本に走り込む。

「アリア！　手を貸して！」

　あたしは彼女に手順を説明すると、いっしょに呪じゆ文もんを唱となえはじめる。

「──逃げる気か!?　無駄だっ！」

　調子づいて追ってくるカイラス。

　そこに──

「振ダム動・ブ弾ラス！」

　あたしは唱えた呪文を解き放つ！

　目標は、カイラスではなく、カイラスのま上の天てん井じよう！

　どがぁっ！

　ド派は手でな音を立て天井が崩くずれ、大小の石の破片を、カイラスの上にまき散らす！

「──ちっ！　つまらん真ま似ねをっ！」

　落ち来る土ど砂しやを、後ろに退ってよけるカイラス。

　まだおさまらぬ土つち煙けむりを裂さき、廊下に山盛りになった、石の破片を乗り越えて、またまたこちらへと迫せまり来る。

　そして──

「振ダム動・ブ弾ラス！」

　あたしの合図に、アリアの放った二発目が、やはり天井につき刺さる。

　廊下にたち込める、もうもうたる土煙。

「──おのれっ！　うっとうしいっ！」

　悪態をつきながら、またまたカイラスは後ろに退る。

　アリアたちは、さらに廊下を奥へと進み──

「振ダム動・ブ弾ラス！」

　なおもまたまたアリアの放った術が天井につき刺さる。

「えぇいっ！　しつこいっ！」

　イラついた声を上げながら、カイラスは、後ろに退り、土砂を避よけ、ひと呼吸置いてから、ガレキを乗り越え、追撃に移る。

　──それが、あたしの狙っていた瞬しゆん間かんだった。

「神ラグナ滅・ブ斬レード！」

　あたしの発した『力あることば』に応こたえて、手の中に、闇やみの刃やいばが生まれ出る。

　この一撃ならば、いくらなんでも拡散しきれまいっ！

「……な……!?」

　うおおおおおおおっ！

　思ったより、はるかま近で聞こえた声に、カイラスは、あわてて雄お叫たけびひとつ上げ、生み出した光の矢を自分に向かってつき刺した。

　かっ！

　カイラスの全身がかがやき、拡散された光が、廊下の前に、後ろに伸びた。

　刹せつ那な──

　あたしは床を蹴ける。

　そのまま一気にまヽ上ヽかヽらヽ、闇の刃で斬きりつける！

「……な……!?」

　ようやく気づいたカイラスが、ふりあおいだ時にはもう遅い！

　音もなく、闇の刃がカイラスの体にめり込んだ！

　──アリアが、あたしの合図で振ダム動・ブ弾ラスを天井にぶちかましたその時。

　あたしは土煙にまぎれて、唱えていた浮レビテ遊ーシヨンで天井に開いた穴から上に行ったのである。

　想像した通り、そこは、二階の廊下になっていた。

　一階の廊下を走るアリアたちと同じ方向に走りつつ、あたしは神ラグナ滅・ブ斬レードの呪文を唱え──

　次のアリアの振ダム動・ブ弾ラスが、天井──あたしにとっては廊下の床に穴を開け、そこからあたしは飛び降りざまに、カイラスに斬りつけた、というわけである。

「……が……!?」

　カイラスの体が、一瞬、黒く染そまる。

　そして──

　ごっ！

　にぶい音とともに、その全身は砕くだけ散ったのだった。




　たちこめていた土煙が晴れる。

　そしてそこには、佇たたずむガウリイとアリアの姿。

「……やったんですか……？」

　問いかけるアリアに、あたしはこっくりうなずいて、

「カイラスは……ね」

「──それじゃあ──」

「ただ問題は……残った敵、とゆーか、カイラスが操あやつってた連中が、どう出てくるか、ってことね……」

　屋や敷しきの外にへばりついているアイレウスや、羽根人形。それに、羽根つきレッサー・デーモンたちもいる。

　なおかつそれは、あくまでも、あたしたちが今までに出会ったことのある奴だけで、の話である。

　おそらく他にも、カイラスの手て駒ごまは当然いるだろう。

　カイラスが倒れたことで、呪じゆ縛ばくだか何だかのコントロールが解とけていればいいのだが……もしもそうでなかった場合、あたしたちのことを、カイラスのかたき、と、つけ狙ねらってくる可能性も高い。

　ンなことになったらどれほど面倒か、説明するまでもないだろう。

「ベルさんを助けるより先に、そのあたりを確かめとかないと、ね。

　助け出したはいいけれど、屋敷から外に出たとたん総攻撃、なんてことになったら、ぜんぜんシャレになんないし……

　──そういえばベルさんって、攻撃魔法とか使えるの？」

「いえ……姉さんは全然……」

「攻撃魔法はダメ、と……」

「──というより、魔法のことなんて全然知らないはずです。

　わたしは、小さい頃から、魔法とかに興味もあって、それで魔道士協会に入ったんですけど、両親が小さい食堂をやってたこともあって、姉さんは、料理をつくったりする方が好きみたいで……よく、家の手伝いをしていましたから」

「……なるほど……

　なら、なおのこと、先に外の様子調べてみるしかないわね。

　とりあえず、そこらへんの部屋の窓まどから様子を見る、ってことで……」

　言ってあたしは、手近な部屋の扉とびらを開く。

　どうやら客間か何かのようで、つくりは、ベルさんが前にいた部屋とほとんど変わりなし。テラスに面した窓から、外が一望できる。

　──とりあえず、ここから見えるところには、敵の姿は全くない。

　あたりの気配を探さぐってみても、殺気や敵意はおろか、何の気配も感じられない。

「……どう思う？　ガウリイ？」

「……なんかがいるようには思えないけどな……

　とりあえず──

　外に出てみる。

　お前たちはここにいろよ」

「──わかったわ。

　気をつけて、ね」

　ガウリイは、右手に剣を携えたまま、左手で、テラスの窓を開け放つ。

　気配を探り、しばし時を置き──

　ひと息にテラスにかけ出すと、屋敷の方をふり向いた。

　そして。

「……な……」

　ガウリイは、驚おどろきと困こん惑わくの混まじった呻うめき声を漏もらした。

「──どうしたの!?」

「……いや……こいつは……

　──と……ともかく、来てみろ」

　あたしとアリアは顔を見合わせ、それでも一応、あたりを警けい戒かいしながらテラスへ出る。

　ガウリイの見ている方に視線を向けて──

「……え……？」

「これって……？」

　あたしたちは二人そろって、やはり困惑のつぶやきを漏らした。

　屋敷の表面を、びっしりと、アイレウスのツタが覆おおっていた。

　ツタのところどころには、いくつもの巨大な肉にく塊かいだか瘤こぶだかのような塊かたまりがはりついている。

　──そのことごとくが──

　今や、完全に枯こ死ししていた。

　巨大な瘤は、さながら、枯かれた大きな白い花。風に揺ゆられて、かさかさと、乾いた音を立てている。

　伸のびたツタだか触しよく手しゆだかも、茶色くしなび、枯れ落ちて、そこにはもはや、かけらほどの生の気配も感じられない。

「……死んでる……？」

　ガウリイがぽつりとつぶやいた。

　耳が痛いほどの沈ちん黙もくが、あたりを包つつむ。

「──まさか!?」

　ふとある思いを胸に抱き、あたしはふたたび部屋を横切り、廊下を駆かける。

　あとについてくるガウリイとアリア。

「──どうしたんです!?　リナさん!?」

「ちょっとね！　確かめたいことが──」

　あたしが足を止めたのは、突入してきた時の部屋──前にベルさんと出会った、その部屋だった。

　破れた窓に駆け寄ると、あたしはテラスから外に目をやり──

「……………………！」

　無言でその場に佇んだ。

　テラスの向こう──庭の芝しば生ふのその上に、翼つばさつきデーモンたちを指し揮きしていたとおぼしき羽根人形が、文字通り、ほうり捨てられた人形のように転がっていた。

　あれだけ数いた翼デーモンたちの方は、もはやあたりに影も形も見えなくなっている。

「……どういうことだ……？」

　後ろで聞こえたガウリイのつぶやきに、むろん、あたしが答えられるはずはなかった。

「……カイラスが死んだから……じゃないでしょうか……？」

　ぽつり、と、自信なさげにつぶやくアリア。

　──たしかに、タイミングからすれば、それがきっかけになっている可能性はあるのだが……

　誰かが死んだら、それに合わせて他の誰かも死ぬ、などといったふうにキメラをつくることは、不可能とは言わないまでも、かなりめんどくさい細工が必要なはずである。

「──けどカイラスは、なんでわざわざそんな細工を」

「……それは……」

　あたしの問いに、アリアはしばし考えて、

「……自分にもしものことがあった時、部下たちがのうのうと生きているのが許ゆるせなかった、とか……

　──あ、ひょっとしたら、そういうふうにみんなを改造することで、自分を守らざるをえなくした、とか。

　きっとそうに違いありませんよ！」

「……ふぅん……」

　アリアの説に、あいまいなあいづちを打つあたし。

　──たしかに彼女の言う通りなら、つじつまは合うのだが……

　何かが……何かが引っかかる。

「──おい！　ちょっと待てよ！」

　あたしたちの話を聞いていたのかいなかったのか、ガウリイが、唐とう突とつに緊きん迫ぱくした声を上げた。

「あのカイラスってのが、みんなを道づれにするつもりだった、ってのなら……あの、ベルさんとかってのは……？」

　──!?──

　あたしとアリアは思わず顔を見合わせて、あわてて廊下へと走り出た。

「姉さん！　姉さん！」

「ベルさんっ！　返事してっ！」

「おーいっ！　無事なら返事してくれーつ！」

　三人は口々に叫びつつ、屋敷の部屋を、片っ端から探してまわる。

　……これだけ大きい屋敷なら、使用人とかの一人や二人、いてもよさそうなものなのだが、どこにもそういった気配はない。

　ひとけのない屋敷の中に、あたしたちの声だけが響いた。

　あちこち探してみたものの、少なくとも一階のどこにも、ベルさんの姿はなかった。

「……姉さん……まさか……」

「アリア！　落ち込んでないで！　二う階え探すわよっ！」

「……は……はい……」

　あたしたちは玄関ホールの階段から二階に上がり、とりあえず、手近な部屋の扉を開ける。

　ばたんっ！

　──そのまま──

　しばし、あたしたちの動きが止まった。

　外むきに大きくひらかれた窓。

　涼りよう風ふうに、白いレースのカーテンが、泳ぐようにゆらめいている。

　その窓に面して、白いロッキング・チェアが一つ。

　そして──

「──アリア？」

　ロッキング・チェアの上から、肩越しにこちらをふり向いて。

　ベルさんは、どこか寂さびしげな微ほほ笑えみを浮かべた。

「──姉さんっ！」

　声を上げて駆け寄るアリアを、ベルさんはいすから立ち上がり、やさしく抱きとめた。

「……姉さん……姉さん……」

「……終わった……のね……」

　ベルさんの胸に顔をうずめてしゃくり上げるアリアの頭を、やさしく撫なでながら、彼女は静かな声で言った。

「……はい……カイラスは……やっつけたわ……

　これで……町も平和になるわ……また姉さんといっしょに暮らせる……」

「……………………」

　ベルさんは、ただ、無言のままで、どこか遠くに目をやった。

　──そう。まるで、昔喪うしなったものを眺ながめてでもいるかのように……

「……この屋敷……ほかに人はいないんですか……？」

「いないわ……

　みんな、いなくなったの。

　反乱が起きた、あの日から……」

　あたしの問いに、ベルさんは、やはり遠い瞳めのまま答えた。

　姉妹の再会に、水をさすのはヤボなこととはわかっているが、どうしても、確かめておかなければならないことがある。

「……ところで……

　ベルさん、あなたは大だい丈じよう夫ぶなんですか？

　カイラスは、自分までもキメラにしてたみたいですけど……」

　あたしの問いに、はっ、とアリアが顔を上げる。

「──そうよ。

　姉さん、大丈夫？　カイラスに……おかしなことはされなかった!?」

　問われて彼女は、やさしくほほえみ、

「わたしは大丈夫よ。アリア。

　だって、みんなを変えたのは、カイラスじゃなくてわたしなんだから」
















　──一瞬──

　誰もが理解できなかった。

　ベルさんが何を言ったのか。

「…………姉……さん…………？」

　とまどい顔でつぶやくアリアに、ベルはただ、やさしい笑みを向けるだけ。

　今、ようやく。

　あたしは気づいた。

　ベルさんの瞳の奥に眠っている、静せい謐ひつな狂気の色に。

「……どういう……ことです……？」

　かすれた声で問うあたしに、ベルさんは目もやらぬまま、

「……カイラスは……こうなるべきだったんです……

　反はん逆ぎやく者しやの汚お名めいを着て……名めい誉よも……命も失う……

　こうなるべきだったんです……

　わたしから……あのひとも……幸せも奪うばって行ったんですから……」

「……それじゃあやっぱり、カイラスがあのひとを……？」

　はっ、とした表情で問いかけるアリア。

　──あのひと──アリアが以前に言っていた、ベルさんの婚約者のことか？

「……カイラスがそう言ったわけではないわ……けど……

　わたしの心の中では、それが事実だったわ……

　だから……

　カイラスを……みんなを変えたのよ……反乱を起こさせて……ふさわしい汚名とともに死に行くように……」

「……な……

　何言ってるかわかんないよ……姉さん……

　わたしが変ヽえヽたヽ……って……？」

「──わたしね、アリア、

　あきらめていたつもりでいたの。

　もう、いいことなんてないんだ。けど、それでもかまわない、って。

　──でも……違ったのよ。

　あきらめたつもりでいても……心の底には、にくしみが、すこしずつ積もっていったのよ……

　だからわたしは、みんなを変えたのよ。

　みんなを変えて、カイラスの名前で反乱を起こさせたの」

「噓うそよ！」

　アリアははげしくかぶりを振る。

「噓よ！　そんなの！

　だって……それじゃあわたし、姉さんと戦ってたことになるじゃない!?」

「……愛してるわ……アリア……たった二人の姉妹ですもの……

　……でも……」

　ベルさんは、さみしい笑顔で、

「……でもね……あのひとが死んだあと………

　求婚してきたカイラスを、わたしははねつけたわ……

　……でも……ある日カイラスは、わたしに言ったの……

　お前の妹が……アリアが、婚約者みたいになったらどうする、って……」

「………………!?」

　無言のまま──

　アリアは、ぴくんっ、と小さく体をふるわせた。

　その表情は、あたしのいるところからはわからない。

「……その時、わたしは確信したのよ……

　ああ……やっぱりあのひとは、カイラスに殺されたんだ……って……

　──今思うと、ひょっとしたら、わたしに言うことを聞かせるための、単なるでまかせだったのかもしれないけど……

　でも……その時は思ったのよ……

　アリアを死なせちゃいけない……言うことを聞くしかない……って……」

　──アリアをタテに脅おどされて──結婚した、というわけか──カイラスと──

　つくづく──最低な男である。

「……う……そ……」

「噓じゃないわ。アリア」

　ふるえるアリアのつぶやきに、しずかにかぶりを振るベルさん。

「……だから……わたしはあなたを愛している……

　けど同時に……」

　──憎にくんでもいる──

　愛しているから、町から出した。

　アリアを戦いに巻き込まないため。

　憎んでいるから、町から出した。

　一人、町を出た自分を責せめさせるために。

　そして、反乱の首しゆ謀ぼう者しやがカイラスだという情報を確実にふりまくために。

　ベルさんは、そのアリアを眺ながめるために、ゾナゲインを監かん視し役として派は遣けんしたのではないだろうか。

　たしかにそう考えてみれば、納なつ得とくのいくところもある。

　目的が、『カイラスに汚名を着せて死なせること』なら、カイラスが死んだそのあと、部下たちは必要ない。

　いや、むしろ、国王軍にしつこく反抗するようなことになれば、邪じや魔までさえある。

　だから──死なせた。

　……だが……

　どうやって!?

「うそよっ！」

　アリアが叫んだ。ふるえる声で。

「うそよっ！　そんなことっ！

　だって……！　姉さんにできっこないじゃない！　そんなことっ！

　姉さん、魔道のことなんにも知らなかったじゃないっ！

　それなのに……みんなを変えるとか……

　できっこないよっ！」

「……そうね……

　わたしは、魔道のことなんて、なんにも知らない……

　カイラスと結婚させられたあとも、カイラスは、わたしを、魔道の知識に近づけないようにした……

　……たぶん……怖こわかったのね……

　わたしが力をつけて、カイラスに復ふく讐しゆうすることが……

　……自分の中に積もった憎しみにわたしが気づいても……

　いくらすべてを憎んでも……わたしには何の力もなかったわ……

　──けど──

　あのひとが、わたしに力をくれたのよ……」

「あヽのヽひヽとヽ？」

　眉まゆをひそめてつぶやくあたし。

　この場合の『あのひと』は、どうやら、死んだ婚約者のことでもカイラスのことでもないようだが……

　そのつぶやきが聞こえたか、しかし笑顔はアリアに向けたまま、

「……名前も教えてくれなかったわ……

　けどあのひとは、わたしが力を欲ほしがっていることに気づいてくれた……

　わたしに力を貸してくれた……

　その力を使ったの。

　……カイラスだけを殺すことは簡かん単たんだったわ……

　でも、それじゃあ許ゆるせなかった……

　だから、カイラスには、反逆者の名前を背負ってもらうことにしたの……

　だからその力で、みんなを変えて、操ったの」

「うそよっ！

　できっこないよっ！　そんなことっ！」

「……できるのよ……アリア……

　これであとは……わたしと……ここにいるみんなが死ねば終わるのよ……」

「──アリアっ！」

　ベルさんのことばに、あたしはあわてて駆け寄り、アリアの片手をひっ摑つかむと、力まかせに、ベルさんから引きはがす。

　ベルさんがアリアを殺す──そう思ったのだ。

　しかし、武器のたぐいを隠かくし持っている様子もなく、ベルさんは、ただじっとその場に佇むのみ。

「うそよっ！　姉さんっ！」

　ベルさんは、泣き叫ぶアリアから、あたしとガウリイの方に視線を移し、

「……ごめんなさいね……巻き込んでしまって……

　でも……すぐに終わりますから……

　……たとえカイラスがどんな男だったとしても……関係のないひとたちを巻き込んだわたしのやりかたが、正しかったとは思っていません……

　だから……わたしも死にます……

　けど……カイラスには反逆者の汚名を着てもらわないといけません……だから……あなたたちもいっしょに……」

　言ってふたたび、視線をアリアの方へと戻し、右手を静かにま横に上げると、

「アリア……ごらんなさい……

　これが……わたしが彼あの女ひとからもらった力なのよ……

　──来なさい……ドゥールゴーファ」

　──なっ──!?

　ベルさんが言った、その刹せつ那な。

　かざした彼女の右手の中に、闇やみが生まれてわだかまる。

　闇は、一瞬にして収しゆう束そくし、まっ黒い片刃の剣と化した。

「……お……おい！　リナ！　あれって……！」

「──わかってる……」

　声を上げるガウリイに、あたしは、自分でも意外なほど冷静な声で答えた。

　──あたしには──おぼえがあった。

　その名に。その剣に。

　──かつて──

　あたしたちが一度相あいまみえた、高位魔族──覇ジエ王ネ将ラ軍ルシエーラが携たずさえる、魔剣にして魔族たるもの──ドゥールゴーファ。

　あたしとガウリイは、この剣に触ふれたものが異い形ぎようと化してゆくのを、一度、目まのあたりにしたこともある。

　……なるほど……こいつの力を使えば、みんなを『変える』ことも、決してむずかしいことではなかっただろう。

「姉さんっ！　やめてっ！」

「……終わりに……しましょう……」

　つぶやくように言ったベルさんの右腕は、もはや魔剣と同化しつつあった──




　「させるかっ！」

　叫んで床を蹴けったのは、ガウリイだった。

　手にした剣が一いつ閃せんする。

　おそらくは、魔剣を斬きり折って、同化を防ぐつもりだったのだろう。

　──だが──

　きぅんっ！

　ベルさんの手にした剣が、その一撃をあっさりはじく。

「──な……!?」

　驚きよう愕がくの声を上げて、ガウリイは大きく後ろに退さがった。

　ガウリイの剣のウデは、これはかけねなしに超一級。彼が本気でくり出した攻撃をはじくなど、一級以上のウデの持ち主か、そうでなければ、ゾナゲインのように、手数を増やすかするしかない。

　すくなくともベルさんに、剣の心こころ得えがあるとは思えないのだが……

「……手遅れです……この剣は……ずっと、わたしの中にいたんですから……

　完全ではないにしろ……わたしはもう、この剣と、ほとんど同化しているんです……

　わたしは戦い方を知りません……けど……ドゥールゴーファは知っています……」

　ドゥールゴーファの刀身が、ベルさんの手のひらに、吸い込まれるようにめり込んでゆく。

　かざした右手が黒く染そまり、闇の色は、右手から、その全身へとひろがりゆく。

　誰にも──止めることはできなかった。

　ベルさんの全身が黒く染まる。

　そして彼女は──

　完全に、魔剣とひとつになった。

「ねえさんっ！」

　アリアの叫びがむなしく響く。

　──かつてあたしやガウリイの目の前で、ドゥールゴーファが一人の男と同化した時には、男の意志を無視して、のことだった。

　結果、同化した二者は、巨大な肉の塊のような異形となった。

　しかし、今は──

　ベルさんは、自らの意志で、ドゥールゴーファを受け入れたのだ。

　もはや『彼女』が、ベルさんなのか、それともドゥールゴーファそのものなのかは、あたしにもわからない。

　これこそが、ドゥールゴーファの完全な同化の形なのだろうか。

　イメージとしては、さきほど戦ったミュカレと似てはいる。

　ただし──ミュカレの全身が、すきとおった輝かがやくエメラルド色だったのに対して『彼女』の全身の色は、闇と同じ、虚きよ無むの漆しつ黒こく。

　さながら、黒の女神像──
















「……姉……」

　呼びかけようとしたアリアに、『彼女』は無言で右の手をかざす。

「よけろっ！」

　同時にガウリイが床を蹴る。

　横からアリアに飛びついて、ひっさらうように走り抜けた。

　刹那。




　どんっ！




　アリアのいた後ろの壁が、不可視の『力』の圧力に、あっさりひしゃげて砕くだけ散る！

　──まずいっ！

「ガウリイ！　逃げるわよっ！」

「わかった！」

　廊下へ飛び出すあたしのあとに、アリアをかかえたガウリイが続く。

「姉さん！　姉さんっ！」

　アリアの、悲痛な悲鳴が響く。

　……もはや……こうなった以上、ベルさんをもとにもどす方法などはありえない……

　──倒すしか──ない。

　倒すしかないのだが、アリアの目の前で、というのは、いくらなんでも酷むごすぎる。

「ガウリイ！　一旦外出るわよっ！」

「わかった！」

　階段を一気にかけ下り、あたしたちは、玄げん関かんの扉とびらを蹴り開け、外に出る。

「アリア！　町に出たら、あなたはどこかに隠れてて！」

　町に出たら、というのはほかでもない。植木もまばらなこの場所では、隠れるところなどないからである。

「……どうするんですか……？」

「……………………」

　沈黙で答えるあたしから、アリアはしずかに視線をそらし、

「……それしか……

　それしかないんですね……

　……わかりました……お願いします……」

　しぼり出すようにそうつぶやいた。

「……ガウリイさん……もう……大丈夫です……自分の足で進みます……」

「……そうか……」

　言って、ガウリイは、彼女をそっと下へ下ろす。

「……行くわよ……とりあえず、町まで」

「……はい」

　あたしのことばにうなずくアリア。

　……いきなり『姉さんを説得する』とか言いながら、回れ右をしたりするのではないか、などとあたしは懸け念ねんしていたのだが、どうやら大丈夫のようである。

　しかし──

　──!?──

　背後に殺気が生まれたのは、まだ敷しき地ちを抜けないうちだった。

「アリアっ！」

　あたしはとっさに、隣となりを走るアリアをつき飛ばした！

　刹せつ那な、音も風も伴ともなわず、目に見えない何かが、あたしと彼女の間を通り過ぎる。

　そして──

　ごっ！

　はるか先にある庭木の幹みきが、にぶい音を立て、はじけ散る。

　立ち止まってふり向けば、屋敷の玄関先から、ゆっくりと歩み来る『彼女』の姿。

　……どうやらこれは……『とりあえず町に出て、アリアが安全な場所に隠れてから……』などと言っている場合ではなさそうである。

『彼女』はまず、アリアを狙ねらっているようだった。

　おそらくは……ベルさんが、アリアに対する愛情と憎ぞう悪おを抱いだいたままで、ドゥールゴーファと同化したがゆえに、その妄もう執しゆうが固定されてしまったのではないだろうか。

　となると、アリアだけがどこかに隠れたならば、『彼女』は、たとえあたしたちをほうっておいても、アリアを探し、抹まつ殺さつしようとするおそれがある。

「……どうやら……ここで決着つけなきゃなんないみたいね……」

「……ああ……そうだな……」

　あたしとガウリイは、足を止めて『彼女』と対たい峙じする。

「アリア！　すこし退さがってて！　ただし、離れすぎないようにねっ！」

「……わかりました！」

　二人の返事を聞いてから、あたしは急ぎ、呪文を唱える。

『彼女』はまたもや右手をかざす。今度の目標は──あたしかっ!?

　呪文を唱えつづけたまま、あたしはとっさに右に跳とぶ。不可視の気配が、そのすぐ隣をすぎてゆく。

　……なるほど。アリアを倒すための障しよう害がいとみなして、あたしを先に倒す、という判断か。

『彼女』は一撃を放つと、そのままこちらに突っ込んで来る。

　そして完成する、あたしの呪文。

「幻スア霧イト招フラ散ング！」

　ぶわっ！

　あたしの『力あることば』に応えて、あたりに薄うすく霧きりが立ち込めた。

　本来、逃走用のこの術を使って、見えない術の軌き道どうを見切る──以ま前えに、あるひとが使った戦法である。

　すなわち、霧が揺ゆれるところ、敵の攻撃の軌道、というわけである。

『彼女』はまたまた手をかざし──

　瞬間、あたしは不吉な予感を覚おぼえ、やはりとっさに横に跳んだ。

　……霧は何の軌き跡せきも描えがいてはいないのだが……

　どんっ！

　そして、はるか後ろで重い音。

　……をい……

　空気をふるわせることもなく、目標を破は砕さいする力!?

　ありかっ!?　そんなのっ!?

　どうやら相手も、連打で放つことはできないらしい、というのと、比ひ較かく的てき、気配を察知しやすいのとが幸いして、なんとか身をかわし続けてはいるものの……はっきし言って、かなり困った攻撃である。

　これは……どーやら、さっさと決着をつけないとマズそうである。

　迫り来る『彼女』の前に立ちはだかるガウリイ。後ろで呪文を唱えるあたし。

「はっ！」

　裂れつ吊ぱくの気合いとともに、ガウリイが『彼女』に向かって斬ざん撃げきをくり出す！

　ぎんっ！　ぎんっ！

　いくたびか、鋭するどい音があたりに響き、ガウリイのくり出した斬撃のことごとくが防ふせがれる。

　──いつの間にか──

『彼女』の右の手には、黒い短剣が握にぎられていた。

　ふつうのダガーよりは長めだが、ショート・ソードというには少し短い。

　おそらく、自分自身の中からそれを瞬時に生み出して、ガウリイの攻撃を受け止めたのだろう。

　しかし──

　ぎっ！　ぎっ！　がっ！

　たてつづけに、鋭い音を響かせて、ガウリイと、一進一退の攻防を続ける『彼女』。

　ウデはほとんどガウリイと互ご角かく。そしておそらく耐たい久きゆう力りよくは人間を圧倒的に上回るだろう。

　……こいつは……かなりやっかいそうである。

　しかし幸いなのは、あの不可視の力、『彼女』にとっても、それなりの集中と時間が必要なのか、接近戦の最中に、あれを放つ気配がない、ということである。

　などと思いつつ、あたしが呪文詠えい唱しようを終えたその時。

　それを見み計はからっていたかのように、ガウリイが、大きく後ろに跳んで『彼女』との間合いを取る。

　おしっ！　今だっ！

「覇ダイ王ナス雷ト・撃ブラ陣ス！」

　瞬間、あたしは呪文を解き放つ！

　五ご芒ぼうの頂点位置につき刺さった雷らい撃げきが、その中心の『彼女』を襲おそう！

　が！

　[image: ]んっ！

『彼女』の全身が一瞬ブレると、黒い霞かすみに包まれた！

　その黒い霞が、いともあっさりと、あたしの放った魔力の雷いかずちを中和する！

　──やるなっ！　ならばっ！

　あたしはいそぎ、次の呪文を唱えはじめた。

　こちらに向かいかけていた『彼女』を、ふたたび抑おさえに入るガウリイ。

　横あいから薙ないだ一いつ閃せんを、『彼女』の手にしたダガーが受け止める。刹那、ガウリイは剣を引き、突きをくり出す。

　しかし、『彼女』は一瞬にして、左手の中にももう一本、ダガーを出現させて、右のダガーとの二本を使い、ガウリイの剣の刀身をはさみ込むように止める。

　そのまま二本のダガーを刀身にからませるように、ひと息に、ガウリイとの間を詰めてゆく！

「くっ!?」

　あわてて後ろに退るガウリイ。

　攻守を変えて死闘の続く中、あたしの呪文が完成した！

　同時に、大きく後ろに退るガウリイ！　こっちの呪文詠唱のタイミングを察してくれているっ！

「獣ゼ王ラス牙・ブ操リ弾ツド！」

　生まれ出た、一条の光の帯が、『彼女』に向かってつき進む！

　その軌き道どうをあっさり見切って、半歩動いてかわす『彼女』。

　そこにまたまた突っ込むガウリイ。

　ぎぅんっ！

　一撃を、『彼女』の左手のダガーが止めた。

　同時に『彼女』の動きも一瞬止まる！

　おしっ！　この瞬間を待っていたっ！

　あたしの放った獣ゼ王ラス牙・ブ操リ弾ツド、光の帯が、術者のコントロール通りに動いて敵を討うつ、というものである。くわえてこの術、高位魔族の一人、獣王ゼラス＝メタリオムの力を借りた攻撃呪文！　直撃すれば、いかなドゥールゴーファといえども無事にはすむまいっ！

　一度は通り過ぎた光の帯は、あたしのコントロールに従って、虚こ空くうでいきなり向きを変え、横手から、『彼女』を目がけてつき進む！

　とった！

　あたしが思ったその時。

『彼女』は、いともむぞうさに右手を上げて、ダガーをかざす。

　そして──




　じゃじゃじゃじゃっ！




　──なっ!?

『彼女』に迫る光の帯は、かざしたダガーに、あっさり縦たてに切り裂さかれた！

　裂かれた光は二つに分かれ、彼女の前後に、力を失いながら拡かく散さんする。

「──くっ！」

　前方に拡散した力の余よ波はを受け、一瞬バランスを崩くずすガウリイ！

　まずいっ！　『彼女』相手には、刹那のスキでも致ち命めい傷しようになりかねないっ！

　光の帯を裂ききって、『彼女』の右手のダガーが閃ひらめく！

　──それは、苦しまぎれだったのだろう。

　ガウリイは低く腰を落とすと、右足で『彼女』の足もとを払はらう。

　──あっさりと──

　とさっ。

　意外に軽い音を立て、『彼女』は大地に倒れ伏ふした。

「……なんだ……？」

　あまりのあっけなさに、思わず攻撃の手すら止めてつぶやくガウリイ。

　たしかに今のは──不意をうたれてつい、とかいう転びかたではなかった。いや、はっきり言うならば、戦いのシロウトが、足払いをかけられた時の倒れかたである。

　──まさかひょっとして……？

「ガウリイ！　ひょっとしたらそいつ、足技弱いかもしんないわっ！」

　あてずっぽうで言い放つ。

　──戦い方はドゥールゴーファが知っている。ベルさんはたしか、そう言った。

　しかし──

　考えてみれば、なぜ『彼女』はわざわざ、両手にダガーなどを生み出したのか。長いリーチが欲しければ、腕そのものを伸ばすなりすればよいだけのものである。

　なぜ、それをしないのか。

　あたしの想像した答えは、すなわち！──

　ドゥールゴーファは、剣での戦い方しか知らない。

　もしこの考えが当たっていれば、間ま抜ぬけな話ではあるが、『彼女』に勝つことは決して難むずかしいことではない。

「なら──試ためしてみるっ！」

　言ってガウリイは、起きあがりかけた彼女の足もとにスライディングをかける！

　またまたあっさり足もとを取られてひっくり返る彼女。

「──悪いな！　倒させてもらうっ！」

　またまたあっさり倒れた彼女に、ガウリイは剣をふり下ろした！

　ぎぃんっ！

　──硬かたい音が響いた。

『……なっ……!?』

　驚きよう愕がくの呻うめきは、『彼女』を除のぞく三人の口から全く同時に漏もれた。

　ダガーに受け止められたのではない。ガウリイの剣は、『彼女』の胸に正確にふり下ろされ──

　その漆しつ黒こくの肌に、キズ一つつけることなく止まっていた。

　無言のまま、あわてて後ろに退るガウリイ。

　──そうか──

　予想してしかるべきだったのだ。

　生み出したダガーが、『彼女』の体の一部なら──そして、ダガーという形が、単にドゥールゴーファの持つ技能を活用するためだけのものならば──

　彼女の全身が、その手にしたダガーと同等の強度を有していたとしても不思議ではない。

　ガウリイの手にしている剣も、無む銘めいとはいえ、かなりの力を持った魔力剣。しかしそれもどうやら、『彼女』には通用しないようである。

「──どうする!?　リナ!?」

「どうする……ったって……」

「お前の魔法で、この剣の切れ味、上げられないのか!?」

「無理よっ！」

　きっぱりはっきり答えるあたし。

　──たしかに、普通の武器に魔力をこめて、一時的に破壊力を増す、という術もあるにはある。

　だがしかし、もともと魔力を持つ剣に、そんな術などをかければ、何が起こるか予想もつかない。

　こめられているもとの力との組み合わせで、運が良ければ、たしかに威力が上がったりするかもしれないが、何も反応がなかったり、魔力がうちけしあって、なまくら刀に変わったり、最悪、魔力同士が互たがいに変な干かん渉しようを起こして、術をかけたとたんに魔力が暴走、大爆発、などという可能性さえ考えられる。

　この局面で、うまくいく確率などないに等しいそんな賭かけに乗るつもりはない。

『彼女』はあわてて身を起こすと、いきなりくるりと身をひるがえし、玄関の方へと走ってゆく。

「──逃げる気か!?」

「追うわよっ！」

　もしも相手が完全に、戦う意志をなくしたというのなら、逃げるものをわざわざ追う必要はないのだが、『彼女』はベルさんの妄もう執しゆうを核に、ドゥールゴーファが同化・固定した存も在のである。たとえこの場は逃げ出しても、いつかアリアを、そしてあたしたちを狙ねらってやって来る。

　……はっきし言って、こんなのにつけ狙われるくらいなら、ブラス・デーモン一ダースと正面きって戦う方がよっぽどマシである。

　それに、『彼女』の敵意の対象が、はたしてアリアとあたしたちだけですむかどうか。

　口にこそしなかったが、もしもベルさんの憎しみが、世の中すべてに向いていたとしたら……？

　ドゥールゴーファの力を使い、無差別に、協会の人間を『変えた』ことから考えても、決してありえないことではない。

　ここで──止めるしかないのだ。『彼女』を。

「──あの闇の刃なら!?」

　後ろからかかった声はアリアのだった。

「カイラスを倒したあれなら！　姉さんを……！」

「──むずかしいわね。あたしのウデじゃあ、『彼女』の動きについていけるかどうか」

　いくら足技などに弱いとはいえ、相手は、剣でなら、ガウリイと互角に渡り合えるウデを持っているのだ。あたしが向かって行ったところで、足もとをすくう以前に、ばっさりやられるおそれがある。

　それに何より、あの呪文は、極端に魔力を消しよう耗もうする。

　さきほどカイラスに使ったせいもあって、すでにあたしの魔力はかなり消耗しているはず。もしかりに、もう一度あの術を唱えたとしても、闇の刃を維い持じできるのは、ほんのわずかな時間だけだろう。

　おそらく数回、刃をふるえるかどうか。

　そんなわずかな時間の中で、彼女に一撃を命中させる自信はない。

『彼女』は開いたままの玄関の扉をくぐり、屋敷の中へと飛び込んだ。

　あとへと続くあたしたち。

　ひたりっ。

『彼女』が足を止めたのは、ホールの片かた隅すみでのことだった。

　すぐそばには、すでにこと切れたゾナゲインの体が、力なく転がっている。

　そのゾナゲインの屍しかばねに──

　ぞんっ！

『彼女』はいきなり、右手のダガーをつき立てた！

　──何を──？

　いぶかる間もなく、ダガーを引き抜き、彼女はくるりと、あたしたちの方に向きなおる。

　……ひょっとして……いや……まさかとは思うけど……

「ストップ！」

　あたしの声に、ガウリイとアリアも、扉をくぐったその場所で立ち止まった。

　──そして──

　ぶぁっ！

　破は裂れつ音おんにも似た音を立て、『彼女』の背から、数対の蜘く蛛もの脚あしが伸びる！

　ぬあああああっ！　やっぱしっ！

「退たい却きやくっ！」

「は……はいっ！」

「異い議ぎなしっ──」

　あわててその場できびすを返し、外へと飛び出すあたしたち。

　そこに──

『氷フリーのズ・矢アロー』

　後ろから聞こえた声は、くぐもってはいるものの、間違いなくベルさんのものだった。

「散って！」

　外に出るなり、扉の左右に分かれたあたしたちの間を、数十の氷の矢が吹ふき、過ぎる。

　うああああっ！　真剣マズいっ！

　扉の左右からふたたび合流し、またまた走り出すあたしたち。

　瞬時に、背後に気配が迫せまる。

　あわててふり向くあたしたち。

『彼女』は、そのすぐま近にいた。

「……で……どうする!?　リナ!?」

　剣を構えて問うガウリイに、あたしは疲つかれまくった口調で、

「わかんないわよ……ンなもん……」

「わかんない、ってお前……」

「『彼女』、どーやらダガーでキズつけた相手の能力や知識を身につける力があるみたいよ

……つまり、あたしやガウリイが、かすりキズでもつけられたら、こっちの戦い方やなんかを、『彼女』はあっさりマスターしちゃうことになるのよっ！」

「ほんとかよ!?　それ!?」

「たぶん──間違いないわ！」

　肉体能力の吸収は、『彼女』の今の姿を見ればわかることだが、知識の吸収に関しては、それまで普通の攻撃呪文を一切使っていなかった『彼女』が、ゾナゲインの呪文を使ったのがその証しよう拠こ。

　ベルさんは、魔道の『ま』の字も知らないはずだし、かといって、ドゥールゴーファが、氷フリーのズ・矢アローの詠唱呪文を知っていたとも思えない。

　いずれにしろ──

　どーやら、かなりどーしよーもない状況だということは確かなようである。

　ガウリイ並の剣のウデと、蜘蛛の脚何本も持ってる奴に、かすりキズさえ受けずに勝つ、などというのはまず不可能。

　逃げるにしても、蜘蛛脚の移動スピードにはかないそうにもないし……

　むろん、空もだめである。もしも空に逃げ出して、『彼女』が、庭に転がる羽根人形の死体に目をつけたら……

　この上に、翼が生はえて、空まで飛ばれたりしようもんなら、はっきし言って、完全に、手のつけられないことになる。

　なんとしてでも、この場で倒す必要があるのだが……

「──知識を吸収する……ということは、言いかえればつまり、記き憶おくを吸収する、ということですね……」

「……まあ……そうね」

　となりで言うアリアに、あたしは『彼女』から視線をそらさずに答えた。

「……わかりました……決着をつけます……」

「──え!?」

　アリアのことばに、あたしは思わずそちらに目をやる。

　彼女は──何の迷いもない笑みを浮かべていた。

「──救すくってあげてくださいね。ベル姉さんを──」

　──あたしは──

　一瞬、わからなかった。アリアが、何をしようとしているのか。

　そして──

　アリアは駆け出した。

『彼女』に向かって。まっすぐに。

「アリアっ!?」

　とっさに伸ばした手は、わずかに彼女に届とどかない。

　ようやく。

　あたしは悟さとった。

　アリアが何をするつもりなのか。

「ちいっ！」

　あわててガウリイもダッシュをかける。

　しかし──

　間に合わなかった。

　数本の蜘蛛の脚が、アリアの体をかかえ込む。

　アリアは、両手を前に出す。

　まるで抱ほう擁ようを求めるように。

「──いっしょになろう──姉さん──」

　アリアが言った。その瞬間。

　ずんっ！

『彼女』が手にしたダガーが、まともにアリアの胸むねを貫つらぬいていた。




　──迷わずに──

　あたしは呪文を唱えはじめた。

　迷うことは許ゆるされない。それは、アリアに対する冒ぼう瀆とくとなる。





　──四し界かいの闇を統すべる王

　　　汝なんじの欠かけ片らの縁えにしに従い──






　……とさっ……

　小さな音を立て、アリアの体が大地に落ちる。

　アリアを縛いましめていた『彼女』の蜘蛛の脚は、小きざみな痙けい攣れんをはじめていた。

　──汝ら全すべ員ての力もて

　　　我われにさらなる魔ちか力らを与あたえよ──




　ベルトと襟えりもと、両手首。あたしが身につけた四つの呪タリ符スマンが、淡あわい輝かがやきを放つ。

　──『彼女』の全身がふるえる。

　まるで、泣いているかのように。

　あたしは無む造ぞう作さに、『彼女』に向かって歩きはじめた。

　続きの呪文を唱えつつ。





　──天そ空らのいましめ解き放たれし

　　　凍こおれる黒き虚うつ無ろの刃やいばよ──






「おい！　リナ！」

　後ろからガウリイが声をかける。

　しかし、彼もまた気づいているはずだった。

『彼女』から、完全に敵意が消えていることに。





　──我が力　我が身となりて

　　　共に滅ほろびの道を歩あゆまん

　　　神々の魂たましいすらも打ち砕くだき──






　呪文が完成したのは、『彼女』の目の前でだった。

　あたしはしずかに右手をかざし、『力あることば』を解き放つ。

「──神ラグナ滅・ブ斬レード」

　闇が。

　右手の中に生まれ出た。

　ふり下ろした虚きよ無むの刃は、あっさりと、

『彼女』を縦に断ち割った。




　──月が──出ていた。

　闇空に沈しずむ町を、あたしはただ、無言で眺ながめていた。

「──泣いてるのか……」

「……まさか……」

　後ろからガウリイのかけた声に、あたしは肩越しにふり向き、小さくほほえんだ。

　カイラスの屋敷を出てすぐの、運河の隣を延びる道。

　夜に庁む町並みに、人の気配はなかった。

「……ただ……さすがにちょっと……重いな……って……」

　町に視線を戻してぽつりとつぶやくあたし。

「……なあ、聞いてもいいか？」

「……何？」

「なんであいつ……あの時、いきなり動きが止まったんだ？」

「止めたのよ──アリアが……

　相手の記憶を吸収する『彼女』の能ち力からを使って、ベルさんを想おもう気持ちを、『彼女』に伝えて……」

　おそらくは、その瞬間。

　ベルさんは、アリアのその想いを受け止め、理解したのだろう。彼女の心から、抱いていた憎悪が消え──

　妄執を核に、完全な同化を果たしていた、ベルさんとドゥールゴーファの間に、ひずみが生まれた。

　──あのまま『彼女』をほうっておけば、ドゥールゴーファは、ベルさんを、むりやり取り込んでいただろう。

　だから──

　あの時、あたしには、ああするしかなかった。

　アリアの想いを無駄にしないためにも。

　ベルさんの心を救うためにも。

　……けど……

「──なあ、リナ……」

　ガウリイは、隣に来ると、あたしの頭に、ぽんっ、と手を置き、

「元気出せって……その重さ……半分はオレが背せ負おってやるから……」

「ガウリイ……」

　あたしは、腕をガウリイの肩へと伸ばし──

　そのままするりと首へまわして絞しめつける！

「なぁぁぁに当たり前のこと言ってんのよっ!?　この期ごに及んで『オレは知んない』なぁんで言ったら首しめるわよっ！」

「ごほっ……！　もう絞めたじゃねーかっ！」

「先に言ったらよけるか抵抗するでしょーがっ！」

「当たり前だっ！

　……けどまあ……どーやら大丈夫そーだな……」

「そりゃあまーね……ただ落ち込んでても、何も始まんないから」

「そーゆーこと。

　……まあ、とりあえず、事件も解決したし、あの剣も消したし」

　ほほえんで言うガウリイに、あたしはあいまいな笑みを返した。

　──たしかに──

　あたしの闇の刃を受けた『彼女』は、黒い塵ちりとなり、跡も残さず虚こ空くうに消えた。

　おそらくは、ドゥールゴーファもただではすまなかっただろう。

　しかし──

　覇ジエ王ネ将ラ軍ルシェーラがいる限り、あの剣は、また再生する。

　シェーラは一体、どういうつもりで、あの剣をベルさんに渡したのか。

　魔族たちが、一体何をもくろんでいるのか。

　答えは、まだ、出ていない。

　あたしはただ、無言のまま、東の空にかかる月を眺める。

　夜は、まだはじまったばかりなのだ──
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作：ふう。死ぬかと思った。

Ｌ：生きてたっ!?

　　いや、まあ、今までの長編や短編のあとがきでも、抹まつ殺さつした作者が次の巻かんでへーぜんと出て来てたし、あたしもあえてツッコまなかったけどっ！

　　同時発売の続刊で復ふつ活かつされると、さすがにちょっと復活が早すぎる気が。

作：仕方ないじゃないか。世の中そーいうもんなんだし。

　　ということで、スレイヤーズ新装版、クリムゾンの妄もう執しゆうをお送りしますっ！

Ｌ：けど、さりげなく人死にが多いと評判の本編の中で、この話もけっこう人死にが多いわねー。

作：うむ。

　　そもそもこの第二部の根っこの部分には、人って死んじゃうこともあるけれど、それでも残った人はしっかり生きていかなくちゃあ、っていうのがあって……

Ｌ：待てぃ。

　　ひょっとして、自分ではいいこと言ってるつもりかもしんないけど。

　　前回のあとがきで破は壊かい光こう線せん受けて原子に還かえったのに、今回『死ぬかと思った』で済すませて出てくる作や者つがンなこと言っても、説得力皆かい無むだから。

作：……………………はっ！　言われてみればそんな気もっ！

　　しまったっ！

　　くっ……！　一体どうすれば説得力を持たせることがっ……!?

Ｌ：あ。ならいっそ、前回のあとがきで作あん者たは滅ほろびた、ってことにして、こっから先のあとがきは、あたし一人がとりしきる、ってことで！

作：それはできぃぃぃぃぃぃぃぃんっ！

　　なんかグダグダになるのが目に見えてるじゃん！

Ｌ：失礼な！

　　……っていうかそれ以前に、作あん者たまさか……自分が出てるあとがきはぐだぐだになってない、なんてカン違いしてるんじゃあ……？

作：え？

　　………………い、いや？　そこはさておいて、ですね。

　　むう。しかし、私があとがきから消えるわけにもいかず、かといってここで軽々しく復活すれば、作中の死の重みもなくなるなら……

　　──はっ！　そうか！

　　ここは発想の転てん換かんで、作中で死んだ人は全員、実は生きてた、ってことにすればいいんだっ！

Ｌ：よけーぐだぐだでしょーがそれっ！

　　むしろお話が完全崩ほう壊かいするからっ！

　　たとえば二巻、アトラスの魔ま道どう士しとかっ！







ハルシフォム『私は失うしなった愛する人を取とり戻もどすために……！』

本物ルビア　『ふう。死ぬかと思った。あ。ハルシフォム、おひさー♪』

ハルシフォム『……え？』

ルビア　　　『……あの……ハルシフォム様、このかたってひょっとして……？』

ハルシフォム『え？　え？　ルビア？　生きて……たの？』

本物ルビア　『当っ然っ！　こぉぉの私があんな程度で死ぬと思われてたなら心外ねッ！』

ルビア　　　（……本物、キャラ違うなぁ……）







　　こんな感じだからっ！

　　リナとガウリイも帰ってごはん食べるくらいしかやりようないからっ！

作：……これはこれで……

Ｌ：ないからっ！

　　首だけタリムとかも『ふう。死ぬかと思った』とか言って生きてるし！

作：あ。それはダメかも。

Ｌ：でしょ？

　　これならまだ、あたしの諸しよ国こく食くい倒だおれとかの方がまとまってるからっ！

作：いや。それもないとは思うが。

　　けどこういろいろ考えると、作中での生き死にってむずかしいよなー。

　　ずっと前、ある担当さんと一いつ緒しよにごはん食べててセイルーン王家の話になった時、『そういえば短編一話に出てきたランディってどうなったんです？　王家の人間のはずですよね』

　　と聞かれたんで、

　　『いや。短編一話のラストで動かなくなったって書いてるし。フツーに死んでますが』

　　と答えたら、

　　『何を言ってるんですか神坂さん！　すぺしゃるでは人は死なないんですよ！』

　　と力説された記き憶おくが。

　　……死ぬと思うけどなぁ……という言葉は胸むねの奥おくにしまっておきました。

Ｌ：そーゆーのはあるでしょーね。

　　もうちょっと突っ込んで考えると、リナがギャグっぽく吹っ飛ばしてる盗とう賊ぞくのみなさんはどうなのか、とか。

作：確かに、わざと書かずにぼかしてあることなんて、いくらでもあるからな。

　　読んだ人の想そう像ぞうをふくらませるために、明確にしなかったり、場合によっては正解を用意しなかったりすることもあるし。

　　コミック版水竜王の騎き士しやゲームやアニメがパラレルな第三部、って言い方をしているのも、そういう部分が大きいし。

Ｌ：なるほど。

　　つまりっ！　作あん者たがあたしの話を書かないのも、あたしの超ちよう活かつ躍やくを読者の想像に任まかせることで、無限の可能性として示すためってことねっ！

作：いや、そーゆー意味じゃあ──

Ｌ：たしかに『Ｌ対全国有名旅館美人女お将かみ　関西編へん』とかゆーふーなタイトルを提てい示じするだけで、読者のみなさんは、あたしのさまざまな活躍を妄もう想そうするはずだしっ！

　　じゃあ今回は読者のみんなに宿題だよっ♪

　　次巻のあとがきまでに、あたしが今あげたタイトルで、いろんなお話の中身を考えて手紙に書いて送ってね！

作：ちょっ……！　次巻て……？

Ｌ：じゃあそーゆーことでまた次巻で！










あとがき：おしまい



















口絵・本文イラスト　あらいずみるい
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